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　　　・　護

　　　　　　　　　　　石炭専用船「矢作丸」

　　　　　　　　　　　55σ553％、　88，835％

　平成4年4月に竣工した本船は中央制御方式、GMDSSなど最新鋭の設備を
採用し、豪州炭輸送に従事している。
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船舶解撤対策の推進

禺薩磐レ章馬田温血養松岡通夫
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　本年の日本船主協会通常総会の決議に、近

い将来大量の老朽船の発生が見込まれること

から、船腹過剰を回避し、海洋環境の保全を

図るため、世界的規模で船舶解撤問題に真剣

に取り組んでいく必要があるとして、“船舶解

撤促進のための環境整備の推進”という項目

が取り上げられた。

　1989年3月エクソン・バルディス号がアラ

スカ沖で大量の油流出事故を起こしたことが

契機となり、国際海事機関（IMO）は油画

防止に関する行動を提示するよう要請され、

本年3月に開催されたIMO・MEPCにお

いてタンカー構造規制問題の決着がなされた。

すなわち、新造船については1993年7月以降

に契約されるもの、既存船については1995年

7月以降船舶の検査を強化し船齢25年に達し

た時、それぞれ二重船場が義務付けられた。

　（一定の措置を講じた船は船齢30年）

　海洋環境の保全はもとより、安全運航、事

故防止は海運界に課された命題であり、経営

の基本課題である。このためには、バルディ

ス号の例を見るまでもなく事故の大半はヒュ

ーマンエラーが関与しているといわれており、

まず優秀な船員の確保、育成に一層の努力を

払い、混乗化の新しい状況に即した船員管理

システムを構築し人為的ミスの根絶をめざし

ていかねばならないことはいうまでもない。
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　それと同時に船舶構造面よりの規制が世界

的に合意決着をみた以上、この点より波及し

てくる問題点についての対策が必要となって

くる。老齢既存タンカーにダブルハル規制が

導入される時点では、その膨大な改造費用を

勘案するとこれらの船は解撤に回さざるを得

ないと思われる。とりわけ1975年前後に大量

建造されたVLCCクラスの大型船（現有わ

が国VLCCの約35％を占める）の解撤需要

が2000年前後に発生するものと考えられる。

　一方、これに対する世界の解撤量は1985年

の約2，600万総トンをピークに近年著しく減少

しており、1990年では約330万総トンにとどま

っている。これでは今後大量に発生すると予

測される解撤需要に対し、あまりにも能力不

足であり、早急にスクラップ促進体制の確立

が望まれるところである。

　解撤問題は、全世界の船舶がかかわってく

ること、開発途上国等での解撤ヤードの確保

などグローバルな問題であるが、近い将来予

測される大量の解撤需要を考えると、船腹過

剰、老齢船の事故等不測の事態を避けるため

にも、今から国際協調のもとに老朽船がスム

ーズに解撤に回せるような体制の確立をめざ

し、その対策に取り組んでいかねばならない

のではなかろうか。
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海運界の動き

1．第1回UNCTADサービス委員会海運部会の模様

　題記会議が11月2日目ら6日まで、ジュネー

ブにて開催された。会議には45力国（先進国18

琴唄、途上国22豊国、中国および1日社会主議国

4力国）・5国際機関・10民間団体（確認分）

が出席した。わが国からは在ジュネーブ代表部

藪中参事官、大沢・井手両一等書記官、外務省

国連局経済課清水事務官が出席、また当協会か

ら国際部油谷係長がCENSAオブザーバーとし

て参加した。

　UNCTAD（国連貿易開発会議）は本年2月に

コロンビアのカルタヘナで開催された第8回総

会において、激動する世界情勢を背景に、南北

問題を取り巻く環境の変化を考慮して、経済発

展のための諸国間の新たな協調を謳った「カル

タヘナ　コミットメント」を採択し、その中で

事務局組織の大幅改編ならびに付託事項の見直

しが決議された。その結果、UNCTADの中核

をなす貿易開発理事会（TDB）に直属する従来

の7委員会（含む海運）は、新たに「一次産品」

「貧困撲滅」「開発途上国間経済協力」「サービ

ス部門開発：開発途上国における競争力あるサ

ービス部門の育成」の4委員会に再編成された。

このうち「サービス部門開発」委員会は「サー

ビスー般」「海運」「保険」の3部会で構成され

ることとなった。その海運部会の付託事項は、

従前の海運委員会のそれを原則として引き継ぐ

4

ものの、カルタヘナコミットメントに従い「開

発途上国のサービス部門への参加度を高めるこ

と」「開発途上国が漸進的自由化政策を進めるの

を支援すること」を新たに盛り込んでいる。

　以上の決定を受け、1996年に予定される次回

第9回総会までの4年間にわたるUNCTADサ

ービス委員会海運部会のwork　programme（作

業計画）を決定すべく、今回の第1回会議が招

集された次第である。

　会議では、UNCTADの南北問題解決を企図

する開発途上国の意見開陳の場としての機能を

残しながらも、世界の政治・経済・社会分野に

おける昨今の自由化・民営化の潮流を強く意識

して議論が行われた。

　先進国側は、事務局原案が全般に不必要に幅

を広げ過ぎていると指摘し、事務局の新たな仕

事作りと見なされる事項の削除を求めた。一方、

途上国側は世界海運がなお一部先進国に牛耳ら

れていると指摘し、後発開発途上国への配慮と

海事法制の新たな構築・技術協力・人材開発の

重視を求めた。その結果、海事法制面では、現

在UNCTADにて審議作成中の条約（共同海

損、船舶先取特権・抵当権、傭船契約）を完成

させることのみ決定された。最後に、「開発途上

国における競争力ある海運サービスの育成」を

一応の目標に掲げながら、海運、港湾、複合懸
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ユ．第1回UNCTADサービス委員会海運部会の模様
2．船舶解撤問題共同検討委員会による

　インド、パキスタンへの船舶解撒ミッション

送・技術開発・コンテナ化、海事法制、人材開

発、技術協力の各分野について、作業計画を採

択し終了した。なお、2年後の94年前半に、作

業計画の申問報告・見直しのための第2回会議

が開催される予定である。

　以上のように、海運委員会は組織改編により

機構縮小を余儀なくされた感が否めないものの、

特にアフリカグループを中心とする後発開発途

上国がこの場を借りて自由海運を規制しようと

する動きは、なお依然として注視する必要があ

る。

2．船舶解撤問題共同検討委員会による

　　　インド、パキスタンへの船舶解撤ミッション

　　　　当協会、日本造船工業会で構成する船舶解撤

　　　問題共同検討委員会は、幹事会を中心に検討を

　　　進め、本年6月より9月までに、台湾、韓国、

　　　中国に調査団を派遣し、現地関係者との意見交

　　　換、解撤ヤードの視察等を行ってきた（本誌1992

　　　年8月号および10月号参照）が、今般11月4日

　　　から14日までの日程で、インドおよびパキスタ

　　　ンにも佐藤同検討委員会幹事長を団長とする総

　　　勢4名で構成する調査団を派遣し、解撤業の現

）　　状等を調査した。

　　　　調査概要は以下のとおりである。

1．インド

　インドは、1989年より徐々に自由化政策を始

め、1991年から本格的に自由化政策を推進して

いる。船舶の解撤は、現在最も活発に行ってい

るグジャラード州においては、1979年ごろより

開始され、アラン地区は1983年より開始された。

当初は小型船中心の解撤であったのが徐々に大

船協月報　平成4年12月号

型船も手掛けるようになった。アラン地区の解

撤場は、約4キロメートルの海岸で砂浜乗り揚

げ方式により行われており、約80隻の解撤船が

乗り揚げられていた。もともと中・小型船解撤

をターゲットに開発されたため、1プロットの

解撤場の広さは最大のものでも幅80メートル、

奥行き50メートルであり、大型船の解撤には手

狭に見える。海岸は海底が平坦かつ岩盤よりな

っており、干潮時には沖合1．5～2キロメートル

まで陸地となり、干満差は4～6メートルであ

る。解撤船は満潮時に全速で乗り揚げ、一度乗
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り揚げると自動的に固定され、干潮時には船側

までクレーンが移動できるので自然の地形を利

用した解撤の適地といえる。

　労働力は豊富で、インドの各地から集まって

きており、クレーン、ウインチ、酸素ガスによ

る切断作業以外はほぼ人力に頼った方法により

実施している。解撤スピードは、現状では小型

船は4ヵ月、大型船は1年を要す。約50キロ離

れたところにある都市バブナガールには伸鉄工

場が多数あり、発生材の処理には問題ないもの

と思われる。また、国内需要も十分あるとのこ

と。現状でも隣接同士のプロットが協力すれば

大型船も扱えるが、取りあえず今年度は120万

LDT／年まではいけそうとのことで、さらに現

存のヤードを2倍程度延長し、半年から1年以

内に新ヤードを建設する計画もある。この場合、

1プロット面積を大きくしVLCC等の大型船も

解体可能とする予定。

　解撤業の発展の障害となっているものに輸入

税負担が重いこと、金利負担が大きいことが挙

げられる。

　今後の問題点（日本側から支援を得たい）は、

解体船購入時の金利負担の軽減、道路の拡充・

整備、ガスフリー施設の整備、酸素貯蔵タンク

の設置、ジェティ、通船および労働者の宿泊設

備等であるとのこと。

　インドは、自由化政策の推進と相まって国内

の鉄鋼需要の増加傾向、産業の育成の面から船

舶解撤を重要な産業と認識し、中央政府、州政

府を挙げて船舶解撤業の育成に努力しており、

政府サイドの強い熱意と意気込みが感じられた。

また、中国と異なり、政府による系統立てた施

6

策が効果的に行えることもインドの利点と思わ

れる。

2．パキスタン

　ミルワラブラザース（ガダニビーチで最初に

解撤を手掛けたグループ）の案内で視察を行っ

た。ガダニビーチは125のプロットで解撤でき、

現在は10区画程度で実施している。海岸は約13

キロメートルあり、そのうちの中央部の20～30

区画でVLCCの解撤が可能である。

　ガダニビーチがパキスタンで唯一の解撤場で

ある。この理由は、大都市カラチに近いことで

あり、沿岸地域にはこのほかに大きな都市がな

いため、解撤が行えても発生材の需要がないの

で成り立たない。カラチには伸鉄工場が多数あ

り、発生材の需要には問題ない。

　解撤船の購入および解撤実施にはLDT当たり

100ドルの税金・手数料がかかる。また、解撤船

を購入して海岸に乗り揚げてから税関手続き等

を行うが、これが完了するまでに15日から1カ

月かかる。VLCCの解撤には約1年を要する。

　沖合は200メートルで深くなっており、ともの

部分は浮いているためアンカーで固定し、海岸

にもチェーンで固定している。

　解撤船の市場に出てくる予測が欲しいとのこ

と。

　パキスタンでは政府との接触は行わず、現在、

解撤船のブローカー業務を行っている企業から

の情報を得るにとどまったため、政府の解撤業

育成に対する考え方は聞くことができなかった

が、潜在的解撤能力（特に大型船の解撤能力）

は大きく、条件さえ整えば同国の鉄鋼需要の範

囲で船舶の解撤も増大するものと思われる。

船協月報　平成4年12月号
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海運各社の決算状況

　海運大手8社の92年9月中間決算は、世界的

な景気低迷に伴う海運市況の悪化と、円高によ

る収入の目減りが加わり、前年同期に比べ、増

収増益を達成できたのは日本郵船の1社だけで、

7社が営業および経常段階で2ケタ台の大幅減

益という厳しい決算を余儀なくされた。下期も

景気回復が期待できないものとみられ、各社と

も93年3月期（通期）の見通しを、今年5月に

設定した期初予想より下方修正している。

　中間決算では売上高（営業収益〉は、日本郵

【1表】　1993年3月期の中間決算

日、大阪商船三井船舶、飯野海運の3社が増収

を確保したのに対し、他の5社が減収。8社合

計の売上高は5億円の減収と、辛うじて横ばい

を維持した。

　金融収支前の営業利益は、8社合計で前年同

期の348億円から228億円へと縮小し、34．5％の

減益。増益の日本郵船を除き、5社が40～50％

台の、2社が90％台の減益となった。経常損益

の段階でも、金利の低下など営業外収支の改善

があったものの、8社合計で18．5％の減益とな

海運大手B社業績比較

営業収益 営業利益 経常利益 中聞利益

日　本　郵　船
2，991

i238＞

（　8．7％） 　129
i　29＞

（28．9％） 　71
i　5）

（　6．3％） 　31
i△11）

（△26．3％）

大阪商船三井船舶
2，441

i　57）

〔　2．4％） 　43
i△46）

（△48．3％） 　36
i△6）

（△15、7％） 　20
i△6）

（△23、0％）

川　崎　汽　船
1，876

i△33）

（△1．7％） 　20
i△30＞

（△59，2％） 　6
i△9）

（△63．9％｝ 　1
i△33）

（△95，7％）

ナビックスライン
　784
i△160）

（△17．O％） 　　1
i△37＞

（△98．2％） 　12
i△4）

（△24．4％） 　1
i△8）

（△90、9％）

昭　和　海　運
　385
i△38）

〔△9．2％） 　10
i△　8＞

（△45．5％） 　3
i△5）

（△58．8％｝ 　1
i△9）

（△85．7％｝

新　和　海　運
　329
i△58）

（△15．0％） 　11
i△　6＞

（△35．9％） 　2
i△3）

（△62．0％） 　2
i△2）

（△147．2％）

．第一中央汽船
　309
i△25）

〔△7，4％） 　　9
i△　9）

（△49．7％） 　5
i△4）

（△46．7％） 　5
i　3）

（106．6％）

飯　野　海　運
　232
i　14）

（　6，6％） 　　G
i△13＞

〔△97．6％） 　2
i△5）

（△72．3％〉 　o
i△3）

〔△9L3％）

8　社　合　計
9，347

i△　5） 一
　228
i△120＞

（△34，5％）
137

i△31）

（△18．5％｝ 　61
i△69）

（△53．1％）

（単位：億円、億円未満は四捨五入。カッコ内は前年同期比増減で、右欄が％、下段が億用。△はマイナス）
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【2表】　1993年3月期の中間決算　海運大手8社の部門別営業収益

定　期　船 不定期専用船 油　送　船 そ　の　他 合　　　　二

日　本　郵　船
1，452

i252）
1，217

i△34）

270

i17）

51

i　4）

2，991

i238）

大阪商船三井船舶
1，265

i　19）

838

i　6）

296

i34）

43

i△2）

2，44王

i　57）

川　崎　汽　船
962

i　33）

710

i△54）

191

i△13）

13

i　1）

1，876

i△33＞

ナビックスライン 　23
i△21）

491

i△98）

200

i△26）

70

i△15）

784

i△160）

昭　和　海　運
315

i△35）

63

i　2）
　6
i△5）

385

i△39）

新　和　海　運
293

i△63）

34

i　6）
　2
i△1）

329

i△58）

第一中央汽船
306

i△24）
　3
i△1）

309

i△25＞

飯　野　海　運
69

i一）

163

i14＞
一
（
一
）

232

i　14）

（単位：億円、億円未満は四捨五入。カッコ内は前年同期比増減。△はマイナス）

つた。

　こうした減益の最大要因は、不定期船・タン

カー市況の低迷と、大幅な円高にある。

　不定期船市況はわが国鉄鋼業界の不振を反映

し、大型バルカーを中心に低調のまま推移。タ

シカー市況は景気低迷の中、原油荷動きに顕著

な伸びがなく、船腹過剰感からVLCC市況は極

めて低調のまま推移。

　為替レートは前年同期に比べ、月を追うごと

に厳しくなる円高（上位5社の期中平均は1㌦

；128．63円で、9．17円の円高）が響いた。ドル

・コスト化が進んでいる日本郵船の場合でも円

高の影響は経常損益ベースで1円にっき半期

7，500万円。約9円の円高のため計7億円のマイ

ナスに振れた。

　一方、定期船部門は北米定期航路が昨年来の

新サービス体制のもとで船留間協調に基づく積

み高増や運賃修復からおおむね堅調に推移。運

輸省の集計によると、北米航路の赤字額は3社

8

合計で66億円と前年同期の99億円に比べ33億円

縮小した。

　売上高を営業部門別にみると、定期船部門は

日本郵船、商船三井、川崎汽船とも増収で、特

【3表】　海運大手8社の運航船腹量

隻　数 1，000重量トン

日　本　郵　船
365

i△24）

16，533

i△　220）

大阪商船三井船舶
308

i△13＞

15，164
i△1．061）

川　崎　汽　船
219

i△6）

10，068

i△　430）

ナビックスライン
169

i△6）

13，405
i△1，021）

昭　和　海　運
97

i△2）

6，704

i△　156）

新　和　海　運
102

i　1）

4，695

i　　90）

第一中央汽船
llO

i△2＞

4，054

i△　346）

飯　野　海　運
91

i△7）

3，781

i△　158）

92年9月末現在。

カッコ内は前期（92年3月末）比増減。△はマイナス。
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　　　に日本ライナーシステムとの合併効果が加わっ

　　　た日本郵船は最大の伸びとなり、首位のシェア

　　　に返り咲いた。

　　　　不定期専用船（自動車船含む）部門は若干増

　　　収の商船三井、横ばいの飯野海運を除き、6社

　　　が減収。とりわけナビックスライン、新和海運

　　　の減収が目立った。

　　　　タンカー（LNG船含む）部門は日本郵船、商

　　　船三井の増収が突出し、商船三井はシェアで首

　　　位に立った。

）
　　　　景気の低迷は運航船腹量にも表れている。92

　　　年3月期末の時点で、日本郵船、商船三井の運

　　　航船腹量は過去最大を記録したが、9月末で両

　　　社を含む8社すべてが減少に転じた。

　最後に通期（93年3月期）の業績予想をみる

と、営業損益の段階で増益を確保するのは上期

と同様に日本郵船だけで、他の7社は減益を迫

【4表】　1993年3月期　海運大手8社業績予想

られよう。海運界の業績回復は94年に持ち越さ

れたことになる。

　業績見通しの前提となる下期の為替レートは

1㌦二120円（郵船、商船三井JIl汽、ナビック

ス、昭和、飯野）から125円（新和、第一中央〉

で設定、またバンカー価格（内地C重油〉はト

ン当たり100㌦（郵船）、110㌦（商船三井、昭

和、第一中央）、115㌦（川汽、ナビックス）、125

㌦（新和、飯野）と想定。

　通期の業績見通しは、今年5月の予想に比べ、

日本郵船は売上高10億円減、営業利益同一、経

常利益10億円減。商船三井は売上高10億円減、

営業利益70億円減、経常利益30億円減。川崎汽

船は売上高23億円減、営業利益80億円減、経常

利益25億円減。ナビックスは売上高25億円減、

営業利益35億円減、経常利益15億円減．昭和海

運は売上高70億円減、営業利益・経常利益同一

となっている。

営業収益　　営業利益 経常利益 当期利益 配　当

日　本　郵　船
5，800

i5，691）

220

i193）

140

i141）

60

i65＞
4円

大阪商船三井船舶
4，900

i4，809）

100

k176）

70

i74）

40

i23）
4円

川　崎　汽　船
3，770

i3，843）

80

i87）

25

i17）

10

i36＞ 『

ナビックスライン
1，600

i1，807）

5
（
4
2
）

5
（
3
4
）

G
（
5
＞

一

昭　和　海　運
780

i834）

20

i31）

10

i18）

10

i0） 一

新　和　海　運
640

i751）

17

i32）

2
（
7
）

0
（
9
）

一

第一中央汽船
640

i645）

17

i3①

12

i20）

8
（
5
）

4円

飯　野　海　運
450

i451） （19）

7
（
1
4
）

1
（
7
）

4円

（単位：億円、億円未満は四捨五入。カッコ内は前年実樹
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アメリカとヨーーロッパ

日本倉醐会理事長加藤書久

　「天は高く、地は広く、人は明るく、物は豊

か。外国で、住むなら、旅行なら、アメリカだ」

（米国派〉。「いや、歴史と文化の奥行きが違う。

人にも、物にも味がある。外国で、住むなら、

旅行なら、ヨーロッパだ」（欧州派）。

　だいぶ前になるが、運輸省の航空局で国際関

係の仕事をしていたころ、アメリカとヨーロッ

パと、どちらに行きたいか、ということで、時

時、議論したことがある。

　米国派がアメリカに在住した者に多く、欧州

派がヨーロッパ在住経験者に多いのは、当然で

ある。ただし、居住と旅行で区別する意見もあ

ったし、欧米に在住経験のない人たちも、意見

が分かれた。

　当時の私は、3年間のニューヨーク勤務から

帰国して間もなかったこともあり、居住や旅行

に関しては、親米派であった。（仕事一航空交渉

一が別であることは言うまでもない。日米航空

交渉で燃えない者は、日本男児でない、と某先

輩は常々、言っておられた。）

　さて、この春、久しぶりにアメリカに行った。

ロサンゼルスとサンフランシスコ約2週間の旅

行であった。

　再訪したカリフォルニア大学（UCLA）の広

大なキャンパスでは若くて大らかなアメリカを

思い、ビバリーヒルズの緑したたる豪邸街に豊

かなアメリカを見、ディズニーランドで360度目

大スクリーンに次々と現われるグランド・キャ

ニオンを始めとする米国の大自然と、America，

the　Beautifu1の合唱に、アメリカの雄大さに酔

った若き日を思い出したのである。

　私がアメリカに最初に行ったのは、今から約

20年前、昭和45年（1970年〉の夏であった。入

国したのは、ハワイ州のホノルル。広い高速道

路を並走するジープのアメリカ兵を見て、アメ

リカに来たんだなと実感した。

　アメリカでは、その後3年間、ニューヨーク

に在住した。ニューヨーク州ニューヨーク市ク

ィーンズ区、ケネディ国際空港とラ・ガーディ

ア空港の中間にある16階建てマンションの9階。

　20年前のことだから、まず、物の豊富さに驚

いた。スーパーに行けば、ステーキ用の肉や大

柄な野菜、果物が山と積まれている（今の日本

と同じ）。とにかく、物が豊富で、かつ安い。生

［0 船協月報　平成4年12月号



）

活が楽ということである。

　住居にしても、天井が高くて、広い。冷暖房

完備（暖房のない建物は、建築許可が下りない）

だし、一言で言えば、快適な住居だ。

　家族で旅行に出かける。・原則として自動車で

ある。1年目の夏は、ニューヨーク州を北上し

て、ナイアガラ経由、トロント、オタワ、モン

トリオール等のカナダまで約1週間の旅をした。

　緑の公園の中を走るような高速道路が延々と

続く。町を離れると交通量も急に減るので、家

内にも安心して高速道路の運転練習をさせるこ

とができた。

　通り雨も、．日本では経験しない激しさだ。ド

カッと降り出すと、ワイパーもきかず、前が見

えなくなる。橋の下などで豪雨の通過を待つよ

りない。

　やがて、モーテルに泊る。芝生の中に、簡素

で、清潔で、快適な宿泊施設が建っている。特

に、トイレがきれいだ。アメリカの住居は、快

適で清潔。この一言につきると思う。

　アメリカの観光になると、大自然だと思う。

グランド・キャニオンやナイアガラ等の国立公

船協月報　平成4年12月号

園はもちろんだが、道路沿いの山や砂漠や平原

も、アメリカならではの大自然を思い知らせて

くれる。

　ただし、歴史的建造物などになるヒ、残念な

がら、ヨーロッパや日本にはかなわない。建国

200年の国だから。それでも、スペイン植民地時

代の遺物があったり（セント・オーガスチン他）、

なかなか面白い、と思う。

　来年（1993年）には、クリントン、ゴアのコ

ンビの新政権が発足する。アメリカびいきとし

ては、新政権に、病めるアメリカ〔犯罪等）、老

いるアメリカ（国内、国際経済）等の最近の暗

　　　　　　ふっしょく
いイメージを払拭し、若々しいアメリカ、豊か

なアメリカのイメージを再現してほしいと思う。

もう一つ、昔と今の日本は違う（日本の経済的

成長）。国防の問題はあるが、それを含めて、こ

れからは真にイコール・パートナーとしての両

国の関係を進めて行くべきと思うのである。

　ところで、ヨーロッパへの初旅行は、今から

約20年前、昭和48年（1973年）の春。ニューヨ

ークから家族4人で、ローマとパリに行った。

当時のパンナムの世界一周便で、「ローマの次

は、テヘラン」とアナウンスされていたのを覚

えている。そのパンナムも今はない。

　ローマでは、明るい陽光とローマ帝国の遺跡

が印象的。カタコンベでは、映画「クオバディ

ス」を思う。

　パリでは、名所旧跡とナイ．トライフ。子供た

ちをベビーシッターに預けて、観光バスでのナ

イトクラブ巡りだったが、リドで舞台の上を馬

11



が走るショウにはびっくり。この秋にも、同じ

ものをやっていたという。さすが、伝統の国（？）。

　ローマもパリも、歴史的な名所旧跡、文化遺

産、多彩な食生活、ナイトライフ等の素晴らし

さがあるが、ホテル、トイレ等の快適さ、清潔、

衛生という点では、アメリカが上というのが、

率直な第一印象であった。

　以後20年間、海運、航空、海上保安、物流等

の関係で、ヨーロッパ各国へは、何度も旅行さ

せていただいた。

　舌足らずを承知で、私の印象を一日目言うな

らば、霧のロンドン、陽光のブライトン、華の

パリ、田園の南仏、湖のジュネーブ、音楽の都

ウイーン、白夜のヘルシンキ、ライン川のボン、

大学町ハイデルベルグ、運河のアムステルダム、

静かなハーグ、王宮のブリュッセル等々、いず

れも歴史と風格のある、文化の香り高い、奥の

深い、山々であり、国々である。観光には、何

度も行きたい所である。わが国との経済的関係

も強い大事な国々。では、永住するにはどうか。

住めば都、きっとそれを望む方々もいるであろ

う。しかし、アメリカの、あの明るさ、豊かさ

に比べるとどうか。

　やっぱり、私はまだ、あまり進歩していない

12

ようである。ご教導を賜らねばなるまい。

　この夏、久しぶりに家内と外国へ行った（結

婚25周年記念の小旅行）．といっても、お近くの

シンガポール（人によっては、この辺りは、も

はや外国旅行とは言わないとのことであるが）。

　私には、約10年ぶりのシンガポールだったが、

その活気には驚かされた。ビル、橋、港湾工事

等、わが国の2、3年前、バブル最盛期を思わ

せる建設ラッシュである。人件費も高騰中で、

工場も、お隣のインドネシア、マレーシアへ移

りはじめたとのこと。

　いずれにしても、アメリカ、ヨーロッパはも

ちろん、平成景気を謳歌していたわが国までも、

経済不振のこの時代に、今成長しようとする国

があることは、真に頼もしいことである。しか

し、香港、中国、特にその東北地方の活気は、

さらに激しいものがあるとのこと。その最近の

息吹きに触れてみねば、と思う。

　アメリカとヨーロッパは、私たちのある種の

あこがれであり、関心の的であったし、これか

らもそうであるに違いない。しかし、身近なア

ジアも、より大事にしていかねばと、このごろ

思う次第である。
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「海の日」祝日化運動の経過と署名運動

）「

）．

1．「海の日」（7月20日）制定の意義

　　わが国は四面を海に囲まれた海洋国家で

　　あり、古代より現在まで、物資の輸送、人々

　　の交通、外国との文化の交流、食生活にお

　　ける海産物、海水浴や潮干狩り、マリンレ

　　ジャーなど生活の憩いの場として、広く海

　　の恩恵を受けている。また、地球環境を守

　　っていくためにも地球上の7割を占める海

　　を大切にする必要がある。

　　　したがって、国民が海の恩恵に感謝し海

　　を大切にする心を育むために、国民の祝日

　　「海の日」を制定することはきわめて意義

　　深いことである。

　　　「海の日」としては、昭和16年に「海の

　　記念日」として制定され、50数年にわたっ

　　て官民こぞって慶祝してきた7月20日置、

　　真夏の始まる時期でもあり、適当であると

　　思われる。幸い6月、7月、8月の3ヵ月

　　は国民の祝日がないので、その点からも適

　　当といえる。

　　　「国民の祝日に関する法律」は、第1条

　　に「自由と平和を求めてやまない日本国民

　　は、美しい風習を育てつつ、よりよき社会、

　　より豊かな生活を築きあげるために、ここ

　　に国民こぞって祝い、感謝し、または記念
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する日を定め、これを国民の祝日と名づけ

る」と定義している。「海の日」は、真にこ

の定義にふさわしい日といえる。

2．「海の日」祝日化運動の推進母体

　　　7月20日の海の記念日を国民の祝日「海

　の日」として制定しようという運動は、昭

　和34年から41年までの聞と昭和46年の過去

街頭署名用チラシ
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2回行われており、今回が3度目になる。

しかし、全国的組織の下で、地方自治体の

意見書採択や署名運動を行うのは今回が始

めてである。

　この運動の推進母体である『国民の祝日

「海の日」制定推進会議』（議長＝日本海事

広報協会　永井典彦会長）は、平成3年11

月に海事7団体が発起人団体になリスター

トした．が、その後、海運・造船・港湾・港

運・倉庫・水産・マリンスポーツなど広範

な各種団体が参加し、1年後の平成4年11

月末には112団体となった。

　また、運動を全国的規模で展開するため

北海道、東北、新潟、関東、東京、中部、

近畿、神戸、中国、四国、九州、沖縄の12

カ所に地区推進会議を設けて活動している。

（資料1参照）

3．地方自治体での意見書採択や署名運動

　　推進会議では、すでに宮沢総理大臣をは

　　じめ、内閣官房長官、運輸、農水、文部、

　労働、自治、厚生各大臣、自民党三役、社

　会、公明、民社、社民連、共産各党党首や

　連合参議院代表に要望を行った。

　　現在、国民の祝日候補として要望がでて

　　いるのは「海の日」を含め8つあり（資料

　　2参照）、官房長官は国会での質問に対し、

　　数多い候補の中から特定の日を選定して祝

　　日にすることは困難で、世論全体の中で比

　　讃して、国民の意見の高まり、世論の動向

　　を慎重に検討する必要があると答弁してい

　　る。
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　このため推進会議では、全国的に世論を

盛り上げるべく地区推進会議を設け、各地

域の団体や企業に参加を呼びかけるととも

に、地方自治体に「海の日」祝日化の意見

書を採択してもらうよう働きかけている。

平成4年11月末現在、236の自治体が意見書

を採択している。（資料3参照）

　また、1，00G万人の署名を目標に、推進会

議傘下112団体を通じてタテに、12地区推進

会議を通じてヨコに、両面から署名運動を

行っており、平成5年4月からは一般の人

々を対象に、街頭署名も行う計画である。

4．政治家や文化人の支援

　　　自民、社会、公明、民社各党の国会議員

　約230名が超党派で構成する「海事振興連

　盟」（会長：原田憲氏）は、「海の日」祝日

　化の決議を行い、その実現を図るため推進

　委員会を設け、全国を8ブロックに分けて

　　担当者を決め、地方自治体での意見書採択

　　を働きかけている。

　　　船や海に深い関心を寄せる文化人の集ま

　　りである「海洋人の会」（代表世話人：柳原

　　良平氏）でも、7月20日の海の記念日を国

　　民の祝日「海の日」とすることを決議され、

　　この運動を支援している。

5．法律改正など今後の方針

　　推進会議では、当面、平成5年7月20日

　　の海の記念日を目標に、地方自治体におけ

　　る意見書の採択と署名運動を行い、その進

　　捗具合をみて「国民の祝日に関する法律」
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）

　　の改正を働きかける方針である。

　　　これまで、国民運動で国民の祝日が制定

　　された例はないが、国民世論の盛り上がり

【資料1】　地区推進会議一覧表

で実現してこそ、国民の祝日にふさわしい

といえる。

平成4月11月10日

地区推進会議名 設立年月日 会員数 議　　長 事務局長
TEL
eAX 住　　　　　　　　所

北海道地区推進会議 平成4年10月19日 70 川合　一成 戸塚　文彦
0134－22－2060

O134－22－2D60

〒047小樽市港町5－3

@　　　　　　　北海道運輸局内

東北地区推進会議 平成4年10月26日 一 加藤　清寿 今村　正雄
022－362－4524

O22－362－4524

〒985塩釜市港町2－13－24

@　　　　　　　　　沖宮ビル2F

新潟地区推進会議 平成4年10月13日 50 小林　力三 吉村　武郎
025－247－4799

O25－244－9527

〒950新潟市万代2－2－1

@　　　　　　　　新潟運輸局内

関東地区推進会議 平成4年9月28日 一 笹川　陽平 佐野　正清
045－2D1－6575

O45－201－6575

〒231横浜市中区海岸通4－2D

@　　　　　　　第2国際ピル4F

関東地区推進会議
@　　　　　（東京）

平成4年ll月10日 一 中澤　徳一 桜井　千平
03－3472－8266

O3－3458－9212

〒108港区港南3－9－35

@　　　関東運輸局東京海運支局内

中部地区推進会議 平成4年10月5日
110 加藤　隆一 小島　脩一

D52－652－4039

O52－652－4039

〒455名古屋市港区入船2－2－14．

@　　　　　　　　　藤洋ビル3F

近畿地区推進会議 平成4年9月22日
129 宮崎　　通 谷田　一成

05－573－6387

O6－573－6387

〒552大阪市港区海岸通1－5－25

@　　　　　　　商鉛港運ビル2F

神戸地区推進会議 平成4年9月7日
83 佐藤　國吉 楠田　義文

078－392－3248

O78－392－3249

〒650神戸市中央区海岸通8

@　　　　　　　　二巴ビル702号

中国地区推進会議 平成4年10月2日
117 仁田　一也 高田　博介

OS2－253－1987

O82－253－1987

〒734広島市南区宇品海岸1－12－28

@　　　　　瀬戸内海汽船別館2F

四国地区推進会議 平成4年8月7日
130 棋田　　昇 丸野　知之

0878－21－5408

O878－51－2006
〒760高松市錦町1－1－2開拓ビル3F

九州地区推進会議 平成4年10月7日 25D 邑本　義一 仲島　貞徳
093－321－7D21

O93－332－7358

〒801北九州市門司区本町1－5

@　　　　　　PQrtMoli壱番館6階

沖縄地区推進会議 平成4年10月7日
12D 有村　　喬 照屋　寛祐

098－863－4604

O98－863－4604

〒90G那覇市泊3一レ8

@　　　　　　沖縄海技専門学院内

【資料2】

祝日化の要望のあった日

○メーデー（5月1日）……野党共同提案で、

　継続審議中

○家庭の日（6月第1土曜日）

○婦人の日（3月3日）

○海の日（7月20日）

○人類総ザンゲの日（反原爆の日）（8月6日、

　9日）

○健康ハートの日（8月10日目

○平和の日（8月15日）

○障害者の日（12月9日）
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【資料3】　都道府県所在地および全国主要港湾関連

　　　　　都市における意見書採択状況
　　　　　　　　　　　　　　　　平成4年U月末現在

議会数
i港湾数〉

意　見　書
ﾌ択議会数

都　　道　　府　　県
47 17

県庁所在都市
47 19

特定重要港湾関連都市一一一一一．一一一一一冒一一一一一一一一一一一

d要港湾関連都市

　　39（21）一一一一一一一一一一一一一

@143（112）

　20一一一r一一一一一一一一

@53
合　　　　計① 249（133） 92

＊県庁所在都市と各港湾関連都市は重複する場合が

　ある。

その他の採択済み市町村合計　② 144

意見書採択議会数 ω＋② 236
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平成4年の海運界10大ニュース

1．アジア船主フォーラムの開催

　アジア7地域から32代表が参加、共通の課題

として「4つのS」（トレード安定化・スクラッ

プ・船員・航行安全）について討議を続けるこ

ととし、今後、毎年メンバー間持ち回り開催を

決定（次回は韓国）。

　また、従来どおり日韓（第5回）・日台（第2

回）船主協会会談も実施され、アジア船主団体

との関係がさらに強化された。

2．海造審が26年ぶりに内航海運対策のあり方

　について答申

　今後の内航海運対策の基本的認識を従前の過

剰船腹、中小零細事業者対策から船員確保対策

等新たな視点を加えた構造改善対策等の推進、

今後の経済情勢に対応した安定輸送の確保およ

びトラックから海運へのモーダルシフトの社会

的要請への対応など、の観点からの新たな内航

海運対策へ重点を移行。船腹調整制度は維持す

るも運用面で弾力化へ。

3．日本人船員確保育成推進活動の活発化

「推進会議」を中心に官公労使が連携し、外航

船員の仕事と生活などを紹介するビデオ・パン

フレットを制作し、中高生および船員教育機関

学生への広報が展開された。また、「内航船員不

足問題懇談会」の議論が進展するとともに、P

R活動等が活発に実施された。

4．タンカーのダブルハル化に関するMARPOL

　条約改正付属書の採択

　国際海事機関（IMO）は、本年3月、海洋環

境保護委員会において、1993年7月6日以降契

約する新造タンカー（5，000％以上）に対し、二

重船殼構造等を義務付ける改正規則を採択した。

また、船舶からの大気汚染防止措置に関する審

議も開始された。

5．油濁2条約（69CLC／71FC）を改正する新

　議定書の採択

　新議定書により、油濁に対する船主責任と荷

主補償それぞれの限度額が引き上げられるとと

もに、一国当たりの年間荷主拠出金の合計に上

（平成4年12月14日発表）

限を設ける「キャッピング制度Jの導入が決定

された。

6．ヘーグ・ウィスビールール批准に向けた国

　際海上物品運送法の一部改正

　改正法は、運送人の責任限度額を引き上げる

とともに、コンテナ1本を1パッケージとみな

すことができるようにするなど、輸送のコンテ

ナ化に対応した内容となり、欧州諸国と同様の

法制度となった。

7．スクラップ促進に向け日本造船工業会と共

　同で活動開始

　当協会および日本造船工業会は、船舶解撤問

題共同委員会を設立し船舶解撤の重要性を内外

の関係業界および関係官庁に訴えるとともに、

船舶解撤促進の環境作りのための具体的検討を

開始した。

　その一環として、中国・インド・パキスタン

等を訪問し、解撒能力見極めの実態調査を行っ

た。

8．小型内航船にも労働時間等の規定を適用す

　る船員法の一部改正および甲板部定員6名の

　廃止

　700％未満の内航船に適用される労働時間等を

規定する省令（小中則）が廃止され、船員法に

一本化されるとともに、乗組員の定員は船舶ご

とに定められること．となった。

9．船舶保険料、21年ぶりに値上げ

　当協会と日本船舶保険連盟との間で行われた

1992年度船舶保険料改定交渉では、近年の船舶

保険成績の悪化により、全般的料率の引き上げ

などにより総額で約8％の保険料引き上げが1971

年以来21年ぶりに合意された。

田．国民の祝日「海の日」制定のための1千万

　人目標の署名運動を開始

　国民の祝日「海の日」制定推進会議（参加ユ12

団体）は、全国規模で国民世論の盛り上げを図

るため全国に12の地区推進会議を設け、地方自

治体での意見書採択の促進と1千万人を目標と

する署名運動を開始した。
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1．内航海運の平成4年度以降5年間の適正船腹量

2．第5回アジアEDIFACTボード会合の模様

3．海上安全船員教育審議会および船員制度近代化委員会の

　審議模様

4．外国における船砿所得に対する課税状況および配船実績

1．内航海運の平成4年度以降5年間の適正船腹量

　海運造船合理化審議会（齋藤裕委員長）は、平成

4年11月26日、内航部会（眞島健部会長）を開催し、

運輸大臣より11月6日付（諮問第113号）で諮問のあ

った「内航海運業の用に供する船舶の平成4年度以

降5年間の各年度の適正な船腹量」を審議した結果、

同日付で資料1のとおり答申した。

　本適正船腹量の設定は、運輸大臣が内航海運業の

健全な発展を図る上での長期的指針とするため、内

航海運業法第2条の2の規定に基づき実施されてい

るものであり、内航海運業者に船舶建造の中長期的

指針を与えるとともに、運輸大臣が船舶量の最高限

度を設定するか否かを判断．する基準となるものであ

る。

　また、適正船腹量は、主要内航輸送貨物の需給事

業およびその他の経済事情を勘案し、海造審の意見

を聞いた上で貨物船、セメント専用船、油送船等6

船種ごとに設定、告示することとなっている。（資料

2参照〉

　具体的には、日本内航海運組合総運合会が実施す

るスクラップアンドビルド事業の基礎資料となって

いる。

　今回答申された4年度以降5年間の適正船腹量は

景気後退のあおりを受け、前年度答申に比べ、自動

車専用船を除くすべての船種で下方修正された。

　4年度の適正船腹量は6四種合計で367万7，000％

となっており、4年6月末日現在の現有船腹量384万

6，000％に比して16万9，000％と、好調な国内景気を

　　　　　　　ひっぱく
背景に船腹量が逼迫していた昨年度と比べ、全体的

に船舶量に過剰感が出てきたことを示す内容となっ

ている。しかしながら油送船は適正船腹量が下方修

正されながらも、依然として船腹の逼迫感が強く8

年度までの5年間、船腹量は不足すると見込まれて

いる。

【資料1】

　　　内航海運業の用に供する船舶の適正な

　　　船腹量について

　海運造船合理化審議会は、運輸大臣諮問第113号を

もって本審議会に諮問された「内航海運業の用に供

する船舶の平成4年度以降5年間の各年度の適正な

船腹量」について、別表のとおり答申する。

船協月報　平成4年12月号
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【別表】　平成4年度～8年度内航適正船腹量 （単位：千％）

適　　　　正　　　　船　　　　腹　　　　量

船　　　種
現有船腹量

i4．6．30現在〉 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度

貨　　物　　船 1，651
1，564

i87）

／，581

i70）
1，594

i57）
1，607

i44）
1，620i3D

自動車専用船
163 　148

i15）

153

i1①

163

i　①
　171
i△s）

　181
i△18）

土・砂利・石材
黶@　用　　船

429 356

i73）

366

i63｝

376

i53＞

376

i53）

376

i53）

油　　送　　船
894 898

i△4）

go7

i△13）

898

i△4）

903

i△9）

914

i△20）

セメント専用船
426 427

i△1）

443

i△17）

462

i△36）

469

i△43）

476

i△50＞

特殊タンク船
283

284

i△1）

287

i△4）

289

i△6）

292

i△9）

294

i△11）

　（注）カッコ内は、4年6月30日現在の現有船腹量に対する過剰船腹量。

【資料2】　船種別輸送量の見通し

実　　　　　績 推　　　　　　計

船　　　種 品　　　目 単　位
62 63 元

2 3 4 5 6 7 8

石　　　　　炭 百万トン 12．0 12．0 11．6 1L2 9．9 9．7 9．7 9．7 9．7 9．7

鉄　　　　　鋼 百万トン 50．7 57．0 60．5 61．3 61．3 55．6 56．3 57．0 57．6 58．3

貨　　物　　船 石　　灰　　石 百万トン 46．8 50．9 53．1 56．0 59．3 55．4 56．O 55．6 57．3 57．9

そ　　の　　他 百万トン 8S．3 80．1 84．0 99．1 105．3 98．3 99．4 99．8 lDO．4 100．9

小　　　　　計 百万トン 197．8 20D．0 209．2 227．6 235．8 219．0 221．4 223．1 225．0 226．8

自動車専用船 自　　動　　車 百万台
S万トン

2．9

R．2

3．0

R．3

3．4

R．8

3．8

S．2

3．8

S．2

3．9

S．7

4．0

S．8

4．2

T．1

4．5

T．4

4．7

T．7

土・砂利・石材
黶@　用　　船

土・砂利・石材 百万トン 142．6 　．P49．3 158．1 166．4 142．2 126．7 130．3 133．9 133．9 133．9

黒　　　　　油
百万キロ
潟bトル

S2，9 83．0 87．8 95．1 94．2 91．2 9L1 87．2 86．7 87．3

白　　　　　油
百万キロ
潟bトル

92．3 95．5 96．0 102．7 工04．5 106．5 108．1 lO9．6 110．9 l12．5

油　　送　　船 油．　　　脂
百万キロ
潟bトル

Ll 1．2 1．1 1．1 o．9 1．0 1．0 1．0 1．0 1．o

ケ　ミ　カ　ル
百万キロ
潟bトル

16．2 17ユ 17．7 18．4 18．0 17．8 18．3 18．8 19．2 19．7

小　　　　　計
百万キロ
潟bトル

192．5 196．8 202．6 217．3 217．6 216．5 218．5 216．6 217．8 220．5

セメント専用船 セ　メ　ン　ト 百万トン 39．4 43．1 44．3 49．3 52．4 51．8 53．8 56ユ 57．0 57．8

特殊タンク船 高圧ガス等 百万トン 26．0 26．0 27．9 28．4 28．2 27．6 27．8 28．1 2S．3 28．6
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2．第5回アジアEDIFACTボード会合の模様

　国連欧州経済委員会（注1）では、EDI（注2）の

ための統一規則として、UN／EDIFACT（注3）の

開発を行っている。（詳細は本誌1992年6月号P．26

参照）

（注1）UN／ECE：Unlted　Nations／Economic

　　　Commission　fQr　Europe

（注2）Electronic　Data　Interchange

（注3）Urlited　Nations／Electronic　Data　Inter．

　　　change　for　Administration，　Commerce

　　　and　Transport

　こうしたUN／EDIFACTの開発・保守。啓蒙普

及等を国際的に推進するため、ラポーター（Rappor－

teur）と呼ばれる専門家が西欧・東欧・汎米・豪州／

NZ・アジアの5地域で各1名ずつ任命されており、

ラポーターの活動を円滑に推進するための支援組織

として、各担当地域ごとにEDIFACTボードが設置

されている。

　アジア地域では、当協会情報システム専門委員会

委員でもある伊東健治氏（日本貿易関係手続簡易化

協会理事〉がラポーターに任命されており、アジア

EDIFACTボード（ASEB）がその活動を支援してい

る。

　1992年10月29・30日、アジアEDIFACTボードの

第5回千守がソウルで開催され、正式メンバーの日

本、シンガポール、韓国、中国、マレーシア、イン

ドの6力国ならびに台湾、さらにオブザーバーとし

て香港、モンゴルが参加し、出席者総数は約60名で

あった。

　わが国からは、当協会からの以下4名を含め11名

が参加した。

　大阪商船三井船舶　情報システム室室長代理

　　　　　　　　　　　　　　　　　岡本　秀徳

　NYKシステム総研　主席研究員　　細貝　丈明

　川崎汽船　情報開発部情報推進室次長

　　　　　　　　　　　　　　　　　鬼頭　吉雄

　当協会　業務部業務第一課長　　　　園田　裕一

　会議では、役員の交代、規約の改正、新メンバー

国（インド）の紹介などに続き、UN／EDIFACTに

関する域内状況一般レポートや92年9月に開催され

たJRTとECE／WP　4各会合の模様（詳細は本誌

1992年11月号P．34・36参照）などがラポーターから

報告され、各国代表からは自国のUN／EDIFACT普

及進捗状況が報告された。また、28日に開催された

金融・技術評価・普及啓蒙の各WG議長からは、そ

れぞれのWGの結果報告が行われた。

　これに加え、わが国からアジア域内共通メッセー

ジ開発のための運輸WGの設置提案を行い、基本的

な支持を得た。これは、当協会／物流EDI研究会で

進めてきたBAYPLAN（コンテナ船積み付けプラン）

の国内共通メッセージが、93年春までには完成する

見通しであることから、完成次第、同WGを通じて

ASEB各国の関係者（船社・ターミナルオペレータ

ー等）に提示し、アジア共通メッセージとして開発

していくことを目指すものである。本提案は、韓国・

マレーシアがWG設置支持を即座に表明したほか、

議長もすべてのメンバー国の参加を呼び掛けるなど、

好意的に受け止められており、次回ボード会議（93

年5月）の際に初回WGが開催される見込みであ

る。
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3．海上安全船員教育審議会および船員制度近代化委員会の審議模様

　海上安全船員教育審議会は、10月29日船舶職員部

会を開催し、P段階近代化船の設備等および乗り組

み基準の制定について運輸大臣へ答申した。（資料参

照）

　今回の答申は、第三次総合実験（P実験）の結果

が良好であったことから、新たな基準を制定するこ

との妥当性が確認されたため、本年6月船員制度近

代化委員会よりその制度化について提言がな．された

ことを受けたものである。

　これにより、平成5年4月上旬の施行を目途に船

舶職員法施行令および同法施行規則の改正作業が進

められ、現在運航されている第三種近代化船（C段

階）より3人減の11名による就労体制が法制化され

ることとなった。

　その概要は以下のとおりである。

1．近代化船の基準

　①新たに、第四種近代化船の基準を設ける。

　②第四種近代化船は、第三種近代化船の基準に、

　　「船橋ウイングにおける機関の遠隔操縦装置お

　　よび操舵装置」を付加する。

2．第四種近代化船の乗り組み基準

　①一等航海士および一等機関士について運航士

　　化を図り、運航士（四号職務）および運航士（五

　　号職務）とする。

　②第三種近代化船の乗り組み基準から運航士（三

　　号職務）ま名を減じる。

　一方、上記審議会に先立ち、10月28日、第103回船

員制度近代化委員会が開催され、第三次総合実験（P

実験）の結果を受け、制度面の措置を中心に審議が

行われた。

　その概要は以下のとおりである。
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1．近代化船の設備等の基準および乗り組み基準に

ついて、上記答申のたたき台となる事務局案が提

出され、これを承認した。

2．船員制度近代化委員会第四次提言（今後の船員

制度近代化のあり方）への対応として、海外貸し

渡しを行った船舶で近代化船と同等の設備を有す

　る船舶について、近代化船として認定できるよう、

　申請に係る手続きを定める事務局案が提出され、

　これを承認した。

3．船員法の定員規定の改正に伴い、P実験に関し

　て必要となる法令の整備については、法改正に伴

　う省令等の改正により対応する。船舶技士、乗り

　組み基準外運航士に係る要件については、法第117

　条の2の規定に基づく省令により規定する。これ

　により第四次提言にも対応することが可能となる

　旨事務局より報告された。

4．第三次総合実験船によるGMDSSを取り入れた

　実験については、すでに4隻の実験実施方案が承

　認され実験が開始されているが、今回「ありげ一

　た一りばてい」（大阪商船三井船舶〉の実験実施方

　案が提出され、これを承認したρこれにより、当

　初の予定どおり5隻による実験が行われることに

　なった。

【資料】

　　諮問第31号「最近の船舶における技術

　　　の進歩等に対応した近代化船の乗組み

　　　基準等の改正について」（答申）

　平成4年10月29日付け運技第204号をもって諮問の

あった標記については、審議の結果、別紙のとおり

結論を得たので答申する。
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【別紙】

1　近代化船の基準

　船舶職員法第2条第3項の船舶の設備その他の事

項に関し運輸省令で定める基準に適合する船舶（第

一種近代化船、第二種近代化船及び第三種近代化船〉

に、新たに第四種近代化船を加え四種類とし、第四

種近代化船の基準を次の各号に掲げる基準とする。

　（D　機関区域無人化船であること。

　②　第三種近代化船の設備に加え、船橋ウイング

　　における機関の遠隔操縦装置及び操舵装置を有

　　すること。

　（3）遠洋区域を航行区域とする総トン数5，000トン

　　以上、出力6，000キロワット以上の船舶であるこ

　　と。

　㈲　陸上支援体制が確保されていることについて、

　運輸大臣の認定を受けたものであること。

2　近代化船の乗組み基準

（1）第四種近代化船の乗組み基準は、第三種近代

　化船における乗組み基準のうち一等航海士及び

　一等機関士を運航士（四号職務）及び運航士（五

　号職務）に、運航士（三号職務）2名を1名に

　代えたものとする。

　②　運航士（四号職務）については、これに代え

　　て、一等航海士及び運航士（二号職務）を、運

　航士（五号職務）については、これに代えて、

　　一等機関士及び運航士（一号職務）を、運航士

　　〔三号職務）については、これに代えて、運航

　　士（一号職務）及び運航士（二号職務）をそれ

　　ぞれ乗り組ませることができることとする。

4．外国における船舶所得に対する課税状況および配船実績

　当協会では、毎年、会員会社の外国における船舶

所得に対する課税状況および各国への配船実績につ

いて調査を行い、外国税に関する諸問題の参考資料

に供しているが、1991年度分についても、1992年10

月現在の会員会社164社を対象に調査し、回答のあっ

た該当会社（納税会社27社、配船会社47社）につい

て集計を行った（資料1。2参照〉。

　本資料は、租税条約等の早期締結を図り、国際運

輸業所得に対する二重課税を回避するための一助と

すべく、大蔵省1主税局国際租税課、国税庁長官官房

国際業務室、ならびに運輸省海上交通局外航課等に

参考資料として提出することとしている。
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【資料1】　外国における船舶所得に対する課税状況一覧表（1991年度納付実績）
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日産専用船
2 0 1 o 2 0 3 0 0 8

田渕海運
4 0 G 0 0 3 0 2 X 9
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笥篭囲團回国団十四第33回

「キャプテン」と「マスター」

　　　船長を意味する二つの言葉。

「船長」を意味する英語というと、一般の人は、

まず「キャプテン」をあげるだろう。ところが、

海運の世界では、同じ意味の言葉として「マスタ

ー」があり、積み荷関係の書類などには、こちら

がよく登場する。

　このキャプテンとマスター、現在は、まったく

同義に扱われているが、中世から近世にかけては、

使い方に区別があった。

　キャプテンのもともとの意味は「軍団長」とい

ったもので、主に軍船または軍に徴用された商船

の船長を意味し、一方のマスターは、商船の船長　　一

で、多くの場合、その船の持ち分の一部を保有し、

自ら船員を指揮して海上貿易に携わるものを言っ

たようだ。

　同じように航海士を指す言葉として「オフィサ

ー」のほかに「メイト」がある。メイトとはmasterも

mateの略で、いわば船長の女房役といったとこ

ろ。現在でも、一等航海士が発行する積み荷の受

領書のことを「メイト・レシート」と呼ぶように、

こちらも海運界では、よく使われている言葉だ。

q麟あ

．一▼

」

驚顎．

　　　　　　ら

鴛 d
診

・
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’

国際物流の信頼性を支える

内数員の鋭い眼差し。

　貨物船によって運ばれる大量の輸出入貨物。そ

の貨物の受け渡しにともなって、数量、品名、荷

印、損害度合いなどを点検し、受け渡しの確認を

行い、その証明書を発行する仕事が粕淵業務だ。

　検数業務は、港湾運送事業法に基づく行為で、

運輸大臣の認可を受けた公益法人である検数業者

が行う。正確さと、公平さを期するために、船社

側（シップ・サイド）と荷主側（ドック・サイド）

それぞれの委託を受けた検数人の手で二重にチェ

ックされ、最終的に双方の結果をつき合わせ、問

題がなければ受け渡し手続きが行われる仕組みだ。

　現場で実際の検数業務を行う人（検数員）は、

チェッカーまたはタリーマンと呼ばれる。荷役の

無断転載を禁じます。社団法人　日本船主協会◎
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進行中は各ハッチに立って、素早く個数を数え、

貨物に損傷があればその状態を記録し、船倉内の

積み込まれた位置も記載する。これらを記録した

書類がタリーシートだ。

　総責任者であるチーフ・チェッカーは、このタ

リーシートに基づき、本船のどこに何が何個積載

され、重量は何トン、積み地、揚げ地はどことい

うことが一目でわかるストウェージ・プラン（積

み付け図）をはじめ、様々な船積み書類を作成す

る。

　本船の出港は、通常荷役終了後30分～1時間。

この短時間の間に、貨物受け渡しに必要なすべて

の書類の作成を行うという、極めて高度な事務処

理能力が要求される仕事だ。

　第三者機関による二重チェックという方式は、

日本独自のもの。国際物流の最前線で、日々行き

交う膨大な量の貨物の一つ一つを確実にチェック

する経験豊かな検代員たちの鋭い眼差しは、日本

海運による輸送の信頼性を支えるうえで、極めて

重要な役割を果たしている。

果物を冬眠させて運ぶ、

冷蔵運搬船のハイテク生鮮輸送。

　果物や野菜類、魚介類、牛肉、豚肉などの食肉

…… B私たち日本八は、こうした数多くの生鮮食

晶を海外に依存している。これらの輸入生鮮食品

を、それぞれ最適な温度で保冷しながら運び、日

本の豊かな食生活を支えている船が冷蔵運搬船だ。

　近年は、この冷蔵運搬船による輸送にも次々に
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最新の技術が取り入れられているが、とくに最近

重要度が高まっているのが、CA（コントロール

ド・アトモスフィア／調整大気）という技術。酸

素を窒素など他のガスに置き換え、大気中の10分

の1程度の酸素濃度で果物や野菜を冬眠状態にし、

成熟を遅らせて運ぶもので、この状態だとリンゴ

などは半年以上も長持ちする。

　またコールドトリートメントも、最近注目を集

めている技術の一つだ。地中海ミバエなど果物の

中に潜んでいる害虫を、輸送中の温度の微妙なコ

ントローノレによって殺すもので、これには非常に

厳密な温度管理が要求される。

　強力な冷凍装置や空調装置で、船倉内の温度や

ガス状態を自在にコントロールしながら、鮮度を

損なわずに運ぶそのユニークな機能は、いわば海

を走るハイテク冷蔵倉庫。日本の豊かな食生活を

支え、冷蔵運搬船は今日も世界の海で活躍してい

る。
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海運日誌（11月）

1日　ハンブルグルール（1978年国連海上物品運送

　条約）が発効した。エジプト等アフリカ諸国や

　ハンガリー等が主な締約国

4日　米大統領選で民主党のビル・クリントン氏が

　勝利を収めた。クリントン氏は来年1月20日、

　第42代大統領に正式就任する。

6日　外航海運各社は1992年9月期中間決算を発表

　　した。それによると景気低迷にともなう荷動き

　　の減少や円高の影響を受け、大手5社のうち増

　　収増益を確保したのは1社のみで、他の4社は

　　前年同期に比べ、ニケ掛台の大幅減益となった。

　　（P．7特別欄参照）

　◎　第1回UNCTADサービス委員会海運部会が

　　2日からジュネーブで開催され、96年次期総会

　　までの同部会の作業計画を海運・港湾・複合輸

　　送の3分野にっき採択した。

　　（P．4海運界の動き1参照）

11日　海事振興連盟は平成4年度通常総会を開催し、

　　日本商船隊の国際競争力回復の推進、造船業の

　　需給安定化、内航労働力の確保対策などを内容

　　とする総会決議を採択した。また、原田憲会長

　　は「海に対する国民の理解が少ない」と指摘、

　　海の重要性に対する国民世論の喚起と「海の日」

　　祝日制定の必要性を強調した。

12日　日韓フィーダー貨物輸送への日本船社の参入

　　について、日韓関係船社による協議がソウルで

　　行われた。この結果、これまで日韓航路で母船

　　しか配船できなかった日本講社は、自社運航の

　　フィーダ一郭の参入も認められることになった。

　◎　大蔵省が発表した10月の貿易統計（通関速報

　　ベース）によると、輸出額から輸入額を差し引

　　いた貿易黒字額は108億9，300万ドル（前年同月

　　比51．3％増）となった。今月1月目らの累計は

　　883億6，000万ドルとなり、過去最高だった1986

　　年の827億ドルを上回った。

30

　◎　第U回海上および内陸水路における危険物の

　　輸送に関する国際シンポジウム（TDG11）が、

　　IMOのオニール事務総長をはじめ世界18力国の

　　代表を迎えて、9日から4日間の日程で開催さ

　　れた。

17日　運輸省は、運輸経済年次報告（運輸白書）を

　　発表した。それによると、わが国の海上貿易量

　　は輸出、輸入ともに増加し、輸出入合計で5年

　　連続の増加となった。

24日　OECD（経済開発協力機構）の海運委員会

　　（MTC）が23、24日の両日、パリで開催され、

　　金融・財政的な措置を除く海運助成について93

　　年から本格的に論議していくこととなった。

2日日　海運造船合理化審議会内航部会は、奥田運輸

　　大臣に平成4年度以降5年間の内航船の適正船

　　腹量を答申した。（P．17内外情報1参照〉

　◎　欧州航路の主要船社で構成するEATA（欧州

　　航路安定化協定）は、ロンドンでゼネラル・ポ

　　リシー・コミッティを開催し、来年1月から欧

　　州航路の東町で船腹量の一部凍結を実施するこ

　　とを決めた。

27日　23日からロンドンのIMO本部で開催されてい

　　た油引2条約（69CLC／71FC）新議定書採択外交

　　会議が閉幕、新議定書が採択された。これによ

　　り、油濁に対する船主責任と荷主補償それぞれ

　　の限度額が引き上げられるとともに、一国当た

　　りの年間荷主拠出金の合計に上限を設ける「キ

　　ャッピング制度」の導入が決定された。

11月の対米ドル円相場の推移

　　　高　値　　　　122，80円（5日）

　　　安　値　　　　124．75円（17日）

　　　平均（月間）123．87円

　　　　　（注〉銀行間取り引きによる
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白白だより

　　　11月定例理事会の模様

（1／月25日、．神戸ポートピアホテルにおいて開催）

2．第1回UNCTADサービス委員会海運部会の模様

　について

　（P．4海運界の動き1参照）

　　　　　労務委員会報告事項

1．2G条問題小委員会について

　（本誌1992年11月号P．33内外情報5参照＞

2．船員保険特別会計の平成3年度収支決算につい

　て

　海運・水産業界の厳しい環境を反映して、構造

的な財政問題を抱えている船員保険は、昭和62年

度から3年間連続して赤字を計上していたが、平

成3年度の収支は133億円の黒字となり、前年に続

　いて大幅な改善が見られた。

　　その要因は、①保険料率を3％引き上げたこと、

②被保険者数の減少にもかかわらず、標準報酬月

額の伸びにより保険料収入が増加したこと、③疾

病部門における医療費支出が抑制できたこと、④

　失業部門が引き続き改善できたこと等とされてい

　る。

　　当局では、医療保険制度の一元化問題を考慮し

　つつ、船員保険制度のあり方について検討するこ

　ととしており、当委員会としても、引き続き使用

　者側の意見反映に努めることとしている。

　　　　　国際委員会報告事項

1．第5回日韓船主協会首脳会談の模様について

　（本誌1992年11月号P．25内外情報1参照）

　　　外航船舶解撤促進特別委員会

1．船舶解撤問題共同検討委員会の海外調査につい

て（中間報告）その2

　（P．5海運界の動き2参照）

　　　　　　　　会員異動

○退会

　平成4年10月31日付

　廣海汽船株式会社（阪神地区所属）

　平成4年10月31日現在の会員数　163社

　（京浜106社、阪神43社、九州14社）

　　　国際会議の開催予定（1月）

IMO第37回復原性・満喫・漁船小委員会（SLF）

　1月11日～15日号ロンドン

IMO第38画無線通信小委員会（COM）

　1月18日～22日　ロンドン

　　　　　　会議日誌（11月）

2日　港湾対策幹事会

5日　調査統計委員会／同幹事会合同会議

6日　啓水会
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船協だより

m日

12日

13日

17日

杷日

19日

20日

24日

オーナー部会

保船幹事会

保険幹事会

啓水会

海務委員会／同専門委員会合同委員会

海務幹事会

港湾協議会一般幹事会

八大港係留施設便用料協議会専門委員会

新造船幹事会

港湾協議会委員会

電波研究会

財務幹事会

情報システム専門委員会

保険幹事会

危険物小委員会

25日

26日

27日

一土会

定例理事会

常任理事会／政策委員会合同会議

総務委員会

機関管理研究会

労務懇話会

京浜地区船主会

船協月報編集会議

資材研究会

海務研究会

特殊貨物小委員会

啓水会

一土会

工務研究会

船内食料研究会
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＝船 腹＝
1。世界船腹量の推移

世 界　合 計 タ ン　カ　一 オア・バルクキャリア そ の　　他
年

隻数 千G／T
対前年
Lび率 隻数 千GIT葎籐 隻数 千G／T 葎藏 隻数 千GIT

対前年
Lび率

1965
41，865 160，392 　

5，30ア 55，046　　一 1，403 18，757 一 35，155 86，589 『197G
52，444 227，490 一 6，103 86，140　　一 2，528 46，65三

一 43，813 94，699
一1975

63，724 342，162 一 7，024 150，057　　一 3，711 85，548 　 52，989 106，557 一1980
73β32 419，911 1．7 7，112 175，004　0．5 4，706 109，596 1．2 62，014 135β11 3．7

1985
76，395 416，269 ▲0．6 6，59D 138，448▲4ユ 5，391 133，983 4．4 64，414 143β37 0．7

1986
75，266 404，910 医2．7 6，49D ／28，426▲7．2 5，274 132，908 ▲D．8 63，502 143，576 ▲0．2

1987 75240 403，498 ▲0．3 6，49D 127，660▲0．6 5，099 131，028 ▲1．4 63，651 144β10 0．9
1988

75，680 403，406 ▲0．0 6565
127，843　0，1 4，980 129，635 ▲L1 64，135 145，928 0．8

1989
76，100 410，481 L8 6β83 129，578　1．4 5，061 129，482 ▲oユ 64，656 151，421 3．8

1990
78β36 423，627 3．2 6，609 13窪，836　4．1 5，156 133，190 2．9 66，57王 155，601 2．8

1991
80，030 436，027 2．9 6，76B ／38，897　3，0 5，201 135，885 2．0 68，061 161，245 3．6

（注）①ロイド船腹統計による100G／T以上の鋼船で

　　　リアには兼用船を含む。
漁船および川船を含む。②毎年7月1日現在。③オア・バルクキャ

（

2・日本商船船腹量の推移

合　　　計 タ ンカ 一
貨 物　船 そ の　他

年

隻数千G／T鱒睾 隻　数 千GIT 対前年
Lび率

隻　数 千G／T瀞塞 隻 数 千G／T 対前年
Lび率

1970 7，867　　23，715　　　　　　一 2，113 8，883 一 5，282 14563　　　一 一1975 8，832　　　38，198　　　　　　　一 1，893 17，414 一 6，223 19，752　　　一 一1980 8．825　　39，015　　　　　　一 1，728 17，099 一 6，386 20．819　　　一 』1985 8，225　　　38，141　　　　　　　一 1，392 13，6工0
一 6，123 23，360　　　一

710
1，171

一1986 8，024　　35，619　　▲　　6．6 1，333 11，611 ▲14．7 5，983 22，832　▲2．3
708

1，176 0．4

1987 8．250　　32，831　　▲　　7．8 1，288 10，416 ▲10．3 6，249 21，156　▲7．7
713 L259 7．1

1988 7、939　　　29．L93　　　▲　11．1 1，277 9，275 ▲1LQ 5，961 18，682　ム1L7
7Gl

1，236　▲ 1．8
1989 7，777　　26，367　　▲　　9．7 1，244 7，951 ▲14．3 5，845 17，134　▲8．3

688
1，283 3．8

1990 7，668　　　25，186　　　▲　　4．5 1，209 7，586 ▲　4．6 5，745 工6，240　▲5．2
714

1，360 6．0
1991 7．5闘　　　24，740　　　▲　　1，8 1，ユ64 7，244 ▲　4．5 5，694 16，046　ム1．2

710
1，450 6．6

（注）①1970年まで運輸省発表1975年以降は日本船主協会発表のそれぞれ100GIT以上の鋼船で官庁船　その他の特
　　　殊船は含まない。
　　②1960～1970年は毎年3月末　1975年以降は7月1日現在。
　　③1970年以降貨客船は3，000G／T以上のものは貨物船に　3，000G／T未満のものは客船に含む。

3・わが国外航船電量の推移

合 計 日 本　　船 外　国 用　船
年

隻　数 千G〆T 千DIW 対前年
Lび率

隻　数 千G／T 千DIW
対前年
Lび率

隻　数 千GIT 千D／W 対前年
Lび率

1975
2，469 59，489 105，100 』

1，3ユ7 33，486 58，040 一 1，152 26，003 47，060 一1980
2，505 65，227 115，205 　 1，176 34，240 59，073 一 1，329 30，987 56，132 　1984
2，135 57，015 97，756 ▲　1．7 1，055 33，249 55，350 ▲　4．1 1，080 23，766 42，409 1．7

1985
2，435 62，161 105，652 8．1 1，D28 33，470 55，512 0．3 L407 28，691 50，140 18．2

1986 2，249 55，474
9L690 ▲13．2

957
30，809 50，377 ▲　9．3 工，292 24，665 41，314 ▲17．6

1987
2，082 54，514 88，736 ▲　3．2

816
28，200 45，528 ▲　9．6 正，266 26，314 43，208 4．6

1988
2，127 55，369 89，054 0．4

640 24，582 39，768 ▲ユ2．7 L487 30，787 49，286 14．1
1989

2，002 55，168 87，937 ▲　1．3
532

21，691 35，260 ▲11．3
L470 33，477 52，677 6．9

199D 1，992 57，316 91，200 3．7
449

20，406 33，163 ▲　5．9 1，543 36，910 58，036 10．2

（注）　①運輸省海上交通局による2000GIT以上の外航船。

　　②対前年伸び率はD／Wによる。
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＝造 船＝
4・世界造船状況（進水。建造中・未着工）

．）

区
分

合　　　計 タンカー ノミルクキャリア 一般貨物船 漁船・その他
期間・時点

隻数　千GIT伸び率 隻数　千GIT 隻数　千G／T 隻数　千G／T 隻数　千G／T

進
水
船
舶

1987

?９88
P989
P990
P991

P991　1
@　　　　11

@　　　　m

@　　　　Iv

1，438　　　　9，621　　▲　34．7

?，5訪　　　ユ1，802　　　　22．7

P，450　　　12，721　　　　　7，8

P，472　　　14，680　　　　15．4

P，521　　　16，678　　　　13．6

@　376　4，038　玉8，1
@　423　4863　20，4　　　　　　　　，

@　350　4，138▲14．9
@　372　3，639▲12．1

144　3083Pδ2　4：542159　5，362134　　4583187　7：653

R1　　1272T3　2：49444　　213959　1：748

101　2546　　　　　　，

U5　2，784
X2　3624P145：16078　3152　　　　　　，

Q9　　1305　　　　　　，

P4　　　545
P6　　708
P9　　594

146　2548　　　　　　　，

P78　2，819
P89　1．986
Q82　2967　　　　　　　，

R26　3，774

W3　　　891
W6　　1，166
W6　　　922

V1　　795

1088　1444　，　　　　　　　　　　　　　　，

P130　1657　7　　　　　　　　　　　　　　，

P，010　1，749
@　9窪2　1，970
@　930　　2099　　　　　　　　髄

@　233　　　570
@　270　　　658
@　204　　　369
@　223　　　502

建
造
中
船
舶

1987
P988
P989
P9go
P991

P991　1
@　　　　11

@　　　　m
@　　　　Iv

1，210　　　　9，694　　▲　12．3

^，288　　　11，622　　　　19，9

P，275　　　12，452　　　　　7．1

P，291　　　13，569　　　　　9．D

戟C355　　　15，896　　　　17．1

P，268　　　13，657　　　　　0．6

P，222　　　14，／91　　　　　3．91，264　　　15，247　　　　　7．4

P，355　　　15，896　　　　　4，3

123　　3493P25　4：461133　4338　　　　　　　，148　5，617206　7，596

P49　5775P62　6：623184　7，40窪206　7，596

62　2204W3　2：88784　3，55278　3，08167　2．341

U5　2422T9　2：09057　205967　2：341

147　2469P
6
1
　
1
：
8
6
5
2
0
7
　
　
2
D
2
6
2
3
1
2
：
1
3
3
3
0
5
　
　
3
1
9
6
　
　
　
　
　
　
　
7
2
5
2
　
2
6
6
5
2
2
8
　
2
：
7
3
0
2
7
4
　
3
1
2
4
3
0
5
　
3
：
1
9
6

878　1528　　　　　　　，

X19　2，409
W51　2536　　　　　　　，

W34　2，738
V77　　2763　　　　　　　，

W02　2，795
V73　　2748　　　　　　　，

V49　2，660
V77　　2763　　　　　　　，

未
着
工
船
舶

1987
P988
P989
P990
P991

H99工　I
@　　　　II

@　　　　m

@　　　　IV

　　827　／2848　24，6
X4012：931　0．61，177　　　18，603　　　　43，91，342　　　26，221　　　　41．Ol，175　　　27，267　　　　　4．0

､，247　　24，139　▲　　7．9

P，202　　　25，38G　　　　　5．1

P，169　　25，30／　▲　　0．3

P，175　　　27，267　　　　　7．8

120　6，236
P23　　4778G60　7：495234　15，039230　14β31．

Q18　13413Q2714：077214　1328423014：331

58　　2、229

W8　4241P23　4：8419D　3454129　5：862

V7　3079V73：523103　4536　　　　　　，王29　5，862

174　2345

R78　4869R67　4：574303　　4043260　3：934

475　2，038
T26　　1678T52　2：054601　　2397　　　　　　　髄556　3，140

T74　2778T31　3：306549　3，438556　　3140　　　　　　　，

（注）①ロイド造船統計による100GIT以上の鋼船（進水船舶の年別は年報　その他は四半期報による）。

　　　②進水船舶は年間　建造中および末着工の年別は12月末　期別は四半期旧すなわち3　6　9　12月末。
　　　③バルクキャリアには兼用船を含む。一般貨物船は2，000GIT以上の船舶。

　　　④四捨五入の閲係で末尾の計が合わない場合がある。

5・わが国造船所の工事状況

） 進　　水　　量 工事中船舶 未着工船舶 手持ち工事量
年
　
度

計 うち国内船 計 うち国内船 計 うち国内船 計 うち国内船

隻数千G／T 隻数千GIT 隻数千G／T 隻数千GIT 隻数千G／T 隻数千G／T 隻数千G／T 隻数千GIT
1981
P982
P983

P984．
P985

P986
P987
P988
P989
P990

2307，548
Q366，944
Q54　6，134
Q78　7，305
Q16　7，558

P455β69
X6　4，047

P304，186
P565，759
P49　5，930

64　2，475
T4　2，270
T4　1，408
T7　2，026
T4　2，618

T2　2，820

R0　L700
Q3　　773
Q4　　955
P8　　788

132　4．578
P30　4，775
P41　4，134
P78　5．079
P66　5β07

P50　5，836
P12　4，93G
T8　2，488
V3　2．829
W3　3，493

33　1，323
R7　2，082
Q7　1，317
R8　1，679
R2　1，679

S2　2，487
R1　2，171
P4　　768
P3　　613
P3　　521

19G　6，102

Q105，573
P36　3，606
R22　7，555
P69　5，231

X4　2，836
S0　1，705
S1　2、138
U6　2，385

P03　4．412

11　　473
P0　　331
P2　　321
Q6　　554
P2　　493

P0　　330
T　　405
Q　　111
R　　187
O　　　0

32210，680
R4010β48
Q77　7，740
T0012，635
R3510，268

Q448，671
P52　6，635
X9　4，625

P39　5，214
P86　7．905

44　1，796
S7　2．413
R9　1．638
U4　2，233
S4　2，王71

T2　2，817
R6　2．577
P6　　879
P6　　800
P3　　521

（注）　①運輸省海上技術安全局発表の主要工場における2．500GIT以上の船舶。

　　　②進水量は年度間の実績。

　　　③工事中・未着工船舶は年度末の状況で建造許可船舶を対象とする。

　　　④手持ち工事量は工事中・未着工船舶の合計。
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海上荷動き量＝
6・世界の主要品目別海上荷動き量

1985 1986 1987 1988 1989 1990 ／991　　　年

i目
10D万対前年
gン　伸び率

lOO万対前年
gン　伸び率

100万　対前年
gン　伸び率

100万対前年
gン　伸び率

10D万　対前年トン　伸び率 100万対前年トン伸び率 100万　対前年
gン　伸び率

石
　
油

原　　油

ﾎ油製品
871▲　6．3

Q88▲　3．0
958　10．0
R05　　5，9

970　　1．3

R13　　2．6

1，042　　7，4

@325　　3．8
1，12D　　7．5

@340　　4，6
L190　6．3
@336▲　1，2

1，200　0．8
@323▲　3．9

計 1，159△5．5 1，263　　9．0 1，283　　1．6 1，367　　6，5 1，460　　6．8 1526　4．5 1，523▲0．2

乾
　
貨
　
物

鉄鉱石
ﾎ　　炭
秩@　物
ｻの他

　321　　4，9

@272　17．2
@181▲12．6
P，360　　3．0

　311▲　3．1

@276　　1．5
@165▲　8．8
Pβ70　　0．7

　319　　2．6

@283　　2．5
@186　12，7
P，390　　1．5

　348　　9．1

@304　　7．4
@196　　5，4
P，460　　5．0

　362　　4．0

@321　　5，6
@192▲　2．0
P525　　4．5

　347▲　4．1

@342　　6，5
@192　　0．0
P．570　3．0

　352　　1．4

@360　　5．3
@180▲　6，3
P，610　2．5

計 2，134　　3．3 2，122▲0．6 2」78　2．6 2，308　　6．0 2，400　　4，0 2，45／　　2．1 2，502　2．／

合　　計 3，293　　0，0 3，385　　2．8 3，461　2．2 3，675　　6，2 3，860　　5，0 3，977　3，0 4，025　1．2

（注）　①Fearnleys「REVIEW　1991」による．②1991年の値は推計値である。

7・わが国の主要晶目別海上荷動き量

年 1987年 1988年 1989年 工ggo年

品目
loo万

gン
対前年世界に
Lび率　占める％

10D万
g　ン

対前年　世界に
Lび率占める％

lDO万　対前年世界に
gン　伸び率　占める％

100万

gン
対前年世界に
Lび率　占める％

石
原　　油

ﾎ油製品
160．5

S1．8

▲　2．1

@2S．2

16．7

P3．4

166．9

S5．8

4，0　　16，0

X．6　　U．1

178．0　　　　　　6、6　　　　　15．7

S9，2　　7．2　　14．7

195．5

S7．5

　9．8　　16．6
｣　3．5　　13，6

油
計 202．3 2．9 15．8 212．8 5．1　　15．6 227，2　　　　　　6．8　　　　　15．5 243．1 7．O　　l5，9

乾
貨

鉄鉱石
ﾎ　　炭
秩@　物
ｻの他

112．D

X2．6

R2．6

Q35．7

▲　2．8

@L4
@2．2
@4，8

36．2

R4．G

P7．9

P7．0

123．4

P04．2

R2．7

Q58．3

10．2　　35．5

P2，5　　34，3

O．3　　16．7

X，6　　17．7

127，6　　　　　　3．4　　　　　35．7

P04．9　　　　　0．7　　　　33，3

R1，7　▲　3．0　　16．3
Q62．4　　　　　　1．6　　　　　17，0

124．8

PD7．5

R1．7

Q62．4

▲　2．2　　35．7

@2．5　　32．1
@0，0　　16．3
@0．0　　16．7

物
計 472．9 2ユ 21．7 518．6 g，7　　22，5 526．7　　　　　　1．6　　　　　21，9 526．5 ▲　0．0　　2L5

合　　計 675．1 2．3 19．5 731．4 8，3　　19，9 753．8　　　　　　3．1　　　　　19，5 769．5 2．1　　19．4

（注）①運輸省海上交通局調べによる。②各品目とも輸出入の合計である。③LPG　LNGはその他に含まれる。

B・不定期船自由市場の成約状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位＝千M／T＞

区分 航 海 用 船

用船
シングル 品　目 別 内　訳

定期

ム連続航海 口　計
年次

航　　海 穀物 石炭 鉱石 屑鉄 砂糖 肥料 その他 Trip Period

1987 148954　　　， 10515　　7

159，469
60398　　， 34011　　， 43844　　7

1
G
9
1
　
，

4
4
6
3
　
，

5
0
4
0
　
1

107 99710　　， 23321　　，

1988 133652　　　，

4
5
5
9
　
，

138211　　　， 53027　　， 26794　　， 43909　　， 529
3
6
9
4
　
，

5
3
6
9
　
P

330 93307　　， 25258　　，

1989 116335　　　P

3
3
7
3
　
，

119708　　　脚 44629　　髄 21936　　， 38448　　，

1
0
1
8
　
，

3
3
2
6
　
，

6
8
1
4
　
7

164 103815　　　， 24161　　，

1990 129174　　　，

3
0
9
1
　
7

132265　　　， 43613　　， 32043　　， 43626　　， 805
4
7
1
6
　
，

4
1
7
3
　
P

198 90980　　， 14326　　，

1991 125502　　　，

2
4
6
2
　
，

123040　　　P 35022　　冒 34538　　， 44554　　， 761
3
5
1
9
　
，

5
0
4
3
　
，

1
1
9
6
　
，

102775　　　， 25131　　，

1992　1
12888　　， 42G 13308　　，

4
1
0
8
　
，

4
8
4
2
　
，

3
8
5
0
　
，

74 365 32 37
7
2
7
4
　
，

1
0
8
9
　
，

2 14G75　　P

1
5
0
2
　
，

15577　　P

3
3
4
8
　
，

5
5
1
8
　
，

4
6
6
8
　
，

48 496
1
3
8
7
　
，

l12
6
5
1
4
　
，

1
3
7
3
　
，

3 20979　　，

1
2
5
5
　
，

22234　　，

5，863

6
9
7
5
　
冒

8
5
8
5
　
，

32 296 342 141
8
8
1
3
　
7

1
6
9
6
　
髄

4 11342　　， 214 11556　　，

3，299

3
8
8
1
　
，

3
8
2
5
　
，

81 219 241 10
6
9
9
2
　
，

1
3
8
0
　
，

5 11826　　7

2
9
4
0
　
，

14766　　P

3
0
0
4
　
，

6
6
8
6
　
，

4
0
9
3
　
，

59 323 589 12
6
8
5
1
　
，

1
2
0
3
　
，

6 15719　　， 0 15719　　，

5
4
1
5
　
，

2
7
2
1
　
，

6
6
4
1
　
，

48 338 502 54
8
7
3
3
　
，

1
4
0
4
　
，

7 U794　　， 39Q 12184　　，

4，425 3，267

4
1
3
5
　
，

22 198 ／G6
31

5
9
2
4
　
7

720

8 11229　　， 274 11503　　，

5
7
0
4
　
，

2
7
6
8
　
P

2
3
6
7
　
，

0 163 234 267
2
9
5
3
　
，

1
5
8
3
　
，

9 14732　　7

6
3
6
6
　
，

21098　　7

6
1
7
8
　
，

3
4
6
3
　
野

10822　　， 114 165 303 53
7
4
5
4
　
，

1
1
6
4
　
髄

10 12698　　，

1
3
7
0
　
，

14068　　，

4
6
7
6
　
7

3
1
8
8
　
， 4，596

0 155 71 12
7
8
0
4
　
，

1
2
6
2
　
，

（注）①マリタイム・リサーチ社資料による。②品目別はシングルものの合計。③年別は暦年。
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＝主要航路の成約運賃＝

ワールドスケール
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1987（年） 1988 1989 1990 1991 1992

250

200

150

100

50

0

9。原油（ペルシャ湾／日本・ペルシャ湾／欧米）

） ペルシャ湾．／日本 ペルシヤ湾／欧米

月次
1990 1991 1992 1990 1991 1992

最高 最低 最高 最低 最高 最低 最高 最低 最高 最低 最高 最低

1
80．00 46．50 140．00 80．00 62．50 37．50 65，1）0 47．25 90．00 59．50 54．00 33．00

2
60．50 55．00 129．00 85．00 56．50 35．00 60，1〕0 46．00 87．50 61．00 55．00 32．50

3
85．00 75．00 95．00 62．50 37．50 31．00 85．DO 70．00 61．00 52．50 36．00 32．00

4
85．00 57．50 47．50 37．75 45．OD 33．50 82．δ0 廷9．50 52．50 35．00 45．00 31．00

5
52．5Q 亟8．50 87．50 35．00 45．OQ 42．oo 56．30 窪5．00 73．75 45．OO 44．50 35．00

6
55．00 51．00 90．00 82．50 41．50 33．00 52」0 47．50 90．00 69．50 38．OO 32．00

7
82．50 52．50 80．00 52．50 50．00 39．50 55．DO 50．00 62．50 49．00 45．00 37．50

8
70．50 47．50 71．00 62．75 52．00 45．50 67．50 50．00 62．50 52．00 45．00 42．50

9 79．OO 54．50 66．00 46．50 49．00 41．60 67．50 52．50 55．00 45．00 46．25 38．00
10 78．00 51．00 68．00 57．50 54．50 47．00 60．00 46．5D 66．25 49．00 50．00 40．00
11

88．00 65．OD 67．50 52．50 65．00 51．75 77．50 48．OO 64．00 49．50 62．50 50．00
12

100．00 87．50 49．50 39．00 87．50 70．00 50．OO 38．00

（注）①日本郵船調査部資料による。②単位はワールドスケールレート。1989年1月以降　新ワールドスケールレート。
　　　③いずれも20万D／W以上の船舶によるもの。④グラフの値はいずれも最高値。
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10・穀物（ガルフ／日本・北米西岸／日本・ガルフ／西欧）

穀物（ガルフ／日本・北米西岸／日本・ガルフ／西欧）

ガルフ／日本

北米西岸／日本

`　、　　　　が
，　　　　　／ 「
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　　　「鴨
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ｵ野1

（㌧，　、

＼＼　、vA　　〆
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ガルフ／西欧

1991

3
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（
ド
ル
V

30

25

20

15

10

5

　　　　　OI992

（単位：ドル）

ガルフ／日本 北米西岸／日本 ガルフ／西欧

月次
1991 1992 1991 1992 1991 1992

最高　　最低 最高　　最低 最高　　最低 最高　　最低 最高　　最低 最高　　最低

1
25、50　25．00 26．OO　23．OO 玉3，65　12．90 14．25　13．75 14．20　13．00 ！3，00　11．89

2
27．25　25，00 23、50　20．50 14．80　14．40 13．25　12．25 18．25　14，00 11．75　　9．00

3
29．00　23，25 2L50　19．00 14．60 12，25　11，75 16．32　15．92 9．50　　8．00

4
25．50　22．00 20．00　18，90 14．00　12．75 ／0．90 15．76　13，00 10．25　　9．00

5 28，25　23．OO 24．5G　20．75 一
lL5G 玉6．GG　13．53 11．GI　IG．5G

6
28．00　24．00 23．40　18．25 14．25 一 15．79　13．99 10．48　10．00

7 26．00　23．00 20．50　17．00 一 9．75 13，82　／1，15 10，59　　9，24
8

24，75　23，50 19，00　17，50 14．50　12．00 9．40 11．51　10．25 10．50　　8．39
9

26．25　25，00 20．1D　17．90 ｝ 10．75　　9．75 12，00　10，00 10，00　　8，52
10 27．50　25，75 2025　18．25 14．00 11．10　10．25 15．6／　11．74 9、97　　8．65
11

27，25　24．00 24，50　20，25 14．35　14．25 一 14．76　13，50 13，00　　9，30
12

25．75　24．25 13．75 13．50　11．34

　（注）①日本郵船調査部資料による。②いずれも5万D／W以上8万DIW未満の船舶によるもの。

　　　　③グラフの値はいずれも最高値。

38　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船協月報 平成4年12月号



3
5
（
ド

石炭（ハンプトンローズ／日本）・鉄鉱石（ッバロン／日本・ツバロン／西欧）
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1987（年） 1988 1989 1990 199［

11・石炭（ハンプトンローズ／日本）・鉄鉱石（ツバロン／日本・ツバロン／西欧）

1992

（単位：ドル）

ハンプトンローズ／日本（石炭） ツバロンノ日本（鉄鉱石） ッバロンノ西欧（鉄鉱石）

月次 1991 1992 1991 1992 1991 1992

最高　　最低 最高　　最低 最高　　最低 最高　　最低 最高　　最低 最高　　最低

1
15．OG　14．25 14．00 13，00　12．50 一 7．75　　7．50 6，35　　5．60

2
16．25 ｝ 一 　 7．90　　7．60 5．75　　4．45

3
一 一 一 一 1025　　7．50 5．00　　4．85

4
一 9．90　　9．85 12．90　12．30 8．75 7．65　　7，50 4．75　　4，00

5
一 一

12．50 8．00 7．55 4．30
6

15．50 一 13．25　12．00 7．90 8．20　　7．25 4．75　　4．10

7
一

8．25 13．25　12．00 8．00　　7．25 7．25　　7．10 4．20　　4．00
8

一 8．80 一 一 7．25　　6．25 一9
｝ 9．20 13．15 一 一 4．00　　3．75

10
一 一

13．10 一 6．85 　11
15．95　13．50 一 12．OD 一 8．15　　6．75 4．30

12
『 『 7．00

　（注）①日本郵船調査部資料による。②いずれも10万DIW以上15万D／W未満の船舶によるもの。
　　　　③グラフの値はいずれも最高値。
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タ　　ン　　カ　　一　　運　　賃　　指　　数

月次 1990 1991 1992

VLCC 中型 小型 H・D H・C VLCC
中型 小型 H・D H・C VLCC

中型 小型 H・D H・C

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2

60．5

U3．2

V9．3

U2．1

T7．3

T3ユ

U4．2

T7．2

U6．3

T3．8

U9．2

V2．3

132．0

P08．3

P13．4

P06．5

P08．5

X5．2

X8．6

X5．5

X9．2

P05．6
P10．7

P25．2

190．3
P53．0

P52．0

P43．0

P59．4
P39．4

P39．9
P44．2

P50．8
P58．0
P70．2

P76．5

279．6
Q06．5

Q03．6

Q13．4
Q14．1

Q05．6

P88．8

Q04．3
Q40．3

Q51．6
Q68．5

R37．5

292．3

Q09．3

P82．3
P83．0

Q04．5
Q03．5

Q02．0
Q20．5

Q96．5

R58．2
R02．7

Q98．7

98．2

X3．3

U1．4

S5．9

V5．3

W5．9

U0．8
U03
T3．0

T8．6

T3．0

R7．9

137．2
P5LO
撃撃n．王

P022

t2．2
P08．9

P03．8
X3．6

X1．7

W5．4

W7．2

W6．6

182．6
Q05．8

P65．5

P04．4
P56．2

P49．1

P3王．3

P24．2

P14．7

P29．6

P19．1

P20．6

290．8

Q50．2

P94．6
P76．3

Q12．5

P78．6

P84．5
P64．5

P52．0

P62．6

P73．1

P52．1

27LO
R37．3
Q54．0
P83．9

P77．8
P6L5

P34．8

P40．0

P41．7
P72．1

P65．1

P83．7

48．9
SL1
R3．9

S0．6

R9．4

R6．0

S3．5

S4．6

S3．4

91．2

W3．8

W1．3

V1．6

V0．1

U8．9

V4．6

V1．7

V2．9

133．9

P40．7

P15．5

P10．2
P04．7

P03．9

P10．4

P13．6
P132

184．7

Q08．5
P58．3

P60．8

P55．4
P71．8

P78．1

P65．0
P56．4

194．7
P68．1

P53．6
P47．4

P60．0

P53．6

P54．7
P62．3
P6L7

平均 63．2 108．2 156．4 234．5 246．1 65．3 105．8 141．9 191．0 193．6

（注） ①ロイズ・オブ・ロンドンプレス発行のロイズ・シップマネジャーによる。（シツビング・ニュ＿ズ．インタ＿ナショナル

はロイズ　オブ　ロンドンプレスと1987年11月に合併）②タンカー運賃はワールドスケールレート。③タンカー運賃
指数の発表様式が87年10月より次の5区分に変更された。カッコ内は旧区分　④VLCC：15万1000トン（15万トン）以

上＿◎中型：7万1000～15万トン（6万～15万トン）◎小型：3万6DOO～7万トン（3万～6万トン）eH・D＝ハ
ンァィ・ダーティ：3万5000トン（3万トン）未満　㊨H・C≡ハンディ・クリーン：5万トン（3万トン）未満。
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13・貨物船用船料指数

400

350
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200

【00

o

月次
貨物 船航海 用船料 指数 貨物 船定期 用船料 指数

1987 1988 1989 1990 1991 1992 1987 1988 1989 1990 1991 1992

1
164．3 193．4 204．9 208．3 198．0 202．0 162．5 292．8 334．0 356．5 318．0 326．02
166．3 203．5 202．4 203．3 199．0 195．0 191．4 312．0 363．7 357．6 325．0 320．03
／67．2 207．1 212．1 176．4 207．0 192．0 195．4 328．0 329．8 288．7 335．0 300．04
174．9 203．0 202．7 202．9 205．0 191．0 219．8 338．6 336．9 343．3 344．0 302．05
172ユ 189．3 221．5 197．9 205．D 195．0 224．6 344．3 346．2 353．5 342．D 30LO

6
166．4 193．6 20L8 191．4 205．0 190．0 219．7 333．8 318．7 343．7 342．0 295．0

7 169．2 184．1 189．3 190．G 2D6．0 191．0 213．7 320．6 336．8 325．0 342．0 288．08
177．4 ．186．6 204．1 197．0 206．0 191．0 223．6 318．2 324．3 328．3 318．0 293．09
177．7 185．1 193．0 195．0 205．0 191．0 223．0 314．0 327．5 329．5 325．⑪ 301．010
182．1 196．3 197．8 197．0 206．0 232．4 317．2 327．6 322．8． 335．011 189．2 199．0 208．4 199．0 208．0 242．9 333．0 338．0 31L4 349．012
184．2 197．8 204．3 215．0 208．0 277．0 312．0 349．1 306．4 343．0

平均 174．3 194．9 203．5 197．8 204．8 218．8 322．0 336．1 330．6 334．8

（注）①ロイズ・オブ・ロンドンプレス発行のロイズ・シップマネジャーによる。（シッビング・ニューズ・インターナショナル

　　はロイズ　オブ　ロンドンプレスと1987年11月に合併）②航海用船料指数は1965．7～1966．6＝10D定期用船料指数は

　　1971＝1000
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＝係船船腹＝
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14・係船舶腹量の推移

旧89
1990 1991 1992

1990 1991 1992

月次 貨物 船 タンカー 貨物 船 タンカー 貨物船 タンカー

隻数千GIT 千DIW 隻数 千GIT 千D／w 隻数千G〆T 千DIW 隻数 千G〆T 千DIW 隻数千G〆T 千DIW 隻数 千G〆T千DIW

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
D
l
1
1
2

238　1，093

Q26　　973
Q25　1023　　　　　，

Q28　1，062

Q12　　994
Q24　1014　　　　　，

Q31　ユ064　　　　　　P

Q32　1，070
Q39　1、112

Q43　12D2Q621：341257　1，322

1453　，1，264

P325
P
：
3
6
1
1
β
6
8
1
，
3
3
5
1
4
3
3
1
：
4
7
5
1
5
3
2
1
：
6
2
7
1
7
7
1
1
：
7
1
0

57
T7
T5
T6
T6
U0

T6
T3
T8
T7
T6
T3

1，798
H800
P
：
7
6
8
1
，
7
4
0
1
，
7
7
6
1
，
8
9
6
1
4
6
1
　
P
1
，
4
6
6
1
4
8
5
1
1
5
6
。
1
，
5
8
4
1
5
6
3
　
，

3，127
R130　，3，058

Q994　，3，072

R，263

Q498
Q
：
5
0
5
2
5
3
9
2
1
7
1
8
2
8
0
3
2
：
7
6
4

250　1，291

Q581，47工
Q88　1705　　　　　，

Q881，665
Q83　1603　　　　　，

Q641，485

Q58ユ451　　　　　，

Q621，477
Q651，467
Q831733　　　　　P

Q761，618
Q88　1706　　　　　，

1708
Q
：
鵬
2
，
2
9
0
2
1
5
5
　
，
2
，
0
4
1
1
，
9
4
6
ユ
9
7
0
2
：
0
2
1
2
0
2
5
2
：
3
9
5
2
2
1
5
2
：
2
6
4

50
T1
T0
S7
S6
S7

S6
S5
S7
T2
T2
S7

1654　脚1，557

P178　，1，193

P191　，1，445

P405　，1，340

P358
P
：
7
1
7
1
，
6
3
1
1
5
2
2
　
，

3，078
Q867
Q
：
1
1
0
2
1
3
5
2
：
1
3
0
2
，
6
8
5
2
6
1
3
2
：
4
7
8
2
，
5
1
7
3
，
0
7
9
2
8
8
9
2
：
8
0
7

292　1S52　　　　　P

QB41，750
Q88　1823Q971：825292　18683。21：937

R05　1926　　　　　，

R22　2，144
R35　2180　　　　　，

R36　2，216
R32　2241　　　　　　，

2，423
Q332
Q
：
4
2
7
2
，
4
3
2
2
5
6
9
2
：
6
5
2
2
6
ユ
3
2
：
9
7
1
2
，
9
9
3
3
0
1
1
3
：
0
3
9

46
S6
S8
T5
T7
U8

V4
V4

V5
V4
W5

15312，807　，1，4902，729

P536　2280　P　　　　　　　　　　脚

P，9D33，538
P981　3763　，　　　　　　　　　　，

R，1116，180

R524　6，932　，3，5907，132

R621　7，203
R：5406，9893，9477，789

　（注）　ロイズ・オブ・ロンドンプレス発行のロイズ・マンスリーリスト・オブ・レイドアップベッセルズによる。
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＝スクラップ船腹＝
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15・スクラップ船腹量の推移

1990 1991 1992

月次 貨物船 タンカー 貨物船 タンカー 貨物船 タンカー

隻数 千G／T千DIW 隻数 千GIT 千DIW 隻数千G／T 千DIW 隻数千G／T 千DIW 隻数千GIT千DIW 隻数千GIT千DIW
1 35 132 192 6 23 34

23　　270
446

2　　63
118

44　　289　　406 9　　140　　258
2 20 167 125 2 4 2

20　　183
278

　　　一 一 53　　489　　786 6　　114　　238
3 69 362 568 9 65 117

38　　291
479

8　　129
233

62　　578　　944 18　　280　　508
4 39 205 284 10 36 55

53　　614 1，006 6　　228
447

34　　299　　542 10　　240　　487
5 37 255 391 3 9 14

39　　187
276

11　　62
103

44　　587　　980 18　503　1，010
6 23 105 149 4 61 97

30　　257
404 5　　！71

348
38　　375　　637 23　7551，53D

7 23 198 347 7 122 232
22　　216

341
5　　275

536
29　　491　　859 8　　167　　298

8 30 120 152 7 186 395
21　　72

99
4　　113

209
9 28 192 342 2 4 7

53　　259
610

8　　336
401

10 63 504 850 4 27 51
35　　342

551 4　　L49
301

11 24 179 271 6 29 43
26　　213

321
8　　L38

236
12 24 243 393 4 74 151

2D　　101
150

10　　294
560

計 415 2，662 4，064
64 640 1，198 3803，005 4，961 7工　1，958 3，492

（注）①ブレーメン海運経済研究所発表による。②300G／T　300D／w以上の船舶。③貨物船には兼用船客船を含む。

　　　④タンカーにはLNG／LPG船および化学薬品船を含む。⑤四捨五入の関係で末尾の計が合わない場合がある。
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（単位二千KIT　％）

　　　　　　　　　　　　　＝日本海運の輸送状況＝

16・わが国貿易の主要貨物別輸送状況

1991

区　　　分 ／985
1986

工987
1988 1989 199Q

1～3 4～6 7～9 10～12

輸 貿　易　量 81β03 75，746 71，191 70，711 70，675 70，404 17，133

日本船輸送量 14，973 1L948 9，856 7，畦G7 5，958 4β49 1，035

外国用船輸送量 25，477 25，096 24，677 27，006 27，140 28，114 7，044

出 日本船積取比率 ／8．3 15．8 工3．8 10．5 8．4 6．9 6．0

輸 貿　易　量 592，999 590，606 617，144 660，656 683，167 699，099 189，529
日本船輸送量 242，944 250，679 232，347 59，977 223，481 199，944 50β31
外国用船輸送量 157，687 152，671 162，113 55，433 236，388 269，668 78β68

入 日本船積取比率 41．0 42．4 37．6 35．6 32．7 ．28．6 26．6

貨 貿　易　量 356，351 354，092 374，／49 404β71 411，468 409，485 103，785
物 日本船輸送量 140，928 工42，22工 129，工44 122，4Q7 U6．891 108，184 25，S99

船 外国用船輸送量 97，367 93，455 106β26 142，284 156，423 165，337 47，762

積 日本船積取比率 39．5 40．2 34．5 30．3 28．4 26．4 25．0

う鉄 貿　易　量 124，513 115，231 U2，035 ユ23，377 127，607 124，840 31，094

ち鉱 日本船輸送量
O国用船輸送量

62，502

Q3，446

64，632
P8，414

58，679

P9，76S

57，136
R1，981

56β59
R4，949

52，258
R7，368

12，719
P2，826

石 日本船積取比率 50．2 56．1 52．4 46．3 44．2 4L9 40．9

う石 貿　易　量 92，99G 91β46 92，554 104，／81 104，939 107，492 27，277
ち 日本船輸送量 50，067 52，922 窪9，313 46，487 44，262 43，839 10，471

外国用船輸送量 26，283 22，958 26，558 42，664 44，46工 45，988 13，535
炭 日本船積取比率 53．8 57．9 53．3 44．6 42．2 40．8 38．4

う木 貿　易　量 31，75G 32β60 36，951 42，04G 41，295 39，515 9，708
ち 日本船輸送量 10，372 8，988 8，040 6，893 6，026 5，033 1』59

外国用船輸送量 14，402 15，842 20，窪09 21，017 25，378 27，807 7，064
材 日本船積取比率 32．7 27．8 21．8 16．4 14．6 12．7 LQ．9

油 貿　易　量 236，647 236，514 242，995 256，285 27L699 289，614 85，744

送 日本船輸送量 102，015 108，457 103，203 111，723 106，590 91，759 24，432

船 外国用船輸送量 60，320 59，216 55，787 64β娃4 79，965 lO4，332 31，ユD6

積 日本船積取比率 43．1 45．9 42．5 43．6 39．2 31．7 28．5

う原貿 易　量 170，217 164，044 160，460 166，936 178，QO9 195，517 63，L89
ち 日本船輸送量 86，220 93，685 86β30 94β70 90576 75，547 20，621

外国用船輸送量 52，803 51，944 47，884 52，998 64，867 89，240 27，378
油 日本船積取比率 39．5 57．1 54．1 56．5 50．9 38．6 32．6

①運輸省資料による。②年別は暦年。③石油製品にはLPG　LNGを含む。（注）

（単位：百万円）17・日本船の輸出入別・船種別運賃収入

1990

区　　分
1985 1986 1987 1988 1989 1990

1～3 4～6 7～9 10～12

輸 定期船 195，50D 1D3，633 69299 51，456 45，326
38998　　，

9，836 10，219
10205　　，

8
7
3
8
　
，

7 不定期船 219，224 158，080 126，594
89277　　，

76，576 69，318
16055　　，

16，730 16，981
19552　　，

油送船
6
8
4
8
　
7

4，002 3，374 2，599
2
5
2
0
　
， 2，433

606 564 586 678

出 計 421，573 265，714 199，267 143，332 124，421 110，749 26，497 27，513 27，771 28，968

輸 定期船 90，852 58，720 50，942 50，299 49，353 46，598 11，865
13685　　， 10745　　，

10，303

不定期船 342，784 258，497
219301　　　，

198，690 200，600
183899　　　冒

47，914 45552 46，225 44，208

油送船 235，966 201，577 177，088 171，758 164，807
162382　　　， 46，459

36930　　P 38234　　，

40，758
入 計 669，603 518，794 447，331

420748　　　， 414760　　　，

392，879 106，238 96，168
95205　　， 95268　　，

三 定期船 46，683 43，601 6L48G 53，139 49，098 49，830 11，798 13，044 12，761 12，227

不定期船 74，441 53，040 43，982 31，879 29，304 23，801
5
1
9
8
　
， 7，782 5，717

5
1
0
5
　
P国

油送船 37，482
29842　　，

19，413 13，035
8
7
4
7
　
，

8
5
0
4
　
， 1，837

2
4
2
5
　
， 2，104

2
1
3
9
　
P

間 計 158，607
126485　　　9

124，875 98，053 87，059
82135　　，

18β32 23，251
20581　　， 1947Q　　，

△
口 定期船 333，036 205，954 181，721

154894　　　，

143，687
135426　　　，

33，499 36，948
33711　　， 31268　　，

不定期船 636，450 469，617 389，878 319，848 306，480
277018　　　「

69，166 70，064
68923　　7 68865　　，

油送船 280，297 235，420 199，875 187，392 176，074 173，319 48，9D2 39，919
40924　　，

43，574
計 計 1，249，783 910，993 771，473

662132　　　P

626，240 585，763
151568　　　，

146，931 143，557
143707　　　，

①運輸省資料による。②年別は暦年。③外国船は含まない。（注）
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＝内航海運＝
18。内航船の船腹量

年 船　種　別
鋼　　　　船 木　　　　船 合　　　　　　計

隻数轡麗瀦 隻数轡謡講 隻数轡糎灘翻
1980

貨　　物　　船油　　送　　船　計

67013　　　　2，400　　　　　　2．0

Q，787　　　　1，338　　　　　　2，4

W，800　　　　3．738　　　　　　2，2

2、241　　　　　エ57　　▲　　8．7120　　　11　　　－

Q，361　　　　　168　　▲　　8．2

8，254　　　2，557　　　　　1．3　　　　93，92．907　　　1，349　　　　　2．4　　　　99，211、161　　　3，906　　　　　1．7　　　　95，7

1985

貨　　物　　船油　　送　　船　計

6，074　　　2，485　　　　　1．3

Q，447　　　1，225　　▲　　0．3

W，521　　　3，71G　　　　　O．7

1，476　　　　　　88　　▲　　6．465　　　　6　　20，01，541　　　　　94　　▲　　5．1
7，550　　　2，573　　　　　1．0　　　　96．62，512　　　　1，231　　　▲　　0．2　　　　　99，510，062　　　　3，804　　　　　　0．6　　　　　97，5

／989

貨　　物　　船油　　送　　船　計
5，891　　　2．469　　　　　1．02，359　　　　1，141　　　▲　　1，98．250　　　　3，610　　　　　　0．1

1，1ア6　　　　　　57　　▲工2．342　　　3　▲25．Ol，218　　　　　　60　　▲13．0
7，067　　　2，526　　　　　0．6　　　　97．72，401　　　　1、144　　　▲　　1．9　　　　　99．79，468　　　3．670　　▲　　0．2　　　　98，4

1990
貨　　物　　船
禔@　送　　船　計

5，881　　　2，507　　　　　1，52，298　　　　1，135　　　▲　　0．5

W，179　　　　3，642　　　　　　0．9

1，627　　　　　　50　　▲12．3

R6　　　　3　　　－
P，663　　　　　　　53　　　▲　11，7

7，508　　　2，558　　　　　工．3　　　　98．02，334　　　1，138　　▲　　0，5　　　　99，79，842　　　3，696　　　　　0．7　　　　98．5

1991

貨　　物　　船油　　送　　船　計

4．515　　　1，554　　▲38．02，308　　　　1，146　　　　　　1，0

U，823　　　2，700　　▲25，9

1，G60　　　　　　　45　　　▲　10．0

R1　　　2　▲33．31，091　　　47　▲11．3

5，575　　　L599　　▲37．5　　　　97．22，339　　　1，148　　　　　0．9　　　　99．87，914　　　2，747　　▲25．7　　　　98，3

姓1 ｢昌盛翻灘耀誓町中驚粧纒篇禦憎悪饒騨蝶騨
19・国内輸送機関別輸送状況

年　月
輸　送 量（百万トン） 輸送トンキロ（億万トンキロ）

内航海運 鉄　　道 自動車 国内航空 計 内航海運 鉄　　道 自動車 国内航空 計

上983年度 438
工21 5，123 0．44 5，683 2，007 276

1，935 4
4，223

1984年度 439 109
5，140 0．49 5，690 2，069 234

1，998
4

4，306
1985年度 452 99

5，048 0．54 5，600 2，058 221
2，059 5

4β44
1986年度 441 90

4，969 O．60 5，500 1，980 206
2ユ61

6
4，352

1987年度 463 83
5，046 0．70 5，593 2，014 206

2，241
6

4，466
1988年度 493 82

5，579 0．80 6，155 ～，126 235
2，461 7

4，829
1989年度 538 83

5β88 0．80 6，510 ～，247 251
2，629 8

5，135
1990年度 575 87

6，l14 0．87 6，777 2，446 272
2，742

8
5，468

（注）　運輸省「還輸白書」による。

20・内航海運の主要品目別輸送実績

輸　　　送　　　量 輸送トンキロ
品　目　別 1989年度 1990年度 1989年度 1990年度

千トン 構成比 千トン 構成比 百万トン
L　　　ロ 溝成比 百万トン

L　　　ロ 構成比
石　　　　炭金　　　　属非金属鉱物

ｻ利・砂・石材セ　メ　ン　ト

ﾎ　油　製　軽
@　　　　械

15，127

U5，912

W2，074
W5，333

T2，923
P36，870
P2，575

3．4

P4．6

P8．2

P8．9

t．7
R0．4

Q．8

12，414

U4，284

X0，560
X0，965
T3，916

P43，773
P3，761

2．6

P3．7

P9．3

P9．4

?１．5

R0．6

Q．9

7，978

R6，188
R9，533

P0，921

Q7β51
S9，631

V，706

4．4

Q0．2

Q2．0

U．1

P5．3

Q7．7

S．3

7，149

R5，205
S7，121

P1，205

Q8，078
T4，284

Wβ59

3．7

P8．3

Q4．6

T．8

H4．7

Q8．3

S．6

合　　　　計 450，814 100．σ 469，673 エGO．e 179308
10G．0 19工，901 工σ0．0

　（注）　運輸省運輸政策局情報管理部「内航船舶輸送統計年報」による。
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編　集　後　記

　最近、企業のさまざまな社会的

貢献活動を指す言葉として「フィ

ランソロピー」が使われている。

フィランソロピー（Philanthoropy）

とは「博愛」「慈善」と訳される

が、その語源はギリシャ語の

“Philanthropia”（人を愛する）に

あり、博愛や慈善より広い意味に

使われており、一般に社会の問題

解決や生活向上のための公益活動

を指している。

　先日、ある大手旅行会社主催の

観光地の清掃活勤に参加した。こ

の催しは社会貢献活動の一環とし

て毎年行われており、今回が8回

目で数カ所の観光地を目的地とし

てそれぞれ400名程度一般から募っ

て開催しているとのことであった。

私も小学生の娘と息子にこの催し

を通じて何か得ることがあればと

この催しに家族で参加し、われわ

れは千葉の鴨川海岸へ行ったのだ

が、そこは事前に清掃されていた

のか、極めてきれいな海岸でゴミ

を捜して収拾するような状況であ

り、なぜこの海岸をゴミ拾いの対

象にするのか疑問に感じた次第で

あった。またその清掃作業も雨が

若干降っていたとの理由で4Q分ほ

どで切り上げられ、近くのホテル

へ移動して昼食となった。昼食中

の参加者の話を聞いていると過去

に参加している方が多いようであ

り、目的はボランティア活動とい

うよりも無料のバス旅行に参加し

ている感じであった。食後、ホテ

ル前の海岸に出てみると先程の海

岸とは比較にならないほど汚れて

おり、こちらをゴミ拾いの対象に

すべきと思われ、何か釈然としな

いものを感じた。

　欧米諸国に比して日本の企業の

社会貢献活動の歴史の浅さに起因

するのであろうが、広報・宣伝活

動の域を出ていないように感ぜら

れた。また、このような活動をよ

り意義のあるものにしていくには

われわれの意識も高めていかなけ

ればならないのではなかろうか。

　さて、今年は不況と政治の混迷

に終始し、企業環境に暗い影を落

とした1年であったが、来る1993

年は明るい年であることを祈りた

い。

　　　第一中央汽船

　　　総務部次長

　　　　　　　　宇津野　好男

〔
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平成4年12月20日発行　毎月1回20日発行N。389昭和47年3月8日第3種郵便物認可7992．し一7．月．20Hを国民の祝日「海の日」に漏諏激　●硬ノ．1．、1．「社団法人日本船主協会船協月報τ992　　@　@　@　@　@　@　@　@賑．内炉　　　　　　　　　　　　．轟一襲．　　　　　　　　　　　華》「乳　　@　@　@　@　@　@織、恥バ、い↑囁、餐弾群銑鵜騨ザ溺禦．　　・冴腿．　　肇漁遡ぐ∵・1慈1麗麗騎1繋箋．．　　　　　　　　　　・＿器鍵　　　　　　了祭畷　ρ懇懇碧叢叢譲鍵難．　@論叢難　　　・　護　　　　　　　　　　　石炭専用船「矢作丸」　　　　　　　　　　　55σ553％、　88，835％　平成4年4月に竣工した本船は中央制御方式、GMDSSなど最新鋭の設備を採用し、豪州炭輸送に従事している。船協月報　平成4年12月号［12　月　号　目　次船舶解撤対策の推進・・………・…・・………昌孟磐。華編隷譲松岡通夫・…一・巻頭言　1．第1回UNCTADサービス委員会海運部会の模様……・……・……・……・………4　2．船舶解撤問題共同検討委員会による・…・・……・……・…　　　　　　　　　　5　　　インド、パキスタンへの船舶解撒ミッション海運界の動き，（　海運各社の決算状況一・………・・一・・…一……・・一・…・一…………・………一…一・・一…・・……・・7特別欄　アメリカとヨーロッパ……　…………・………日本倉庫協会理事長　加藤　書久………10随　想　　「海の日」祝日化運動の経過と署名運動・…………一…・一…………一・…………一一・…13特別欄　　1．内航海運の平成4年度以降5年間の適正船腹量…・……・………・……・…………………・・…17　　2．第5回アジアEDIFACTボード会合の模様…一………………・……………・一…一・……・・19　　3．海上安全船員教育審議会および船員制度近代化委員倉の審議模様………………………20　　4．外国における船舶所得に対する課税状況および配船実績………・……・……・・……………・・21内外情報海運雑学ゼミナール　第33回…………一…・・……・・……・・…・…・・…………・……・・……・…一・…一28海運日誌（11月）・…………・……・…………………30　　　率由だより（理事会の模様・会議日誌・その他）……31海運統計・………．…一・・………・……一・・…………33　　　編集後記……………・・…・…・一…………・…………46船舶解撤対策の推進禺薩磐レ章馬田温血養松岡通夫燭蔀叩匙ぽぞ警じ　　　　いり　　い　9磨4慣囁鼻　本年の日本船主協会通常総会の決議に、近い将来大量の老朽船の発生が見込まれることから、船腹過剰を回避し、海洋環境の保全を図るため、世界的規模で船舶解撤問題に真剣に取り組んでいく必要があるとして、“船舶解撤促進のための環境整備の推進”という項目が取り上げられた。　1989年3月エクソン・バルディス号がアラスカ沖で大量の油流出事故を起こしたことが契機となり、国際海事機関（IMO）は油画防止に関する行動を提示するよう要請され、本年3月に開催されたIMO・MEPCにおいてタンカー構造規制問題の決着がなされた。すなわち、新造船については1993年7月以降に契約されるもの、既存船については1995年7月以降船舶の検査を強化し船齢25年に達した時、それぞれ二重船場が義務付けられた。　（一定の措置を講じた船は船齢30年）　海洋環境の保全はもとより、安全運航、事故防止は海運界に課された命題であり、経営の基本課題である。このためには、バルディス号の例を見るまでもなく事故の大半はヒューマンエラーが関与しているといわれており、まず優秀な船員の確保、育成に一層の努力を払い、混乗化の新しい状況に即した船員管理システムを構築し人為的ミスの根絶をめざしていかねばならないことはいうまでもない。船協月報　平成4年12月号　それと同時に船舶構造面よりの規制が世界的に合意決着をみた以上、この点より波及してくる問題点についての対策が必要となってくる。老齢既存タンカーにダブルハル規制が導入される時点では、その膨大な改造費用を勘案するとこれらの船は解撤に回さざるを得ないと思われる。とりわけ1975年前後に大量建造されたVLCCクラスの大型船（現有わが国VLCCの約35％を占める）の解撤需要が2000年前後に発生するものと考えられる。　一方、これに対する世界の解撤量は1985年の約2，600万総トンをピークに近年著しく減少しており、1990年では約330万総トンにとどまっている。これでは今後大量に発生すると予測される解撤需要に対し、あまりにも能力不足であり、早急にスクラップ促進体制の確立が望まれるところである。　解撤問題は、全世界の船舶がかかわってくること、開発途上国等での解撤ヤードの確保などグローバルな問題であるが、近い将来予測される大量の解撤需要を考えると、船腹過剰、老齢船の事故等不測の事態を避けるためにも、今から国際協調のもとに老朽船がスムーズに解撤に回せるような体制の確立をめざし、その対策に取り組んでいかねばならないのではなかろうか。3海運界の動き1．第1回UNCTADサービス委員会海運部会の模様　題記会議が11月2日目ら6日まで、ジュネーブにて開催された。会議には45力国（先進国18琴唄、途上国22豊国、中国および1日社会主議国4力国）・5国際機関・10民間団体（確認分）が出席した。わが国からは在ジュネーブ代表部藪中参事官、大沢・井手両一等書記官、外務省国連局経済課清水事務官が出席、また当協会から国際部油谷係長がCENSAオブザーバーとして参加した。　UNCTAD（国連貿易開発会議）は本年2月にコロンビアのカルタヘナで開催された第8回総会において、激動する世界情勢を背景に、南北問題を取り巻く環境の変化を考慮して、経済発展のための諸国間の新たな協調を謳った「カルタヘナ　コミットメント」を採択し、その中で事務局組織の大幅改編ならびに付託事項の見直しが決議された。その結果、UNCTADの中核をなす貿易開発理事会（TDB）に直属する従来の7委員会（含む海運）は、新たに「一次産品」「貧困撲滅」「開発途上国間経済協力」「サービス部門開発：開発途上国における競争力あるサービス部門の育成」の4委員会に再編成された。このうち「サービス部門開発」委員会は「サービスー般」「海運」「保険」の3部会で構成されることとなった。その海運部会の付託事項は、従前の海運委員会のそれを原則として引き継ぐ4ものの、カルタヘナコミットメントに従い「開発途上国のサービス部門への参加度を高めること」「開発途上国が漸進的自由化政策を進めるのを支援すること」を新たに盛り込んでいる。　以上の決定を受け、1996年に予定される次回第9回総会までの4年間にわたるUNCTADサービス委員会海運部会のwork　programme（作業計画）を決定すべく、今回の第1回会議が招集された次第である。　会議では、UNCTADの南北問題解決を企図する開発途上国の意見開陳の場としての機能を残しながらも、世界の政治・経済・社会分野における昨今の自由化・民営化の潮流を強く意識して議論が行われた。　先進国側は、事務局原案が全般に不必要に幅を広げ過ぎていると指摘し、事務局の新たな仕事作りと見なされる事項の削除を求めた。一方、途上国側は世界海運がなお一部先進国に牛耳られていると指摘し、後発開発途上国への配慮と海事法制の新たな構築・技術協力・人材開発の重視を求めた。その結果、海事法制面では、現在UNCTADにて審議作成中の条約（共同海損、船舶先取特権・抵当権、傭船契約）を完成させることのみ決定された。最後に、「開発途上国における競争力ある海運サービスの育成」を一応の目標に掲げながら、海運、港湾、複合懸船協月報　平成4年12月号へユ．第1回UNCTADサービス委員会海運部会の模様2．船舶解撤問題共同検討委員会による　インド、パキスタンへの船舶解撒ミッション送・技術開発・コンテナ化、海事法制、人材開発、技術協力の各分野について、作業計画を採択し終了した。なお、2年後の94年前半に、作業計画の申問報告・見直しのための第2回会議が開催される予定である。　以上のように、海運委員会は組織改編により機構縮小を余儀なくされた感が否めないものの、特にアフリカグループを中心とする後発開発途上国がこの場を借りて自由海運を規制しようとする動きは、なお依然として注視する必要がある。2．船舶解撤問題共同検討委員会による　　　インド、パキスタンへの船舶解撤ミッション　　　　当協会、日本造船工業会で構成する船舶解撤　　　問題共同検討委員会は、幹事会を中心に検討を　　　進め、本年6月より9月までに、台湾、韓国、　　　中国に調査団を派遣し、現地関係者との意見交　　　換、解撤ヤードの視察等を行ってきた（本誌1992　　　年8月号および10月号参照）が、今般11月4日　　　から14日までの日程で、インドおよびパキスタ　　　ンにも佐藤同検討委員会幹事長を団長とする総　　　勢4名で構成する調査団を派遣し、解撤業の現）　　状等を調査した。　　　　調査概要は以下のとおりである。1．インド　インドは、1989年より徐々に自由化政策を始め、1991年から本格的に自由化政策を推進している。船舶の解撤は、現在最も活発に行っているグジャラード州においては、1979年ごろより開始され、アラン地区は1983年より開始された。当初は小型船中心の解撤であったのが徐々に大船協月報　平成4年12月号型船も手掛けるようになった。アラン地区の解撤場は、約4キロメートルの海岸で砂浜乗り揚げ方式により行われており、約80隻の解撤船が乗り揚げられていた。もともと中・小型船解撤をターゲットに開発されたため、1プロットの解撤場の広さは最大のものでも幅80メートル、奥行き50メートルであり、大型船の解撤には手狭に見える。海岸は海底が平坦かつ岩盤よりなっており、干潮時には沖合1．5〜2キロメートルまで陸地となり、干満差は4〜6メートルである。解撤船は満潮時に全速で乗り揚げ、一度乗一・’Pヨ！∵響．ポ一一：翅．＼赫．厚蟻・‘璽5り揚げると自動的に固定され、干潮時には船側までクレーンが移動できるので自然の地形を利用した解撤の適地といえる。　労働力は豊富で、インドの各地から集まってきており、クレーン、ウインチ、酸素ガスによる切断作業以外はほぼ人力に頼った方法により実施している。解撤スピードは、現状では小型船は4ヵ月、大型船は1年を要す。約50キロ離れたところにある都市バブナガールには伸鉄工場が多数あり、発生材の処理には問題ないものと思われる。また、国内需要も十分あるとのこと。現状でも隣接同士のプロットが協力すれば大型船も扱えるが、取りあえず今年度は120万LDT／年まではいけそうとのことで、さらに現存のヤードを2倍程度延長し、半年から1年以内に新ヤードを建設する計画もある。この場合、1プロット面積を大きくしVLCC等の大型船も解体可能とする予定。　解撤業の発展の障害となっているものに輸入税負担が重いこと、金利負担が大きいことが挙げられる。　今後の問題点（日本側から支援を得たい）は、解体船購入時の金利負担の軽減、道路の拡充・整備、ガスフリー施設の整備、酸素貯蔵タンクの設置、ジェティ、通船および労働者の宿泊設備等であるとのこと。　インドは、自由化政策の推進と相まって国内の鉄鋼需要の増加傾向、産業の育成の面から船舶解撤を重要な産業と認識し、中央政府、州政府を挙げて船舶解撤業の育成に努力しており、政府サイドの強い熱意と意気込みが感じられた。また、中国と異なり、政府による系統立てた施6策が効果的に行えることもインドの利点と思われる。2．パキスタン　ミルワラブラザース（ガダニビーチで最初に解撤を手掛けたグループ）の案内で視察を行った。ガダニビーチは125のプロットで解撤でき、現在は10区画程度で実施している。海岸は約13キロメートルあり、そのうちの中央部の20〜30区画でVLCCの解撤が可能である。　ガダニビーチがパキスタンで唯一の解撤場である。この理由は、大都市カラチに近いことであり、沿岸地域にはこのほかに大きな都市がないため、解撤が行えても発生材の需要がないので成り立たない。カラチには伸鉄工場が多数あり、発生材の需要には問題ない。　解撤船の購入および解撤実施にはLDT当たり100ドルの税金・手数料がかかる。また、解撤船を購入して海岸に乗り揚げてから税関手続き等を行うが、これが完了するまでに15日から1カ月かかる。VLCCの解撤には約1年を要する。　沖合は200メートルで深くなっており、ともの部分は浮いているためアンカーで固定し、海岸にもチェーンで固定している。　解撤船の市場に出てくる予測が欲しいとのこと。　パキスタンでは政府との接触は行わず、現在、解撤船のブローカー業務を行っている企業からの情報を得るにとどまったため、政府の解撤業育成に対する考え方は聞くことができなかったが、潜在的解撤能力（特に大型船の解撤能力）は大きく、条件さえ整えば同国の鉄鋼需要の範囲で船舶の解撤も増大するものと思われる。船協月報　平成4年12月号（（海運各社の決算状況　海運大手8社の92年9月中間決算は、世界的な景気低迷に伴う海運市況の悪化と、円高による収入の目減りが加わり、前年同期に比べ、増収増益を達成できたのは日本郵船の1社だけで、7社が営業および経常段階で2ケタ台の大幅減益という厳しい決算を余儀なくされた。下期も景気回復が期待できないものとみられ、各社とも93年3月期（通期）の見通しを、今年5月に設定した期初予想より下方修正している。　中間決算では売上高（営業収益〉は、日本郵【1表】　1993年3月期の中間決算日、大阪商船三井船舶、飯野海運の3社が増収を確保したのに対し、他の5社が減収。8社合計の売上高は5億円の減収と、辛うじて横ばいを維持した。　金融収支前の営業利益は、8社合計で前年同期の348億円から228億円へと縮小し、34．5％の減益。増益の日本郵船を除き、5社が40〜50％台の、2社が90％台の減益となった。経常損益の段階でも、金利の低下など営業外収支の改善があったものの、8社合計で18．5％の減益とな海運大手B社業績比較営業収益営業利益経常利益中聞利益日　本　郵　船2，991i238＞（　8．7％）　129i　29＞（28．9％）　71i　5）（　6．3％）　31i△11）（△26．3％）大阪商船三井船舶2，441i　57）〔　2．4％）　43i△46）（△48．3％）　36i△6）（△15、7％）　20i△6）（△23、0％）川　崎　汽　船1，876i△33）（△1．7％）　20i△30＞（△59，2％）　6i△9）（△63．9％｝　1i△33）（△95，7％）ナビックスライン　784i△160）（△17．O％）　　1i△37＞（△98．2％）　12i△4）（△24．4％）　1i△8）（△90、9％）昭　和　海　運　385i△38）〔△9．2％）　10i△　8＞（△45．5％）　3i△5）（△58．8％｝　1i△9）（△85．7％｝新　和　海　運　329i△58）（△15．0％）　11i△　6＞（△35．9％）　2i△3）（△62．0％）　2i△2）（△147．2％）．第一中央汽船　309i△25）〔△7，4％）　　9i△　9）（△49．7％）　5i△4）（△46．7％）　5i　3）（106．6％）飯　野　海　運　232i　14）（　6，6％）　　Gi△13＞〔△97．6％）　2i△5）（△72．3％〉　oi△3）〔△9L3％）8　社　合　計9，347i△　5）一　228i△120＞（△34，5％）137i△31）（△18．5％｝　61i△69）（△53．1％）（単位：億円、億円未満は四捨五入。カッコ内は前年同期比増減で、右欄が％、下段が億用。△はマイナス）船協月報平成4年12月号7【2表】　1993年3月期の中間決算　海運大手8社の部門別営業収益定　期　船不定期専用船油　送　船そ　の　他合　　　　二日　本　郵　船1，452i252）1，217i△34）270i17）51i　4）2，991i238）大阪商船三井船舶1，265i　19）838i　6）296i34）43i△2）2，44王i　57）川　崎　汽　船962i　33）710i△54）191i△13）13i　1）1，876i△33＞ナビックスライン　23i△21）491i△98）200i△26）70i△15）784i△160）昭　和　海　運315i△35）63i　2）　6i△5）385i△39）新　和　海　運293i△63）34i　6）　2i△1）329i△58）第一中央汽船306i△24）　3i△1）309i△25＞飯　野　海　運69i一）163i14＞一（一）232i　14）（単位：億円、億円未満は四捨五入。カッコ内は前年同期比増減。△はマイナス）つた。　こうした減益の最大要因は、不定期船・タンカー市況の低迷と、大幅な円高にある。　不定期船市況はわが国鉄鋼業界の不振を反映し、大型バルカーを中心に低調のまま推移。タシカー市況は景気低迷の中、原油荷動きに顕著な伸びがなく、船腹過剰感からVLCC市況は極めて低調のまま推移。　為替レートは前年同期に比べ、月を追うごとに厳しくなる円高（上位5社の期中平均は1�j；128．63円で、9．17円の円高）が響いた。ドル・コスト化が進んでいる日本郵船の場合でも円高の影響は経常損益ベースで1円にっき半期7，500万円。約9円の円高のため計7億円のマイナスに振れた。　一方、定期船部門は北米定期航路が昨年来の新サービス体制のもとで船留間協調に基づく積み高増や運賃修復からおおむね堅調に推移。運輸省の集計によると、北米航路の赤字額は3社8合計で66億円と前年同期の99億円に比べ33億円縮小した。　売上高を営業部門別にみると、定期船部門は日本郵船、商船三井、川崎汽船とも増収で、特【3表】　海運大手8社の運航船腹量隻　数1，000重量トン日　本　郵　船365i△24）16，533i△　220）大阪商船三井船舶308i△13＞15，164i△1．061）川　崎　汽　船219i△6）10，068i△　430）ナビックスライン169i△6）13，405i△1，021）昭　和　海　運97i△2）6，704i△　156）新　和　海　運102i　1）4，695i　　90）第一中央汽船llOi△2＞4，054i△　346）飯　野　海　運91i△7）3，781i△　158）92年9月末現在。カッコ内は前期（92年3月末）比増減。△はマイナス。船協月報　平成4年12月号（　　　に日本ライナーシステムとの合併効果が加わっ　　　た日本郵船は最大の伸びとなり、首位のシェア　　　に返り咲いた。　　　　不定期専用船（自動車船含む）部門は若干増　　　収の商船三井、横ばいの飯野海運を除き、6社　　　が減収。とりわけナビックスライン、新和海運　　　の減収が目立った。　　　　タンカー（LNG船含む）部門は日本郵船、商　　　船三井の増収が突出し、商船三井はシェアで首　　　位に立った。）　　　　景気の低迷は運航船腹量にも表れている。92　　　年3月期末の時点で、日本郵船、商船三井の運　　　航船腹量は過去最大を記録したが、9月末で両　　　社を含む8社すべてが減少に転じた。　最後に通期（93年3月期）の業績予想をみると、営業損益の段階で増益を確保するのは上期と同様に日本郵船だけで、他の7社は減益を迫【4表】　1993年3月期　海運大手8社業績予想られよう。海運界の業績回復は94年に持ち越されたことになる。　業績見通しの前提となる下期の為替レートは1�j二120円（郵船、商船三井JIl汽、ナビックス、昭和、飯野）から125円（新和、第一中央〉で設定、またバンカー価格（内地C重油〉はトン当たり100�j（郵船）、110�j（商船三井、昭和、第一中央）、115�j（川汽、ナビックス）、125�j（新和、飯野）と想定。　通期の業績見通しは、今年5月の予想に比べ、日本郵船は売上高10億円減、営業利益同一、経常利益10億円減。商船三井は売上高10億円減、営業利益70億円減、経常利益30億円減。川崎汽船は売上高23億円減、営業利益80億円減、経常利益25億円減。ナビックスは売上高25億円減、営業利益35億円減、経常利益15億円減．昭和海運は売上高70億円減、営業利益・経常利益同一となっている。営業収益　　営業利益経常利益当期利益配　当日　本　郵　船5，800i5，691）220i193）140i141）60i65＞4円大阪商船三井船舶4，900i4，809）100k176）70i74）40i23）4円川　崎　汽　船3，770i3，843）80i87）25i17）10i36＞『ナビックスライン1，600i1，807）5（42）5（34）G（5＞一昭　和　海　運780i834）20i31）10i18）10i0）一新　和　海　運640i751）17i32）2（7）0（9）一第一中央汽船640i645）17i3�@12i20）8（5）4円飯　野　海　運450i451）（19）7（14）1（7）4円（単位：億円、億円未満は四捨五入。カッコ内は前年実樹船協月報　平成4年12月号9アメリカとヨーーロッパ日本倉醐会理事長加藤書久　「天は高く、地は広く、人は明るく、物は豊か。外国で、住むなら、旅行なら、アメリカだ」（米国派〉。「いや、歴史と文化の奥行きが違う。人にも、物にも味がある。外国で、住むなら、旅行なら、ヨーロッパだ」（欧州派）。　だいぶ前になるが、運輸省の航空局で国際関係の仕事をしていたころ、アメリカとヨーロッパと、どちらに行きたいか、ということで、時時、議論したことがある。　米国派がアメリカに在住した者に多く、欧州派がヨーロッパ在住経験者に多いのは、当然である。ただし、居住と旅行で区別する意見もあったし、欧米に在住経験のない人たちも、意見が分かれた。　当時の私は、3年間のニューヨーク勤務から帰国して間もなかったこともあり、居住や旅行に関しては、親米派であった。（仕事一航空交渉一が別であることは言うまでもない。日米航空交渉で燃えない者は、日本男児でない、と某先輩は常々、言っておられた。）　さて、この春、久しぶりにアメリカに行った。ロサンゼルスとサンフランシスコ約2週間の旅行であった。　再訪したカリフォルニア大学（UCLA）の広大なキャンパスでは若くて大らかなアメリカを思い、ビバリーヒルズの緑したたる豪邸街に豊かなアメリカを見、ディズニーランドで360度目大スクリーンに次々と現われるグランド・キャニオンを始めとする米国の大自然と、America，the　Beautifu1の合唱に、アメリカの雄大さに酔った若き日を思い出したのである。　私がアメリカに最初に行ったのは、今から約20年前、昭和45年（1970年〉の夏であった。入国したのは、ハワイ州のホノルル。広い高速道路を並走するジープのアメリカ兵を見て、アメリカに来たんだなと実感した。　アメリカでは、その後3年間、ニューヨークに在住した。ニューヨーク州ニューヨーク市クィーンズ区、ケネディ国際空港とラ・ガーディア空港の中間にある16階建てマンションの9階。　20年前のことだから、まず、物の豊富さに驚いた。スーパーに行けば、ステーキ用の肉や大柄な野菜、果物が山と積まれている（今の日本と同じ）。とにかく、物が豊富で、かつ安い。生［0船協月報　平成4年12月号）活が楽ということである。　住居にしても、天井が高くて、広い。冷暖房完備（暖房のない建物は、建築許可が下りない）だし、一言で言えば、快適な住居だ。　家族で旅行に出かける。・原則として自動車である。1年目の夏は、ニューヨーク州を北上して、ナイアガラ経由、トロント、オタワ、モントリオール等のカナダまで約1週間の旅をした。　緑の公園の中を走るような高速道路が延々と続く。町を離れると交通量も急に減るので、家内にも安心して高速道路の運転練習をさせることができた。　通り雨も、．日本では経験しない激しさだ。ドカッと降り出すと、ワイパーもきかず、前が見えなくなる。橋の下などで豪雨の通過を待つよりない。　やがて、モーテルに泊る。芝生の中に、簡素で、清潔で、快適な宿泊施設が建っている。特に、トイレがきれいだ。アメリカの住居は、快適で清潔。この一言につきると思う。　アメリカの観光になると、大自然だと思う。グランド・キャニオンやナイアガラ等の国立公船協月報　平成4年12月号園はもちろんだが、道路沿いの山や砂漠や平原も、アメリカならではの大自然を思い知らせてくれる。　ただし、歴史的建造物などになるヒ、残念ながら、ヨーロッパや日本にはかなわない。建国200年の国だから。それでも、スペイン植民地時代の遺物があったり（セント・オーガスチン他）、なかなか面白い、と思う。　来年（1993年）には、クリントン、ゴアのコンビの新政権が発足する。アメリカびいきとしては、新政権に、病めるアメリカ〔犯罪等）、老いるアメリカ（国内、国際経済）等の最近の暗　　　　　　ふっしょくいイメージを払拭し、若々しいアメリカ、豊かなアメリカのイメージを再現してほしいと思う。もう一つ、昔と今の日本は違う（日本の経済的成長）。国防の問題はあるが、それを含めて、これからは真にイコール・パートナーとしての両国の関係を進めて行くべきと思うのである。　ところで、ヨーロッパへの初旅行は、今から約20年前、昭和48年（1973年）の春。ニューヨークから家族4人で、ローマとパリに行った。当時のパンナムの世界一周便で、「ローマの次は、テヘラン」とアナウンスされていたのを覚えている。そのパンナムも今はない。　ローマでは、明るい陽光とローマ帝国の遺跡が印象的。カタコンベでは、映画「クオバディス」を思う。　パリでは、名所旧跡とナイ．トライフ。子供たちをベビーシッターに預けて、観光バスでのナイトクラブ巡りだったが、リドで舞台の上を馬11が走るショウにはびっくり。この秋にも、同じものをやっていたという。さすが、伝統の国（？）。　ローマもパリも、歴史的な名所旧跡、文化遺産、多彩な食生活、ナイトライフ等の素晴らしさがあるが、ホテル、トイレ等の快適さ、清潔、衛生という点では、アメリカが上というのが、率直な第一印象であった。　以後20年間、海運、航空、海上保安、物流等の関係で、ヨーロッパ各国へは、何度も旅行させていただいた。　舌足らずを承知で、私の印象を一日目言うならば、霧のロンドン、陽光のブライトン、華のパリ、田園の南仏、湖のジュネーブ、音楽の都ウイーン、白夜のヘルシンキ、ライン川のボン、大学町ハイデルベルグ、運河のアムステルダム、静かなハーグ、王宮のブリュッセル等々、いずれも歴史と風格のある、文化の香り高い、奥の深い、山々であり、国々である。観光には、何度も行きたい所である。わが国との経済的関係も強い大事な国々。では、永住するにはどうか。住めば都、きっとそれを望む方々もいるであろう。しかし、アメリカの、あの明るさ、豊かさに比べるとどうか。　やっぱり、私はまだ、あまり進歩していない12ようである。ご教導を賜らねばなるまい。　この夏、久しぶりに家内と外国へ行った（結婚25周年記念の小旅行）．といっても、お近くのシンガポール（人によっては、この辺りは、もはや外国旅行とは言わないとのことであるが）。　私には、約10年ぶりのシンガポールだったが、その活気には驚かされた。ビル、橋、港湾工事等、わが国の2、3年前、バブル最盛期を思わせる建設ラッシュである。人件費も高騰中で、工場も、お隣のインドネシア、マレーシアへ移りはじめたとのこと。　いずれにしても、アメリカ、ヨーロッパはもちろん、平成景気を謳歌していたわが国までも、経済不振のこの時代に、今成長しようとする国があることは、真に頼もしいことである。しかし、香港、中国、特にその東北地方の活気は、さらに激しいものがあるとのこと。その最近の息吹きに触れてみねば、と思う。　アメリカとヨーロッパは、私たちのある種のあこがれであり、関心の的であったし、これからもそうであるに違いない。しかし、身近なアジアも、より大事にしていかねばと、このごろ思う次第である。船協月報　平成4年12月号．〔「海の日」祝日化運動の経過と署名運動）「）．1．「海の日」（7月20日）制定の意義　　わが国は四面を海に囲まれた海洋国家で　　あり、古代より現在まで、物資の輸送、人々　　の交通、外国との文化の交流、食生活にお　　ける海産物、海水浴や潮干狩り、マリンレ　　ジャーなど生活の憩いの場として、広く海　　の恩恵を受けている。また、地球環境を守　　っていくためにも地球上の7割を占める海　　を大切にする必要がある。　　　したがって、国民が海の恩恵に感謝し海　　を大切にする心を育むために、国民の祝日　　「海の日」を制定することはきわめて意義　　深いことである。　　　「海の日」としては、昭和16年に「海の　　記念日」として制定され、50数年にわたっ　　て官民こぞって慶祝してきた7月20日置、　　真夏の始まる時期でもあり、適当であると　　思われる。幸い6月、7月、8月の3ヵ月　　は国民の祝日がないので、その点からも適　　当といえる。　　　「国民の祝日に関する法律」は、第1条　　に「自由と平和を求めてやまない日本国民　　は、美しい風習を育てつつ、よりよき社会、　　より豊かな生活を築きあげるために、ここ　　に国民こぞって祝い、感謝し、または記念船協月報　平成4年12月号する日を定め、これを国民の祝日と名づける」と定義している。「海の日」は、真にこの定義にふさわしい日といえる。2．「海の日」祝日化運動の推進母体　　　7月20日の海の記念日を国民の祝日「海　の日」として制定しようという運動は、昭　和34年から41年までの聞と昭和46年の過去街頭署名用チラシ132回行われており、今回が3度目になる。しかし、全国的組織の下で、地方自治体の意見書採択や署名運動を行うのは今回が始めてである。　この運動の推進母体である『国民の祝日「海の日」制定推進会議』（議長＝日本海事広報協会　永井典彦会長）は、平成3年11月に海事7団体が発起人団体になリスタートした．が、その後、海運・造船・港湾・港運・倉庫・水産・マリンスポーツなど広範な各種団体が参加し、1年後の平成4年11月末には112団体となった。　また、運動を全国的規模で展開するため北海道、東北、新潟、関東、東京、中部、近畿、神戸、中国、四国、九州、沖縄の12カ所に地区推進会議を設けて活動している。（資料1参照）3．地方自治体での意見書採択や署名運動　　推進会議では、すでに宮沢総理大臣をは　　じめ、内閣官房長官、運輸、農水、文部、　労働、自治、厚生各大臣、自民党三役、社　会、公明、民社、社民連、共産各党党首や　連合参議院代表に要望を行った。　　現在、国民の祝日候補として要望がでて　　いるのは「海の日」を含め8つあり（資料　　2参照）、官房長官は国会での質問に対し、　　数多い候補の中から特定の日を選定して祝　　日にすることは困難で、世論全体の中で比　　讃して、国民の意見の高まり、世論の動向　　を慎重に検討する必要があると答弁してい　　る。14　このため推進会議では、全国的に世論を盛り上げるべく地区推進会議を設け、各地域の団体や企業に参加を呼びかけるとともに、地方自治体に「海の日」祝日化の意見書を採択してもらうよう働きかけている。平成4年11月末現在、236の自治体が意見書を採択している。（資料3参照）　また、1，00G万人の署名を目標に、推進会議傘下112団体を通じてタテに、12地区推進会議を通じてヨコに、両面から署名運動を行っており、平成5年4月からは一般の人々を対象に、街頭署名も行う計画である。4．政治家や文化人の支援　　　自民、社会、公明、民社各党の国会議員　約230名が超党派で構成する「海事振興連　盟」（会長：原田憲氏）は、「海の日」祝日　化の決議を行い、その実現を図るため推進　委員会を設け、全国を8ブロックに分けて　　担当者を決め、地方自治体での意見書採択　　を働きかけている。　　　船や海に深い関心を寄せる文化人の集ま　　りである「海洋人の会」（代表世話人：柳原　　良平氏）でも、7月20日の海の記念日を国　　民の祝日「海の日」とすることを決議され、　　この運動を支援している。5．法律改正など今後の方針　　推進会議では、当面、平成5年7月20日　　の海の記念日を目標に、地方自治体におけ　　る意見書の採択と署名運動を行い、その進　　捗具合をみて「国民の祝日に関する法律」船協月報　平成4年12月号）　　の改正を働きかける方針である。　　　これまで、国民運動で国民の祝日が制定　　された例はないが、国民世論の盛り上がり【資料1】　地区推進会議一覧表で実現してこそ、国民の祝日にふさわしいといえる。平成4月11月10日地区推進会議名設立年月日会員数議　　長事務局長TELeAX住　　　　　　　　所北海道地区推進会議平成4年10月19日70川合　一成戸塚　文彦0134−22−2060O134−22−2D60〒047小樽市港町5−3@　　　　　　　北海道運輸局内東北地区推進会議平成4年10月26日一加藤　清寿今村　正雄022−362−4524O22−362−4524〒985塩釜市港町2−13−24@　　　　　　　　　沖宮ビル2F新潟地区推進会議平成4年10月13日50小林　力三吉村　武郎025−247−4799O25−244−9527〒950新潟市万代2−2−1@　　　　　　　　新潟運輸局内関東地区推進会議平成4年9月28日一笹川　陽平佐野　正清045−2D1−6575O45−201−6575〒231横浜市中区海岸通4−2D@　　　　　　　第2国際ピル4F関東地区推進会議@　　　　　（東京）平成4年ll月10日一中澤　徳一桜井　千平03−3472−8266O3−3458−9212〒108港区港南3−9−35@　　　関東運輸局東京海運支局内中部地区推進会議平成4年10月5日110加藤　隆一小島　脩一D52−652−4039O52−652−4039〒455名古屋市港区入船2−2−14．@　　　　　　　　　藤洋ビル3F近畿地区推進会議平成4年9月22日129宮崎　　通谷田　一成05−573−6387O6−573−6387〒552大阪市港区海岸通1−5−25@　　　　　　　商鉛港運ビル2F神戸地区推進会議平成4年9月7日83佐藤　國吉楠田　義文078−392−3248O78−392−3249〒650神戸市中央区海岸通8@　　　　　　　　二巴ビル702号中国地区推進会議平成4年10月2日117仁田　一也高田　博介OS2−253−1987O82−253−1987〒734広島市南区宇品海岸1−12−28@　　　　　瀬戸内海汽船別館2F四国地区推進会議平成4年8月7日130棋田　　昇丸野　知之0878−21−5408O878−51−2006〒760高松市錦町1−1−2開拓ビル3F九州地区推進会議平成4年10月7日25D邑本　義一仲島　貞徳093−321−7D21O93−332−7358〒801北九州市門司区本町1−5@　　　　　　PQrtMoli壱番館6階沖縄地区推進会議平成4年10月7日12D有村　　喬照屋　寛祐098−863−4604O98−863−4604〒90G那覇市泊3一レ8@　　　　　　沖縄海技専門学院内【資料2】祝日化の要望のあった日○メーデー（5月1日）……野党共同提案で、　継続審議中○家庭の日（6月第1土曜日）○婦人の日（3月3日）○海の日（7月20日）○人類総ザンゲの日（反原爆の日）（8月6日、　9日）○健康ハートの日（8月10日目○平和の日（8月15日）○障害者の日（12月9日）船協月報　平成4年12月号【資料3】　都道府県所在地および全国主要港湾関連　　　　　都市における意見書採択状況　　　　　　　　　　　　　　　　平成4年U月末現在議会数i港湾数〉意　見　書ﾌ択議会数都　　道　　府　　県4717県庁所在都市4719特定重要港湾関連都市一一一一一．一一一一一冒一一一一一一一一一一一d要港湾関連都市　　39（21）一一一一一一一一一一一一一@143（112）　20一一一r一一一一一一一一@53合　　　　計�@249（133）92＊県庁所在都市と各港湾関連都市は重複する場合が　ある。その他の採択済み市町村合計　�A144意見書採択議会数ω＋�A23615平成4年の海運界10大ニュース1．アジア船主フォーラムの開催　アジア7地域から32代表が参加、共通の課題として「4つのS」（トレード安定化・スクラップ・船員・航行安全）について討議を続けることとし、今後、毎年メンバー間持ち回り開催を決定（次回は韓国）。　また、従来どおり日韓（第5回）・日台（第2回）船主協会会談も実施され、アジア船主団体との関係がさらに強化された。2．海造審が26年ぶりに内航海運対策のあり方　について答申　今後の内航海運対策の基本的認識を従前の過剰船腹、中小零細事業者対策から船員確保対策等新たな視点を加えた構造改善対策等の推進、今後の経済情勢に対応した安定輸送の確保およびトラックから海運へのモーダルシフトの社会的要請への対応など、の観点からの新たな内航海運対策へ重点を移行。船腹調整制度は維持するも運用面で弾力化へ。3．日本人船員確保育成推進活動の活発化「推進会議」を中心に官公労使が連携し、外航船員の仕事と生活などを紹介するビデオ・パンフレットを制作し、中高生および船員教育機関学生への広報が展開された。また、「内航船員不足問題懇談会」の議論が進展するとともに、PR活動等が活発に実施された。4．タンカーのダブルハル化に関するMARPOL　条約改正付属書の採択　国際海事機関（IMO）は、本年3月、海洋環境保護委員会において、1993年7月6日以降契約する新造タンカー（5，000％以上）に対し、二重船殼構造等を義務付ける改正規則を採択した。また、船舶からの大気汚染防止措置に関する審議も開始された。5．油濁2条約（69CLC／71FC）を改正する新　議定書の採択　新議定書により、油濁に対する船主責任と荷主補償それぞれの限度額が引き上げられるとともに、一国当たりの年間荷主拠出金の合計に上（平成4年12月14日発表）限を設ける「キャッピング制度Jの導入が決定された。6．ヘーグ・ウィスビールール批准に向けた国　際海上物品運送法の一部改正　改正法は、運送人の責任限度額を引き上げるとともに、コンテナ1本を1パッケージとみなすことができるようにするなど、輸送のコンテナ化に対応した内容となり、欧州諸国と同様の法制度となった。7．スクラップ促進に向け日本造船工業会と共　同で活動開始　当協会および日本造船工業会は、船舶解撤問題共同委員会を設立し船舶解撤の重要性を内外の関係業界および関係官庁に訴えるとともに、船舶解撤促進の環境作りのための具体的検討を開始した。　その一環として、中国・インド・パキスタン等を訪問し、解撒能力見極めの実態調査を行った。8．小型内航船にも労働時間等の規定を適用す　る船員法の一部改正および甲板部定員6名の　廃止　700％未満の内航船に適用される労働時間等を規定する省令（小中則）が廃止され、船員法に一本化されるとともに、乗組員の定員は船舶ごとに定められること．となった。9．船舶保険料、21年ぶりに値上げ　当協会と日本船舶保険連盟との間で行われた1992年度船舶保険料改定交渉では、近年の船舶保険成績の悪化により、全般的料率の引き上げなどにより総額で約8％の保険料引き上げが1971年以来21年ぶりに合意された。田．国民の祝日「海の日」制定のための1千万　人目標の署名運動を開始　国民の祝日「海の日」制定推進会議（参加ユ12団体）は、全国規模で国民世論の盛り上げを図るため全国に12の地区推進会議を設け、地方自治体での意見書採択の促進と1千万人を目標とする署名運動を開始した。16船協月報　平成4年12月号．（1．内航海運の平成4年度以降5年間の適正船腹量2．第5回アジアEDIFACTボード会合の模様3．海上安全船員教育審議会および船員制度近代化委員会の　審議模様4．外国における船砿所得に対する課税状況および配船実績1．内航海運の平成4年度以降5年間の適正船腹量　海運造船合理化審議会（齋藤裕委員長）は、平成4年11月26日、内航部会（眞島健部会長）を開催し、運輸大臣より11月6日付（諮問第113号）で諮問のあった「内航海運業の用に供する船舶の平成4年度以降5年間の各年度の適正な船腹量」を審議した結果、同日付で資料1のとおり答申した。　本適正船腹量の設定は、運輸大臣が内航海運業の健全な発展を図る上での長期的指針とするため、内航海運業法第2条の2の規定に基づき実施されているものであり、内航海運業者に船舶建造の中長期的指針を与えるとともに、運輸大臣が船舶量の最高限度を設定するか否かを判断．する基準となるものである。　また、適正船腹量は、主要内航輸送貨物の需給事業およびその他の経済事情を勘案し、海造審の意見を聞いた上で貨物船、セメント専用船、油送船等6船種ごとに設定、告示することとなっている。（資料2参照〉　具体的には、日本内航海運組合総運合会が実施するスクラップアンドビルド事業の基礎資料となっている。　今回答申された4年度以降5年間の適正船腹量は景気後退のあおりを受け、前年度答申に比べ、自動車専用船を除くすべての船種で下方修正された。　4年度の適正船腹量は6四種合計で367万7，000％となっており、4年6月末日現在の現有船腹量384万6，000％に比して16万9，000％と、好調な国内景気を　　　　　　　ひっぱく背景に船腹量が逼迫していた昨年度と比べ、全体的に船舶量に過剰感が出てきたことを示す内容となっている。しかしながら油送船は適正船腹量が下方修正されながらも、依然として船腹の逼迫感が強く8年度までの5年間、船腹量は不足すると見込まれている。【資料1】　　　内航海運業の用に供する船舶の適正な　　　船腹量について　海運造船合理化審議会は、運輸大臣諮問第113号をもって本審議会に諮問された「内航海運業の用に供する船舶の平成4年度以降5年間の各年度の適正な船腹量」について、別表のとおり答申する。船協月報　平成4年12月号17【別表】　平成4年度〜8年度内航適正船腹量（単位：千％）適　　　　正　　　　船　　　　腹　　　　量船　　　種現有船腹量i4．6．30現在〉4年度5年度6年度7年度8年度貨　　物　　船1，6511，564i87）／，581i70）1，594i57）1，607i44）1，620i3D自動車専用船163　148i15）153i1�@163i　�@　171i△s）　181i△18）土・砂利・石材黶@　用　　船429356i73）366i63｝376i53＞376i53）376i53）油　　送　　船894898i△4）go7i△13）898i△4）903i△9）914i△20）セメント専用船426427i△1）443i△17）462i△36）469i△43）476i△50＞特殊タンク船283284i△1）287i△4）289i△6）292i△9）294i△11）　（注）カッコ内は、4年6月30日現在の現有船腹量に対する過剰船腹量。【資料2】　船種別輸送量の見通し実　　　　　績推　　　　　　計船　　　種品　　　目単　位6263元2345678石　　　　　炭百万トン12．012．011．61L29．99．79．79．79．79．7鉄　　　　　鋼百万トン50．757．060．561．361．355．656．357．057．658．3貨　　物　　船石　　灰　　石百万トン46．850．953．156．059．355．456．O55．657．357．9そ　　の　　他百万トン8S．380．184．099．1105．398．399．499．8lDO．4100．9小　　　　　計百万トン197．820D．0209．2227．6235．8219．0221．4223．1225．0226．8自動車専用船自　　動　　車百万台S万トン2．9R．23．0R．33．4R．83．8S．23．8S．23．9S．74．0S．84．2T．14．5T．44．7T．7土・砂利・石材黶@　用　　船土・砂利・石材百万トン142．6　．P49．3158．1166．4142．2126．7130．3133．9133．9133．9黒　　　　　油百万キロ潟bトルS2，983．087．895．194．291．29L187．286．787．3白　　　　　油百万キロ潟bトル92．395．596．0102．7工04．5106．5108．1lO9．6110．9l12．5油　　送　　船油．　　　脂百万キロ潟bトルLl1．21．11．1o．91．01．01．01．01．oケ　ミ　カ　ル百万キロ潟bトル16．217ユ17．718．418．017．818．318．819．219．7小　　　　　計百万キロ潟bトル192．5196．8202．6217．3217．6216．5218．5216．6217．8220．5セメント専用船セ　メ　ン　ト百万トン39．443．144．349．352．451．853．856ユ57．057．8特殊タンク船高圧ガス等百万トン26．026．027．928．428．227．627．828．12S．328．618船協月報　平成4年12月号（（2．第5回アジアEDIFACTボード会合の模様　国連欧州経済委員会（注1）では、EDI（注2）のための統一規則として、UN／EDIFACT（注3）の開発を行っている。（詳細は本誌1992年6月号P．26参照）（注1）UN／ECE：Unlted　Nations／Economic　　　Commission　fQr　Europe（注2）Electronic　Data　Interchange（注3）Urlited　Nations／Electronic　Data　Inter．　　　change　for　Administration，　Commerce　　　and　Transport　こうしたUN／EDIFACTの開発・保守。啓蒙普及等を国際的に推進するため、ラポーター（Rappor−teur）と呼ばれる専門家が西欧・東欧・汎米・豪州／NZ・アジアの5地域で各1名ずつ任命されており、ラポーターの活動を円滑に推進するための支援組織として、各担当地域ごとにEDIFACTボードが設置されている。　アジア地域では、当協会情報システム専門委員会委員でもある伊東健治氏（日本貿易関係手続簡易化協会理事〉がラポーターに任命されており、アジアEDIFACTボード（ASEB）がその活動を支援している。　1992年10月29・30日、アジアEDIFACTボードの第5回千守がソウルで開催され、正式メンバーの日本、シンガポール、韓国、中国、マレーシア、インドの6力国ならびに台湾、さらにオブザーバーとして香港、モンゴルが参加し、出席者総数は約60名であった。　わが国からは、当協会からの以下4名を含め11名が参加した。　大阪商船三井船舶　情報システム室室長代理　　　　　　　　　　　　　　　　　岡本　秀徳　NYKシステム総研　主席研究員　　細貝　丈明　川崎汽船　情報開発部情報推進室次長　　　　　　　　　　　　　　　　　鬼頭　吉雄　当協会　業務部業務第一課長　　　　園田　裕一　会議では、役員の交代、規約の改正、新メンバー国（インド）の紹介などに続き、UN／EDIFACTに関する域内状況一般レポートや92年9月に開催されたJRTとECE／WP　4各会合の模様（詳細は本誌1992年11月号P．34・36参照）などがラポーターから報告され、各国代表からは自国のUN／EDIFACT普及進捗状況が報告された。また、28日に開催された金融・技術評価・普及啓蒙の各WG議長からは、それぞれのWGの結果報告が行われた。　これに加え、わが国からアジア域内共通メッセージ開発のための運輸WGの設置提案を行い、基本的な支持を得た。これは、当協会／物流EDI研究会で進めてきたBAYPLAN（コンテナ船積み付けプラン）の国内共通メッセージが、93年春までには完成する見通しであることから、完成次第、同WGを通じてASEB各国の関係者（船社・ターミナルオペレーター等）に提示し、アジア共通メッセージとして開発していくことを目指すものである。本提案は、韓国・マレーシアがWG設置支持を即座に表明したほか、議長もすべてのメンバー国の参加を呼び掛けるなど、好意的に受け止められており、次回ボード会議（93年5月）の際に初回WGが開催される見込みである。船協月報　平成4年12月号193．海上安全船員教育審議会および船員制度近代化委員会の審議模様　海上安全船員教育審議会は、10月29日船舶職員部会を開催し、P段階近代化船の設備等および乗り組み基準の制定について運輸大臣へ答申した。（資料参照）　今回の答申は、第三次総合実験（P実験）の結果が良好であったことから、新たな基準を制定することの妥当性が確認されたため、本年6月船員制度近代化委員会よりその制度化について提言がな．されたことを受けたものである。　これにより、平成5年4月上旬の施行を目途に船舶職員法施行令および同法施行規則の改正作業が進められ、現在運航されている第三種近代化船（C段階）より3人減の11名による就労体制が法制化されることとなった。　その概要は以下のとおりである。1．近代化船の基準　�@新たに、第四種近代化船の基準を設ける。　�A第四種近代化船は、第三種近代化船の基準に、　　「船橋ウイングにおける機関の遠隔操縦装置お　　よび操舵装置」を付加する。2．第四種近代化船の乗り組み基準　�@一等航海士および一等機関士について運航士　　化を図り、運航士（四号職務）および運航士（五　　号職務）とする。　�A第三種近代化船の乗り組み基準から運航士（三　　号職務）ま名を減じる。　一方、上記審議会に先立ち、10月28日、第103回船員制度近代化委員会が開催され、第三次総合実験（P実験）の結果を受け、制度面の措置を中心に審議が行われた。　その概要は以下のとおりである。201．近代化船の設備等の基準および乗り組み基準について、上記答申のたたき台となる事務局案が提出され、これを承認した。2．船員制度近代化委員会第四次提言（今後の船員制度近代化のあり方）への対応として、海外貸し渡しを行った船舶で近代化船と同等の設備を有す　る船舶について、近代化船として認定できるよう、　申請に係る手続きを定める事務局案が提出され、　これを承認した。3．船員法の定員規定の改正に伴い、P実験に関し　て必要となる法令の整備については、法改正に伴　う省令等の改正により対応する。船舶技士、乗り　組み基準外運航士に係る要件については、法第117　条の2の規定に基づく省令により規定する。これ　により第四次提言にも対応することが可能となる　旨事務局より報告された。4．第三次総合実験船によるGMDSSを取り入れた　実験については、すでに4隻の実験実施方案が承　認され実験が開始されているが、今回「ありげ一　た一りばてい」（大阪商船三井船舶〉の実験実施方　案が提出され、これを承認したρこれにより、当　初の予定どおり5隻による実験が行われることに　なった。【資料】　　諮問第31号「最近の船舶における技術　　　の進歩等に対応した近代化船の乗組み　　　基準等の改正について」（答申）　平成4年10月29日付け運技第204号をもって諮問のあった標記については、審議の結果、別紙のとおり結論を得たので答申する。船協月報　平成4年12月号【別紙】1　近代化船の基準　船舶職員法第2条第3項の船舶の設備その他の事項に関し運輸省令で定める基準に適合する船舶（第一種近代化船、第二種近代化船及び第三種近代化船〉に、新たに第四種近代化船を加え四種類とし、第四種近代化船の基準を次の各号に掲げる基準とする。　（D　機関区域無人化船であること。　�A　第三種近代化船の設備に加え、船橋ウイング　　における機関の遠隔操縦装置及び操舵装置を有　　すること。　（3）遠洋区域を航行区域とする総トン数5，000トン　　以上、出力6，000キロワット以上の船舶であるこ　　と。　�求@陸上支援体制が確保されていることについて、　運輸大臣の認定を受けたものであること。2　近代化船の乗組み基準（1）第四種近代化船の乗組み基準は、第三種近代　化船における乗組み基準のうち一等航海士及び　一等機関士を運航士（四号職務）及び運航士（五　号職務）に、運航士（三号職務）2名を1名に　代えたものとする。　�A　運航士（四号職務）については、これに代え　　て、一等航海士及び運航士（二号職務）を、運　航士（五号職務）については、これに代えて、　　一等機関士及び運航士（一号職務）を、運航士　　〔三号職務）については、これに代えて、運航　　士（一号職務）及び運航士（二号職務）をそれ　　ぞれ乗り組ませることができることとする。4．外国における船舶所得に対する課税状況および配船実績　当協会では、毎年、会員会社の外国における船舶所得に対する課税状況および各国への配船実績について調査を行い、外国税に関する諸問題の参考資料に供しているが、1991年度分についても、1992年10月現在の会員会社164社を対象に調査し、回答のあった該当会社（納税会社27社、配船会社47社）について集計を行った（資料1。2参照〉。　本資料は、租税条約等の早期締結を図り、国際運輸業所得に対する二重課税を回避するための一助とすべく、大蔵省1主税局国際租税課、国税庁長官官房国際業務室、ならびに運輸省海上交通局外航課等に参考資料として提出することとしている。船協月報　平成4年12月号21【資料1】　外国における船舶所得に対する課税状況一覧表（1991年度納付実績）（単位＝千円〉国　　　名課税対象納　　　　　税　　　　　額追徴還付1納ﾅ［ncome　Tax等、納税額合計納税運　　賃税額金額額順位．対運賃比（％）　　　　l　　　　l園運賃比社数北　　朝　　鮮450β84　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1P3、357：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　13，357　　　　　　　　　．192．96　12．963一．一一一一一一一7．一．一一一一一一一D−．一一　一　一　一　一　．　一　一　一「　一　一　一　一　−−　一　一　一　一　一　一　一　一　一　匿．．　一　一　一　一　一　一　一　一一一一一一一一一|匿．一一一　　　　瑠一一一．−一一一一一一一一一一一冒．一一ア台　　　　　湾3，737，654117、294：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　l17，29463．13　一一R．13一一一T一一一一一一一ﾑ−一一一一一一一一一|一．一一一一一@一胃　一　國一　一一．一一　一　−一　．一　一一　一一一　一一　匿　．一．一　一一一　一一　一−　一一一一一一一一冒．−一一一一一一−一．一一一一一一一香　　　　　港一一一．−．一一一一一一一一一　lO，000．一一一一一一一一　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ih65・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　165　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1一一一一一|．一一一一一29−7匿1．651冒−一一一一一一一一　　1．65冒．一Pフ　ィ　リ　ピン冒．一．一一一一一一一一一冒．11．062β06一一一一一一一−−＝ill頭聖lll璽ξ竃i三面li　1工7一一−一．一2．一一一一一一一一一一一τ’ﾑ一一一一一一一−一@　1．50　　1一一一一一π−一一一一」一一一一一冒一一一一3．53一一一P4ジタ　　　　　イー一一一一．一．一一一一一一一}　レ　一　シ　アー一一r冒．’一一一一一一一一2，OI6，026一一π．一一一一一Qβ09，559．一一一一一一一一3・2、796iBusilless　Ta登慧9gi　3・5，695一　一　．　．　一　一　一　一　一　　　一　一　．　一　．　一　一　一　一　一　一　罰　−　一　一　一．一　一　一　一　一　r　匿　．　一Q9型ql？野田署迄麺1一一一！姻§5，891一一一一一πQ，924一一一一−一一一一一一一D一一一一一D一一一一一3一一一8一一．　　1．5。　1馳一一h黶一一一一一一”’一一一一	．512D62	一一1U一一一lD　，一rトバ塔Nファシュ	，064，689	　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．8T．175；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　85，175		．00	一一一冒黶D「鼈鼈鼈鼈鼈鼈黶D一一　@　　8．00	一一3胃−．一．一一一一一一一一．	一一一一一一一−	　一　一　一　一　一　一　−　一　ド　一　一　一　一　一　一　一　一　一　．　一　．　一　一　一　一ヒー　一　．　一　．　一　一　一　一	一一匿|一	一一一一一	一一	一一	一一−黶D一一一一一一一一．一一一一	一πζ　ヤ　ン　マ　一一鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈黶D|．一一一	23，305一一一一7−一L一	一一一一一1鼈鼈黶D一	5一一一	　1．751一一一−一■一一一一一ぜ一一一−一．一一	．75		キ　ス　タ　ンー一一一一一一．一一一一一一一	，928，603一一一π．國一一一	　　　　　　　　　」　P54、288：　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　154，288一　一　一　一　．　一　一　一　一　ト　一　一　一　7　−　一　．　一　一　一　一　一　一　尼　−　一印一　一　一　一　一　一　一　一　−	一一一	　8．DOτ．一．一一一一一一一	一一8DDO	■一4　　ン　　ドー一一一一一−．一一一一一一一	9β91，S88一τ．一一一一一一	1獅一一一一一一．一一一一一	一一π	　2．40．一一一一一一一一一−	．一一一一一一一7　Q．40．一一一一一一一−一	．一1R　リ　ラ　ンカ	，／07，948	6，646：Sur⊂harge　　　　　　4：　　　16，650	8	50	．50	一一3一一一7D一i一一一一一一一	一．一一一一一一	　匿　．　’　一　一　一　一　一」　τ　．　．　一　．　一　一　一　一　一　一　−　一　一　一　一．一　一　一　一　π　−　．　一　一	一一一一一	π．	　　ト　ナ　ム	，415，423	　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13W．8951　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I	8β951一繭	3	一一一一一一一−鼈黶@@2．74	一一一一一胃D一一P一一一　Q、74		ウジアラピアー一	36，727	．一重§二塑L一＿．一一一一一一一＿1一一一里ττ§L」生q巨	冒．一一一	o一一	　10．95一τ−−．一一一一一一一一	　i10．95		ー一：?fタ[ージー「c一一一一．一幽一一一一一一一一■−．一一一一一一一一一7冒	，760	　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　@2921　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　292　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1一一一一一一一一一　　　「　一　一　一　一　．　一　一　一　−　−　一　一　一　一　一　一1一　尼　−　一　．　一　一　一　一　，　一　一　一　．　一　一	一一一一一	7−一一	　3，00一一一一一一一．一一一	一一一一一一一一匿　R，00一一一一一一匿．一	一一1　　ル　　コ	　970，939一一一一−−．一一	8，059：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　68、059		．00	　一7D00	一一2	一一一一一一一冒D一．一一一	　一　一　一　一　冒　．　一　一L　一　一　一　一　丁　匿　．　一　i　一　一　一　一　一　7　．．一　一　一　一　一　一　一　一　一	．一一一一	一一τD一	一一	一一一7|一圃一一一	　　ラ　　ン	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I．@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1	，572	2	一一一−鼈鼈鼈鼈	一πPセ	プアニューギニア	，230，807	1，854：　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　51，854	1	．32	．32	l	一一一一一一一一一冒．一．一	一一一一一一−D	一一　鼈黶@一−　−　一L　一一一　一．一一　一　．一　一一　一一　一一1−　−一　一一　一一一一	一一−鼈	一ア	ロモン諸島	0，OO3	．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19ODI　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　900　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1	一一一一一	．一2S	一一一一一一一一D一　@2、24	一一一一一7|一一　Q、24	一一1ァテマラ．一一一一一一一一τ冒．一．一	一照ヌ野」	32，091　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　32，091一一一一一一r−．L一一一一．一一一丁一．一一一一一1一一一τ−一．一一	一一一一．	一一一一一	5一一7	　5．10．一．一一一一一一一一	5．10−一一一一一	中	ンジュラス	53	I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I1V1　　　　　　　　　1　　　17　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．	1	．75	一一一一3D75	一一1一一一一7D一一一一一一一一	一7|一一		カ　ラ　グア．一一一一一一一一一一一一．ーパ@　ナ　　マー一一一一冒匿一一一’一一一一ベlズエラー一．一一一一一一一一一一一一	　　llC493，7281C005，666	通｝1［1：唾ll墜：二1｛｛＝：…：：：：｝lill　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I咽奄宴h灘：＝＝＝：：二…：：：；；叢	一一一一一　P10一一一一一．一|一一一一	一一一一匿|．一一一一一一一一一一一一一7胃一	．一2O一一一14一一一12一一’	一一一一一一7ｽ．一　@3．76一一−一．一一一一一一　@2．40−一一一一一一一一一一　@旦．34	一一一一一一−鼈黶@S．04一一一−．一一一一一　Q．40π匿−一一一一一一一　S．34	一一3鼈黶|3−−．4　ロ　ン　ビア	09，116	　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16C225：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　6，225	1	一一一一一一罰ｽ．一　@2．00	一一一一一一一ｽ一　Q．00	一一3一一一一一冒|匿．一．一．一	一一一一一．鼈	　一　一　一　一　一　胃　冒　．　b　一　一　一　一　．　一　一　一　τ　一　．　一　一　一　一　一1一　一　一　−　−　一　．　一　一	一一一一．	一一一一一	一一	π−一．一一一一一一	一一匿D一山一一一	一．　ク　ア　ドル．一．一一一一一一一一一一一一	84，963	　　　　3，492　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　3．492一・−一一一一一一弓匿．一一一一一一一．一一一一＿．一一一一一一、−一一1一一一一一一一一一	−一一一一	3一．一	．72	．75	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．	一一一一一	一一一一一一一7|一	一一一一一一一一−	一一　　　　　リ	14，224	5，710　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　25，710	6	．00	．00		一．一．|．一一一一一一一一コ@スタ　リカ國一一一一一一一一一一一一■一	一一匿D一一一一　Q．655一一一一一一一一匿	　一　一　−　冒　．　．　一　i」　一　一　一　一　．　．　−　．　一　一　一　一　一　一　一　r」　．　一　．　一　一　一　一　一　@　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　@344．　　　　　　　　　　1　　　344一一一一一一一一一：一一一一・．一一一一一一一・一一一：一一一一一一一一一	一一一一D．齬H一一一	一一一一一一黶|ｽ−一	一一2U	一一一一一一一一一一　P2．95	匿−一一一一一一一　P2，95	一．Q一一	一一一一−D一一一一	一一一一一一冒鼈	一一ラグアイ	，949	18：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　／18	0	．99	．99		　　ニ　　アー一一一一一一一一一■．一一一	167．014一一一一一一．一．	　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　T．845：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　5．845　　　　　　　　　　1一　一　一　一　一　一　一　一　．「　．　一　一　一　．　一　一　一　一　一　．　一　．　一　一　一1一　一　一　一　一　一　一　一　．	一一一一一	2一一	．50	．50	一一冒|匿		一一一一一匿|一一一	一一一一一一一匿|	一一1	L乳とブー丘エー　アルジェリア	634．517冒．一一一一一一一　P．798	583一一7−一・	一一一一一	7一一−28	　3．48一一一一一一一一一一一　@9．95	3、48一匿−一一一一一一一　X．95	−7．1一一一一一．−D	　一　一　一　一　一　一　一　−門　．　一　一　一　．一　一　一　一　一　一　冒　．　一　一　一．一　一　一　一　一　一　一　一　−	一’一一一		一ヂ存三−。’デー	，131，945	42，63S：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　142，638　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1	一一一一冒	．一5	一一一一一一胃黶D一　@2、00	一一一一一一一一−@2．00	一一1　　　　計	1，842，752	　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12A185．212　：　　　　　　　　　　　234，030：2，419．242	7，612	5，874	．90	．98	注）本日は、日本船主協会会員会社からの調査回答のうち、納税実績のあった27社の集計である。2協月報　平成4年12月号〔ezftUZIUbM± A*Uuaeel';u.y[s:/I･asti>si,.sfigo.NQf'･"gstt"q}g"//.rltsee"s'"s-,tr･tLitg,ilgen9ge.#se.LtssgslktK\)11kNxtKlXsw//1//1////1//1Y!-!).!7!e!Y･:"I"iXtr!tilts-li.1.i.!S.!N).I?1/iII<i･i/l･e,'INIwl/K･･i/r:/l/Hl･!:ylSv!:t:Xi[!H!!:yit:N[::xifK.ixtr.]1-Gvi-Iix"iui[i[i4iiiyi''''''rr.''i'''i,y':y':k･':u!ai-I'Nk]xI.I"K･ix'I'"Iy':N/1/tl//////////1/di:"t:N:M:).:N:ka:).:).:e:mb:Ntr:>4:K･:k:.#:".:-s..-!!!1!!!x'::!Irl":Y!l.!L!":"!"L:!IY1'i')/l'X/yl･+ui/:.I･gl/i･i･I/･l･l1!![l:!Ktl!:1V![lXS!\,!)-I-i･!Y:Y!'":IHi!ev]-i.:e!'y-[it!pm:s{lT.I'..IK''!]･!:1.!l!Xll:.Ike.d!l:-'D!!!Yl"1/!yll-.iINiX'!iK･I'/1/$Rer/nall>re"ab!1::!!lll!!l!1!II!:!lll!![!!!1!mbaxe!1:::llll!ll!!I!:o!o:!ol!lo:o![lo:!o:!.Y.K.Ntrit!!1::IOI!1!OIO!i!O!o!o:o!ol!ol!!o[!o:lolo!o!o[o$.-P.-[MIlll!!!!!!II:!:!o:o!o]o[!!!o:o!o!!ol!o!I-Y'i.KaL-tiYKbyN--S.!!!11!ll![[::!lll!![!I!:!:!lI!:.gp,in>1!!!l!o!!o!o:o:o:lo!oo!!![!:!:!!!ol!o!:ol:oljt.-ffNLml!!!ollol!o!o:o:ol:o!o![O!:O!:!l!O]!O!Iol!o!ol-eK･KtithElll!!!o!ll:1:lo!!:ol:o!:!1!olIo!:o!ololo!tt4.sulj.enl!!!!!l!!lli!!!o:o!:o!]!lIo!o:o!:ol1//･o/o/Y-S."±XdW-S.H-XlrYN!1!!!I!1!!1!!I!:!l!!I!:!o!!1!10!lg.p,{#!!!!!I!!!ll!![l:o!!I!I!:o!:!lo!!olo!B--M#!!ll!I!!l]!!![!1!1[!:!:!O!Oll!![olge\\enyas!!!!III!!]1!![llo!o!o[olo:!:o!o:o!ololo!o:o!oB\),enM,S=-o!o:o!o!/o:o･o[olo!o//lo:o/////1//O･O/OiObOiOiO/OiOiOiOiO/O//o:olo$p,ij=-l:o!!!lo:[i!o!!!:o!o!o:o!o:o!o:!lo!o:o!!ol!o:olomacr-,ttin.el:I!!!!::!!!ll[!Il:!:!:!l!!:!:lmbem#>el>eDtt!:i!o!!o::o:o!o!ol!lo!l[o!o:!o:l:olol!!o:lo!ol-YLk.Ktrme\)tsII!!!1:::!!l!:!lo:!:!1!:l]!!:!:lk'-.K4Lsues/l///tlll//1/1/1//1/11/1///1/･iOtwgeev,gesu[[[!:!!!!!::!!!ll!!:l:!1!!!olI!:!o:!maempt.el:･!:I!!l:[!!!!!lI!:!1!ol!!Io!o:!!!ol!necr#,XN'!:o[:!lo::o:o!o!o!!o]oI!o:!olo!olo!!o:o!o:!olololo:oK'iNvlL>4Kty"rr."}!i::IOI:::!!!l!:!ll1!O!!!O:l:!l!Ol["S,IL//1/////1/////i'O'i/'O'''O'OiO'/o･/o/o･Bpmer,blm!!l:i!!l!!!!!!:!]!!1!:!:!l!!I!Imu>timo:o!o!ol!O!O!OIOIO!O!OIO!O!O[ololo!olo:o!o:olo:o!olo!o!o[olo!ott"-.nblm:!1!!!O!ol1!!!!!:!:o!!:!ll!o!1Io!:!!rtlnymum!!o!ll!o!ololo!Io![!o:!OIO!!!Ol1!10!O![ol:o!1SY,Yrr."Y.-X>1"f[t/////111/////･/･･i･oi･/o/o･o//1,/O･OV4LenBmo:o!o!o!lo!o!o!olo:o:o::o!ol!o!olo!o:o!ololo!o:o!o:o!]o!o!om]e#',l[[mst-ff>-1!!l!!!!!:l!1!!!ol:!:!![l:!1!1!l-ijL$bl,tfi･X-!o!!o!!!o!lolo:o:ol]o!o!!o!o:o!o:o!olo:o!o:o!o:o!///io･oioB--X[[llol!!!lo!llllolo"ol!o!olo!lo!l:o!o:o!1!olo[olowher.,ev･ag/!I//1･,!//o//･o'10''''O'':O/iO//o･io･o/o1thors,l]=ul:o:[o!lo:[o[olo!o!!:ollo!o!olo!:!lol"!o:!ololofiB?Hy･er.n,=:!1::!::[!l!!l!ol!:!o:!]!o!!lol!o!olBn.rrgll=d:!1::!]1:!!!!!!:!:!]!II!:!!!o![g]arff.'ny,k>-,:!]::!ll:o!o!!!!o:o:o!1!!Ilo!oll!o!Io!o:ts･･em'ts"f"!!!l:!!!/I/ii!:1/!,o/:!:!1/!:!o･BX;,ce>F1!!!llll!::::!:o:o::Ii::o:o:o:[!:o!iBsuevfl!!!!!!o!!lo!:11!o!lo!o:o!lo!l!o!olol:o!:o!olmuemrex!!!!lll!!:1:1!!1!ol!lo!!Ioloio!:o!///iO'O'-y.ytlteer,i"X.X!!!!!!lll:lllll10!Ol!!0I!:OIO!O!lo!!OIO!Ycalta.LMl:!!!:I!I!!l!:!lo!ol!olo:!o:o!olo!!o[l･o/osBin.Lnv!:[!!:[I:l!!!:!lol!I!:!lo!1[li!ii$Xlj.LX!::Io!:o:[:ololo!!:o!!o!lo[o!:o!!o!!:o!o!!o:o!u.,Lyxlyta.ex!::[!]o!!!!!!!:o!lo!!oi!:!!ol!!!o:!lo!deff'rvl"l`2:!ll::-"-:-:-:-:!lvw:vi:-n:A:":A:co!VllO1V\)!w!W!N!M1caI///1//I///1/"J/N/-1-/N//eJ1N/N/-Its!o:c!cD:-!ej!a\):'Jl!el"lulla!o!mlw!oo:v,l.1////lp'/N/-\\-11/ll>re"ti>Sgy!llll!!!!II[!lO1e!olN!o1e!t=!o!o!o:e:H:c:-:o1/1/////////////t//-///1-//11/-///1/1-e/-1e'p/o/e/l=/pt/w/e/vl/en/tu,e/eJ,o/e1de/////1///1//1/1//ep11ll>'e';'lj[>geasnrs!:Nsegg$M>#1zzwwa8etuinwn畢渾顛�i如霊OOOooσつOOooηo国。つoooooじqoooつOOOOOOOoつ一〇〇〇▽〇一〇〇〇〇陛審くh週くユ�`鵠。NN寸。四七マ山々�pの［、肘一。つN臼寸WN酔の寸寸。つ。・ゆ。コー一可・・Hヨひ・一羅�e　　提艘○o辰恢　へ　＼　救一○○晋マ　怪墾o○督で　嬰器督恢　　レ　ひ、○o晋一回〃澱ミ臥＼“一径臨　　轄吊oo皆逗　　慌鵠○oOQ0く斗　規　ζ鵠く十　な〔　聡騨○＜卜一遭聖£ぐ凄醒黒　更　郭毒誓尽＼Hミ程程o蟄暴　　違買○o0O　　O累罵　　鍵剛○0○○　　○　　　　○1［1ゼ　　に輩OQ　OOOo　　　　　　oOQ　OOO　　　　OO0　0◎　　　0く墜　型　鵠盲弓く騒潅墾1L1‡K二更○00○◎ooO◎OO◎OOOOO◎○○◎OOOOOQOOo　O（：）oo　　O□謙　　運製○○○○q、咲ヤ＼、」＼へOo　　　O○　　　　　　○Q00　Q□碧　甘　E…毒○o0　　　　　0□粁　　蔵凄○○○OO◎○OOO（DO◎◎○○00QOO（DOOOOO⊂）O◎O　O◎0000口粁　　煮麗〔コぐ　鹿　疋輩oo！1輩口00　　00Oo　　　　OO　　　　O　　O　　　　　　　　OO　　　　O　　O氷」＼へ民1トヤ＼ooO　　O　　O○o　　O　　　　o尚ミ　　窪贈’1ぐ遜　　鍵岡11三遷に藻劉oo盤倦　1ト　ヤ＼へ鞭　へ　＼　R一Q≒エぐく宗撹製oい≒　　駆舅Qo三雲　　ζ審O　　　　　o0　　0　◎◎00○00（≡）　○OOOOOO0　0◎OO　OOOミ婁目燵く墾蓋｛　　宏擾津瞳　　｛墾o○湛く輻o○ヤ＼臥一Hヤ＼Nトヤ＼餐敦　　痩剰0Qモ判　砥　＼　“一o＝N　…ヨ　ζ程く田　　《審0ooヤーK転＼“一1トヤヘー宍1　仔…ζ短審0○◎o喫へ　　＼　　“一旱燧艘○岬‡偶周ぶ圃審　堅ヘヤト、ゐ一@　　」ト⊃　＼ヤ@　　＼ヘト、ミ下u〜ギ1kト@ミ＼駐ミへ（岡�d剛�j’早@　　　1」・　臥＼レh　　ヤ　鷲　　』@　　　＼　　、（口　r~轟ミヤミミ気ゆ嚇轍ｵ二鷺露理∵…1雌宙輯@　　　　　　　　　　　　　迦無寧・こ・1…　　　　　　　　　　　　　　　・意・県�k尊一，ミトトト電心H」載高曇へへ［n＼K斜甲ギ下占∴1隈甚くく（（（（（ト昏トぐぐ←レ、⊃もト】卜　　　　　　　1Aな：・黛，響　へ　蜜ミ　　　　1卜臆武こ髄　　　　　　　　ヤ鰹トx　　　　　　　　　　⊃や24船協月報　平成4年12月号（蝿昏柚話山畑Nα（（海運会社名旭旭第イ八日出飯チ乾神関川川京北共協三r止　、@水ナ二日日日口二日大大三新昭昭昭太太太束東墓東東東東雄配納タ一中亥多馬之光タ野寄工原汽崎近崎北日本榮タ成菱鉱像井ビツク本本本産ツスイ鉄阪商船阪光和和和シ礪平平海興号ミカ京京　　京Aタ洋船会税会海ンカ出イ汽大ラチ海専シ造工油沿洋洋ルマカ央汽歩イ汽汽ンカ海夢ラ汽外海汽汽海井海ンカイ石輸海海スライ汽水郵用ツピン海三井船船汽海海ル船槽海@汽海汽商海タ芳リ船商ン@カ海社合社合配船　国運1船オ船船1運多船船航船船運運iン送運運ン口船産船船グ運舶所船運運舶船船運船船運1ン舶船1運計計アイ　ルラ　ン　ドQQ9Ω9一一一一匿一一一一一一一一”一一匿一−一一一一一一一一一5一一一一一一q一一一一冒一w一一一一一一一一一一一C　　ギ　　リ　ス一一一一冒一7一一一一一一一’一一匿一一匿−罰尼一P＝二＝：：：＝：：：：：：：σ二：二QP⇔○Ω＝9一一Q一一一一一一一一一匿−一一一一一Ω一一一一一冒−一一ユ9一一一q一一一一一一”一一一一一一一■一匿C　　タ　　リ　　ア一一一一一一一一一一一一．一σ一一一一一一一一一一0○○0○○o○○Ω11一一一一0一一一一一一一−一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一−一一一一一一一一一一一一一一．一一一一−冒冒−一一一一一一一一一一一一一一一’一一一一一一一冒一一一一一一一一一一一一一一一冒一冒四冒一一一一一一一I　　ラ　ン　ダ0○0○○○○○00oΩ9一一一一一一13−−一一一一q一ヨ一一一一一一一一一一一一一一一一一戟@　　ソ　　連匿冒○σ一一一一一一一一σ−τ一一一一一一一一○6一一一一一一一一一一一b一胃冒oσ一一δ66一一弓σ6一一一一一．一一一四一一一：＝一ユ4一0一一一一齢一一一一一一一一一一冒π一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一’一一一一一一．一一一−匿一π一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一冒冒一一一一一一一一一一一一一．π一一一一一一一一一一四一一一一一ギ　　リ　　シ　　ャ○00o○○一一一一6一一匿一．一q一一一冒一一一一一一一一一一一一一一一一一冒7一一一一一一一一一一一一一匿罰一7一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一−一一7一一一一一一一一’一一一一匿一一一一一一一一’一一一一匿冒一一一一一一ジブラルタル○O一一一一一冒π一一一一一一一一一一一一一一罰一一一一3一一一q．一一一一一一一一一一一一一一r一一一一一一一一一一一一一一一冒一一一一一一一一一一一一一一一一一一．一一匿匿一一一一一一一一一一一一一’一一一一一一−一一一一一一一シェ　トラ　ン　ド○一一一一一一一−一一一一一一一一　1齢一齢一0一一−一1一一一一冒匿−一一一一一一一一一’一一一一冒一−冒一一一一一一一一一一匿一一一一一一匿−一π一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一冒冒π一一一一一一一一一一一一−π一一一一一一スウェーデン○Q○○○0Ω一一一一一一7冒四冒一一一q一一一一一一一一’一一一一一一一一一X　　ペ　　イ　　ン一一一一一一一一一齢一一o一一一一一一一一一一一o一一一一一一一一一一一匿一一−σ一一一σ○6○o一一b匿罰o一一一一一一一一一一一一＝：：：Ω1：一ユユー〇一一一一一＝；一一一一匿冒π一一一一一一一H一之一一ヱーニー之一一一一一一一一一−一一一一一一一一一一一一一一一一b一匿匿−匿−一一一一一一一一一一一一一一δbσ一6一一○一一一一一一一■一一一二：：：Ω＝＝：＝：7一一一一一一q一口ド　　　イ　　　ツ一冒一匿一一一一一一一一一一σ−一罰匿ππ胃匿冒一o一一一一一一一一一一一一一一一σ一一冒σ○σo6一一b一一d−一一一一一o一一匿πΩ：：一ユ2一一一q一’一一一一一一一一匿一一一匿π一一一一一一一一一一一一冒−一一一一一一一一一一一一一一一．一匿一−一胃一一一一一一一一一一一一一一一一一一一−π一一一一一一一一一一一一一一−冒π一一一一一冒一一一一一∠．！セー一立一一モー一＝o0Qo○○一一β．0一匿一一一一一一一冒冒一一一一一一一一一一一一一一一一一冒一一一一一一一一一一一一一一一一幽一一一一冒一匿一hr一一一一一一一一一一一一一尼〒一一一一一一一一一．一−π一一一一一一一一フ　ィ　ンラ　ン　ド○○○9Ω一一一一．一一一一一一一一一一一一匿一一5一匿一一一一q一ツ一一一一一山�一一一一一一一一一冒t　　フ　　ン　　スπ一一一一一一一一一一一b匿冒胃尼一一一一一一一一o’一一一置一一一一−一一匿冒一σ一一一δoσ6○一一○−四6一一一一一一○11D’一一一白一一一一一一罰π一一一一’一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一−一−冒冒一一一一一一一’一一一一一一冒一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一．一一一一一一一一一一一一ブ　ル　ガ　リ　ア0Q○○0一一一一一一5一．一匿．一q一一一一一一一一一一一一一一一一一一一匿π一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一−一一一一一一一一一一一一匿一一r一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一冒目一一一一一一一一一一一一岱一一ノk一一ぎ＿＝Q○○○0oQQ一一一−一一一冒一一一一墨一一一q一一一胃一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一．冒r一一一一一一一一一一一一一．一一一一一一一一一一一一一’一一一一一匿一匿−一一一一一一一一一一パポ　ー　ラ　ン　ドQ○○O4一一一一D−−一胃一一一一一一一一−一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一冒四r一一一一一一一一一一一一一一一一．匿−π．一一一一’一．−匿一一一一一一一一一一四匿目一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一冒一一一一一一ポ　ル　ト　ガ　ルQ0ooOO一一多一一一q一；一一　三’一一一一一冒一匿π一一一一一一一一’一一−一冒一一一一一一一一一一一一一匿一一一一一一一一一一一一一一一一一@　　　　タ一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一罰冒一一一一一一一一一一一一一一一一0o○4oマ　　　　ルQ一’一一一一’圃一一一一一−一−一一一一一一一一一一一一’一．一匿−一一一一一一一一一．一匿一一一一一一一一一一一山一一一一一一一冒一一冒π一一一一一一一一一一一一一一一一一冒一一一一一一一一一一一一一一一一冒一一一一一一一一ユーゴスラビア○o○一一一一3一一一胃一一q一’一一一一一．一−冒一一一一一一一一一一一π一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一胃一一一一一一一一幽一一一一−胃一一一一一一一一一一一一一．一罰目π罰匿π一罰一一一一一一一一一一一一ル　ー　マ　ニ　ア01oオーストラリアo○○○○○○○○○○○○○O○○○○○○0○○○ΩΩρ28一一一一一．q一一一一．一匿一一一一一一一一一一匿一一一一一一一冒胃一一一一一一一一一一一一一一一L　　リ　バ　　ス一一一匿ππ一一一一一一一一一一一一7冒冒7一一一一一一一一一一一一一一一一一一．一一一冒匿−σ一一一一一o一一一一20一．一一一冒一目一一一一一一一一一一．一．r一一一一一一’一一一一一．−一一一一一一一一一一一幽一一一一一一一一一冒一一一@　　ム　島一一一一一一一一一一一一一罰一一一一一一一一一’一一．一一−−〒一一一一一一一一一一一一一一一一σ一一一一○20オグ　　ァー一冒一冒目−一一一一ら一一一山一T　　イ　　パ　　ン一一一一冒一7一一一一一一一一一一一一一一一冒一一一一一一一一一一一’一幽’一一一一6一一一σ一匿匿−一＝：：：＝：＝：：二一匿r一鼈鼈：：：一＝：：：：：：：：：1：1：：：一一一一Q一匿罰一一一一r鼈黷争一一一一一一一圏一一一一一一匿冒−一一一一一一一一一一一一冒一目一一一一一一一一一’一一一一匿一四雨ππ一一一一一一一一一一一一一一一一一一ソロモン諸島○o○◎0一一蚤一1一一一匿一’一一一一一一−冒一目一一一一一一一一一一．一−一匿一一一一一一一一一一一一匿−π一一一一一■一一冒一π一冒一一一一一一’一^　　　ヒ　　　チ一一一一一一匿−一一一一一一一一一一一一一一一π−一一一一一一一一一一一一一一一一○0○30セ一一一一一一一冒−一一一一一一一一一一一一匿胃一一一一一一一一一一一一匿一π一一一一一一一一一一一一一一一一一一一冒π@　　　　ガ一一一一一一一一一一一一一一目一一一一一一一一一一一一一一一−一匿一冒匿一目一一一−一一一一一σ一一一一一o20ト　　　ン一一一一一一一一一一一一一冒一目一一一一一一一一’一一一一一匿一一一一一一一一一一一一匿一一一一一一一一一一一一一一一一一一一冒一匿一一一一一一一’一@　サ　　モ　　ア一一一一一一−一一一一一一一一一一一一一一冒一冒π冒一一一一一一一一一一一一一QO20西一一一一一一一一−冒一一冒一一一一一一一一一一一一一一一一’一一一一一匿一−冒一一一一一一一一一一一一一冒一π一一一一一一一’一一一匿一一一一一一一一一一一一’一一一一一一一冒目一一一一一一一一一一一一一一匿匿冒一一一一一一一一アニューカレドニア0Q○0○○○○一一多一D一一一匿一一一一一冒一−一一一一一一一一一jュージーランド一一一一σ胃πo一一一一σ一一6匿−ππ一一o6一一一一一一一一一一一bσσ一一δ匿一6一6一一○o6一−匿−匿罰σ一一一一一一一一一一．：：：＝：：一ユう一一一q一一’一一一一−一一一一一一一一一一．一一一一一−一−一一一一一一一一一一一一一一一一一一胃π一一一o　　　　　　　　　ツ一一一一’一一一一一−一冒一一一一一一一一一一一一一一一一一一匿−冒一一一一一一一一一一一一一σ一一○20二ヌ　　ア一山一一一匿ππ一一一一一一一一一一一冒匿冒一一一一π四一一一一一一一一幽一一pプアニューギニア一一一冒�H一一一一一一一一一一一一一一一一一一6○G一一bσ一一一一一b一−6匿罰σ一一一一一◎’一一一66匿冒一一一一一一一o0q一ユ5一一ユL一一一一一一一闇−一一一一一一一一一一一一．一一一一匿π一一一一一一一一一−−π一一一一一一齢一一一冒冒7一一一一p　　　　　　　オ一一一一一一一一一一冒匿一一一一一一’一一一齢一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一○1Dラ一一一．一w一一一一一一一一．一匿匿一一一ア一冒罰−一一一一一一一一一一一一一一一■一π一一一一一一一一一．一一w一一一一一一一一一一一一一一一一一一一■一匿−匿一一冒一一一一一一一一一一一一一一一−一一一一一一一一一一一一一一．z一一一｛＿2一一一二○○○○○Ω一一一尼一一一一一一う一D一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一w一一一一一一一一一一一圏−一冒−匿冒一一一一一一一一米領サモア諸島○Ω一一一一一一一一一一一一一−一一一一一一一一一匿一一3一一一q一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一r一一一一一一一一一一胃四一一一一一一一一一一一一一．一一一一一一−π一−冒一一一一一一一一一一’一一一π一目一一一一ミ　ク　ロ　ネ　シア○1oN�@駆醤お油珈　　　海運会同名z　船　国嘱目@タCン@カ^1中央第イ　i一ス　多　力　当日イ　ナ船1八馬汽船日之出汽船出光タンカ1飯野海運ニタま¢事護乾汽船神原汽船関川@崎D近O海@汽q船川崎汽船京北海運北日本大井海運川州タンカー回目ライン三日鉱石輸　宗永@像井@海海莱^運ナビックスラインニチロ日本海汽船日本水産日本郵船日産専用船うスイシツビング日鉄海運大阪商船三井船舶大阪造船所三光汽船新和海運口海昭昭@川aシ@エ@ル@国^舶昭和油植刀太@平@洋@沿@海@汽D船太平洋海運太平洋汽船東海商船東回海運東京ケミ二巴芳1京マリン東東@京@船@舶東京商　東@京@タ@ン@劇c1同訓海運配船会社合計納税会社合計アルジェ　リ　アー一一齢一一一一一一一二一一一＝一A　　ン　　コ　　フー冒一冒一一冒一冒一一冒一冒−π冒G　　ジ　　プ　　トー一一一一一一一一一一一一一一一一エ　チ　オ　ピ　アー一一一一齢一一一一一一一一一一一Jナリア諸島一一　一一　一一一■一　一冒一　匿一　一し写カ　ボ　ベ　ル　ァ一一一一鼈：1一一一一二：一一：1一一Ω＝一一＝：＝：：：一一一一一一ｽ−一冒鼈鼈一一一	一	一	一一一	一一一		一		匿冒一	一一一	：π一τ一一＝＝：		一	：：二：：：：一一	：：：：＝1：一一		一	5一一一’　P匿一一π　T一一一一　Q一一一一　U四π−一　P一一一一2鼈鼈鼈黷S一一一一3一一一一2一一−一3一一τ	一一一一〇`一一一〇鼈鼈鼈黶Z鼈鼈鼈黶Z鼈鼈鼈黶Z鼈鼈鼈黷c鼈鼈齠ｽ0鼈鼈鼈黶Z鼈鼈鼈黶Z鼈鼈鼈黶Z鼈鼬ｾ一一	一	−		一		一	一冒一一一一一一一	一一一	一	：		：	〇二＝9：1ρ9＝：9：＝一「	＝1：＝：：：：＝二：冒一	：：＝：二＝−	：	1	：	：：：：：：：一二二：：：一	二二：：二二：：：：＝二：冒一	二一一一’	一		一	：：二Ω二：：：：1二：：：：1匿一	二：：二二：二：	ΩΩΩΩΩΩΩΩΩΩ9ΩΩΩΩΩΩ○		一	一一一鼈齧`		：	一	一		二	：：：：1：：：＝二二：：：＝二：：：	1＝：：二：：：：二＝：：：：：＝1：	二：：	一	一		＝	l：ΩΩQ二：Ω＝Ω◎1：Ω：1ΩQσσ一一	＝1：＝＝＝：：二二二1：：：1＝：：：：1	：二：一一	：：1一一	一	一一一一一	二：：一匿	＝＝：−一	　　一一一一一一一一梭黹m1．ノヒー汀一．z一梭鼈黶Q＝一一一一．之ガ　　　ボ　　　ンー一`一−一一一一一一一一一一一一一ガ@　ン　　ビ　　アー一一一一一一一一一一一一一一一一ギ@　　ニ　　　アー一一一一一一一一一一一一一一一一ケ@　　ニ　　　ア■一匿rπ一一一一一−一一一一一一コ[トジボアールー一一一一一一一一一一一一一一一一コ@　　　モ　　　　ロー一一一一一一一一一一一一一一一一コ@　　　ン　　　　ゴー一冒匿冒一7−一一一一一一一一一一�一一＝一一一ダー一一≧ス　ワジラ　ン　ドー一一一一一一一一一冒一一一一冒一一ﾇ一二一之一壬一一∠ヒ赤@道　ギ　ニ　アー一’一一一一一一一一一一一一一一セ　　ネ　　ガ　　ル	一一一	＝二：二：	：：：1：：二：：二1二：：：：＝二：：：二：：：1：	一		一	一	：＝：一匿	一		一		：	＝二1：：：1＝：1二二：＝：：1二：＝：：：：ll：：1π一	−一匿一	1一：−：：：＝：’：：＝：1：：一：一一	一	一	：二：：ll：：：＝1：1：：：：＝1：：1：：二：1：一一	一		一	一		：llF：：：＝1：＝＝＝＝：一一一一二1＝：：：二1：：：：：＝：一一	：：：：二：：＝：1二：：＝：：1：：：10		一	：＝：	：：＝	一一一		一	＝ρ○＝（⊇QQQ99（⊇ρoQO．：Q：：ρQ：QOoOgQQQ			＝	一一一		一	二：：二1：：：：二二＝＝：＝：：1＝＝二：：＝1：：：：1二：：：：：一一	：＝1：：：：二二＝：1：：：：：＝：＝：：：二ll：1：：1：：＝：：：：	1：：＝：：1：：二1：：：：：＝1：：：Ω：＝二：1：σ：1＝：＝σ：：	1’：一：：：：1−1一：：：：＝一1二：二二：1：1：：二：1一：：’：	1二：＝：：1：：＝二：二：：：：1：＝＝：：1：：1：＝1：：：：：：：一一	：＝：＝二：＝二＝二：二：：：：＝二：＝1：：：1二：1：：二：ll：＝一一	：Ω：1二：：：：1二：：：：＝：＝：：：：＝：：＝：：：：1：1コ1：ll：	：＝：＝1：＝二＝1：：二1：＝：：：1二：＝：：：：：1＝1：：二1：−匿	：二＝：：＝：：＝：こ：：：：＝：：＝罰	二：：：＝：：二1＝＝：：：：二ll＝＝二：：1：1：1：：1＝：：：1冒目	1二：：：：1：：二二：1＝：：：1＝：＝：：：P＝：：：：19：lP	：＝：：1：：：二＝1：：：：＝＝：：：：ll：：：：：二ll：：二二＝：：一−	1＝：：二：：：：1二＝：：：：＝二：＝：：：＝1：：1：：：：：：二＝1二一一	：＝：：二：：：：1二：：：：：ll：：：：：＝：：：：1：：：：：：二1：一一	一	一	：：1二：：：：＝＝二＝：＝＝：：：：：二：：：：ll：：：＝：：：二：：一一	　　　　　　　　フ　　　　　　　リ　　　　　　　　カ		一	一	一	一		一	：1一黶FF一一＝：一一一一一一二1＝：：二＝＝：＝二：1：	：＝＝：：1：：：：：1二：：：：＝1：二二＝1：：1：＝二：：：：：：：	一1F二1一一1：：1＝	匿一一一鼈鼈	：	＝	1	：			Q	冒	π	一一一幽一一’一一一一一	1：＝1：：：：＝二：＝：：：：1：：：：：：：1＝1：二1二：：：	一一一	：	：		π	1		二	：：：：一：：1：：二．1：一一	：1：	二：：	二：：1：：：：ll：：二：＝匿一	一一齢	一	一		二＝：：：：ll：1：：二：：1：○	一		一	：	＝	π			：：一二：：：’：○	2−一一一　k　o一　2一一一一　2−　3．　3．一一一　1−　1一一’一　〇一匿−匿　5一■一一　1一一一一　1一一一一　撃一5−5−2一ユー2．2冒一一一　1一一冒四3一一−匿13一冒一匿2一一一冒4一一一一3一一一一7一一一一5一一一一2一一一一2	冒’σ’一黹ﾐ鼈鼈σ一hσf一一ﾐ一鼈黹ﾐ’hσf一一ﾐ一黶fﾂ’h”ﾂ一f冒ﾐ匿f丁hf一一一ﾐ一鼈黹ﾐ一�工鼈黷争鼈鼈黷争鼈鼈黷争鼈鼈黷争黶D．q一一．q．一一q．一一q一一一q一一一q一一一q一一一q−D一一センgプリシアー一一一一一一一一一一一一一一一一ソ　@マ　　リ　　アー一一一一一一一一一一一一一一一一タ　刀@ザ　ニ　アー−−−目7一一一一一一一一一一一一乏D∫L一三一ジー一Z−L	匿冒			一			一一			：：1：：1：：：：一一			一			−冒			一			一一		：：：：：：＝：二＝一		：：F1＝：91二ρρP：：：：：：ρPPl：Q		：：：：二：1：：：＝：：：：：＝二＝：二一一	＝＝：：：二ll：：：：：：：：：二1：一一			一	一			1		＝ll：二：＝：：：：：1＝Ω：二σ1：		＝＝：：ll＝1：：：：1＝1二二1：一一		一	：	Ω：○			一		一一一一一一一一ゴ）一一一．一	二	一	一		−一	：冒一		　　　ニ　　　　ンー一一一一一一一一一一一一一一匿一ベルf岬諸島	置		ΩΩ：：Ω1：QΩσΩΩQΩ			：○＝：＝二：1：：二二＝1二一一		一一一一一一一一一一一一一冒一	F		：：一一	：：二一一		：：		：＝：：二：：：：：一一		二：1：Ω二二二：：1		：	o	ΩΩΩ○			一一		：1Ω＝：：：：	：：1：＝：：：：一一		＝＝：：ll：−一	：：ll：：：：1冒一		二：二1：二1：			二：			一		カスカル’一一’一一一一一一一一一一一一一南　鼈鼈黹潤[一一ごz一一一⊇リ　@　ビ　　　アー一一一一一一一一一一一一一一一一リ　x　　リ　　アー一一一一一一一一一一一一一一一一レ　?@ニ　オ　ン	：二二1：：二		＝：1一二一			一		：：：：：：		一一		一−		「一		一一	一一		一一	：	＝一		一一	：一一		：：	＝：			ΩΩ○			一			一一		123456789計日産専用船201o203008田渕海運40G00302X9船協月報　平成4年12月号27笥篭囲團回国団十四第33回「キャプテン」と「マスター」　　　船長を意味する二つの言葉。「船長」を意味する英語というと、一般の人は、まず「キャプテン」をあげるだろう。ところが、海運の世界では、同じ意味の言葉として「マスター」があり、積み荷関係の書類などには、こちらがよく登場する。　このキャプテンとマスター、現在は、まったく同義に扱われているが、中世から近世にかけては、使い方に区別があった。　キャプテンのもともとの意味は「軍団長」といったもので、主に軍船または軍に徴用された商船の船長を意味し、一方のマスターは、商船の船長　　一で、多くの場合、その船の持ち分の一部を保有し、自ら船員を指揮して海上貿易に携わるものを言ったようだ。　同じように航海士を指す言葉として「オフィサー」のほかに「メイト」がある。メイトとはmasterもmateの略で、いわば船長の女房役といったところ。現在でも、一等航海士が発行する積み荷の受領書のことを「メイト・レシート」と呼ぶように、こちらも海運界では、よく使われている言葉だ。q麟あ．一▼」驚顎．　　　　　　ら鴛d診・も＼’国際物流の信頼性を支える内数員の鋭い眼差し。　貨物船によって運ばれる大量の輸出入貨物。その貨物の受け渡しにともなって、数量、品名、荷印、損害度合いなどを点検し、受け渡しの確認を行い、その証明書を発行する仕事が粕淵業務だ。　検数業務は、港湾運送事業法に基づく行為で、運輸大臣の認可を受けた公益法人である検数業者が行う。正確さと、公平さを期するために、船社側（シップ・サイド）と荷主側（ドック・サイド）それぞれの委託を受けた検数人の手で二重にチェックされ、最終的に双方の結果をつき合わせ、問題がなければ受け渡し手続きが行われる仕組みだ。　現場で実際の検数業務を行う人（検数員）は、チェッカーまたはタリーマンと呼ばれる。荷役の無断転載を禁じます。社団法人　日本船主協会◎28船協月報　平成4年12月号進行中は各ハッチに立って、素早く個数を数え、貨物に損傷があればその状態を記録し、船倉内の積み込まれた位置も記載する。これらを記録した書類がタリーシートだ。　総責任者であるチーフ・チェッカーは、このタリーシートに基づき、本船のどこに何が何個積載され、重量は何トン、積み地、揚げ地はどこということが一目でわかるストウェージ・プラン（積み付け図）をはじめ、様々な船積み書類を作成する。　本船の出港は、通常荷役終了後30分〜1時間。この短時間の間に、貨物受け渡しに必要なすべての書類の作成を行うという、極めて高度な事務処理能力が要求される仕事だ。　第三者機関による二重チェックという方式は、日本独自のもの。国際物流の最前線で、日々行き交う膨大な量の貨物の一つ一つを確実にチェックする経験豊かな検代員たちの鋭い眼差しは、日本海運による輸送の信頼性を支えるうえで、極めて重要な役割を果たしている。果物を冬眠させて運ぶ、冷蔵運搬船のハイテク生鮮輸送。　果物や野菜類、魚介類、牛肉、豚肉などの食肉……B私たち日本八は、こうした数多くの生鮮食晶を海外に依存している。これらの輸入生鮮食品を、それぞれ最適な温度で保冷しながら運び、日本の豊かな食生活を支えている船が冷蔵運搬船だ。　近年は、この冷蔵運搬船による輸送にも次々に船協月報　平成4年12月号　、、、Q管　　’つ．餌」、ρ濁沖融”〈　　禦。，9碗9‘最新の技術が取り入れられているが、とくに最近重要度が高まっているのが、CA（コントロールド・アトモスフィア／調整大気）という技術。酸素を窒素など他のガスに置き換え、大気中の10分の1程度の酸素濃度で果物や野菜を冬眠状態にし、成熟を遅らせて運ぶもので、この状態だとリンゴなどは半年以上も長持ちする。　またコールドトリートメントも、最近注目を集めている技術の一つだ。地中海ミバエなど果物の中に潜んでいる害虫を、輸送中の温度の微妙なコントローノレによって殺すもので、これには非常に厳密な温度管理が要求される。　強力な冷凍装置や空調装置で、船倉内の温度やガス状態を自在にコントロールしながら、鮮度を損なわずに運ぶそのユニークな機能は、いわば海を走るハイテク冷蔵倉庫。日本の豊かな食生活を支え、冷蔵運搬船は今日も世界の海で活躍している。29海運日誌（11月）1日　ハンブルグルール（1978年国連海上物品運送　条約）が発効した。エジプト等アフリカ諸国や　ハンガリー等が主な締約国4日　米大統領選で民主党のビル・クリントン氏が　勝利を収めた。クリントン氏は来年1月20日、　第42代大統領に正式就任する。6日　外航海運各社は1992年9月期中間決算を発表　　した。それによると景気低迷にともなう荷動き　　の減少や円高の影響を受け、大手5社のうち増　　収増益を確保したのは1社のみで、他の4社は　　前年同期に比べ、ニケ掛台の大幅減益となった。　　（P．7特別欄参照）　◎　第1回UNCTADサービス委員会海運部会が　　2日からジュネーブで開催され、96年次期総会　　までの同部会の作業計画を海運・港湾・複合輸　　送の3分野にっき採択した。　　（P．4海運界の動き1参照）11日　海事振興連盟は平成4年度通常総会を開催し、　　日本商船隊の国際競争力回復の推進、造船業の　　需給安定化、内航労働力の確保対策などを内容　　とする総会決議を採択した。また、原田憲会長　　は「海に対する国民の理解が少ない」と指摘、　　海の重要性に対する国民世論の喚起と「海の日」　　祝日制定の必要性を強調した。12日　日韓フィーダー貨物輸送への日本船社の参入　　について、日韓関係船社による協議がソウルで　　行われた。この結果、これまで日韓航路で母船　　しか配船できなかった日本講社は、自社運航の　　フィーダ一郭の参入も認められることになった。　◎　大蔵省が発表した10月の貿易統計（通関速報　　ベース）によると、輸出額から輸入額を差し引　　いた貿易黒字額は108億9，300万ドル（前年同月　　比51．3％増）となった。今月1月目らの累計は　　883億6，000万ドルとなり、過去最高だった1986　　年の827億ドルを上回った。30　◎　第U回海上および内陸水路における危険物の　　輸送に関する国際シンポジウム（TDG11）が、　　IMOのオニール事務総長をはじめ世界18力国の　　代表を迎えて、9日から4日間の日程で開催さ　　れた。17日　運輸省は、運輸経済年次報告（運輸白書）を　　発表した。それによると、わが国の海上貿易量　　は輸出、輸入ともに増加し、輸出入合計で5年　　連続の増加となった。24日　OECD（経済開発協力機構）の海運委員会　　（MTC）が23、24日の両日、パリで開催され、　　金融・財政的な措置を除く海運助成について93　　年から本格的に論議していくこととなった。2日日　海運造船合理化審議会内航部会は、奥田運輸　　大臣に平成4年度以降5年間の内航船の適正船　　腹量を答申した。（P．17内外情報1参照〉　◎　欧州航路の主要船社で構成するEATA（欧州　　航路安定化協定）は、ロンドンでゼネラル・ポ　　リシー・コミッティを開催し、来年1月から欧　　州航路の東町で船腹量の一部凍結を実施するこ　　とを決めた。27日　23日からロンドンのIMO本部で開催されてい　　た油引2条約（69CLC／71FC）新議定書採択外交　　会議が閉幕、新議定書が採択された。これによ　　り、油濁に対する船主責任と荷主補償それぞれ　　の限度額が引き上げられるとともに、一国当た　　りの年間荷主拠出金の合計に上限を設ける「キ　　ャッピング制度」の導入が決定された。11月の対米ドル円相場の推移　　　高　値　　　　122，80円（5日）　　　安　値　　　　124．75円（17日）　　　平均（月間）123．87円　　　　　（注〉銀行間取り引きによる船協月報　平成4年12月号（白白だより　　　11月定例理事会の模様（1／月25日、．神戸ポートピアホテルにおいて開催）2．第1回UNCTADサービス委員会海運部会の模様　について　（P．4海運界の動き1参照）　　　　　労務委員会報告事項1．2G条問題小委員会について　（本誌1992年11月号P．33内外情報5参照＞2．船員保険特別会計の平成3年度収支決算につい　て　海運・水産業界の厳しい環境を反映して、構造的な財政問題を抱えている船員保険は、昭和62年度から3年間連続して赤字を計上していたが、平成3年度の収支は133億円の黒字となり、前年に続　いて大幅な改善が見られた。　　その要因は、�@保険料率を3％引き上げたこと、�A被保険者数の減少にもかかわらず、標準報酬月額の伸びにより保険料収入が増加したこと、�B疾病部門における医療費支出が抑制できたこと、�C　失業部門が引き続き改善できたこと等とされてい　る。　　当局では、医療保険制度の一元化問題を考慮し　つつ、船員保険制度のあり方について検討するこ　ととしており、当委員会としても、引き続き使用　者側の意見反映に努めることとしている。　　　　　国際委員会報告事項1．第5回日韓船主協会首脳会談の模様について　（本誌1992年11月号P．25内外情報1参照）　　　外航船舶解撤促進特別委員会1．船舶解撤問題共同検討委員会の海外調査について（中間報告）その2　（P．5海運界の動き2参照）　　　　　　　　会員異動○退会　平成4年10月31日付　廣海汽船株式会社（阪神地区所属）　平成4年10月31日現在の会員数　163社　（京浜106社、阪神43社、九州14社）　　　国際会議の開催予定（1月）IMO第37回復原性・満喫・漁船小委員会（SLF）　1月11日〜15日号ロンドンIMO第38画無線通信小委員会（COM）　1月18日〜22日　ロンドン　　　　　　会議日誌（11月）2日　港湾対策幹事会5日　調査統計委員会／同幹事会合同会議6日　啓水会船協月報　平成4年12月号31船協だよりm日12日13日17日杷日19日20日24日オーナー部会保船幹事会保険幹事会啓水会海務委員会／同専門委員会合同委員会海務幹事会港湾協議会一般幹事会八大港係留施設便用料協議会専門委員会新造船幹事会港湾協議会委員会電波研究会財務幹事会情報システム専門委員会保険幹事会危険物小委員会25日26日27日一土会定例理事会常任理事会／政策委員会合同会議総務委員会機関管理研究会労務懇話会京浜地区船主会船協月報編集会議資材研究会海務研究会特殊貨物小委員会啓水会一土会工務研究会船内食料研究会32船協月報　平成4年12月号海運統計船造腹船海上荷動き量主要航路の成約運賃運賃指数用船料指数係船船腹スクラップ船腹日本海運の輸送状況内航海運1・世界船腹量の推移…………・………………・・……・………・……・…・・……’…342・日本商船船腹量の推移・・…・…………・…………………・………………”・・…343・わが国外航船腹量の推移………………・……・……・・………・・………・・…・…344・世界造船状況（進水・建造中・未着主）………………・…・……・……………355・わが国造船所の工事状況・………………・……・…・………・………・・…・…・…356・世界の主要品目別海上荷動き量………………・・……・・…………・………・…367・わが国の主要品目別海上荷動き量…・……………・・…・・…・・………・……・…368。不定期船自由市場の成約状況………・…・………・…・…………・・……・・…・…369・原油（ペルシャ湾／日本・ペルシャ湾／欧米）・…………・・…・・……………・3710・穀物（ガルフ／日本・北米西岸／日本・ガルフ／西欧）・………・…・・・・……3811・石炭（ハンプトンローズ／日本）・鉄鉱石（ツバロン／日本・ツバロン／西欧）…3912・タンカー運賃指数・・…・………・………・・…・・…・・…・……・…・・一・………’…’4013・貨物船用船料指数・………・…・・…・・…・・…・・………・…………・…・…・…一…4114・係船船腹量の推移……………・…・…・・……………・……………・・…・……・…4215・スクラップ船腹量の推移……………・…・・…………・……・・…………・……・・4316・わが国貿易の主要貨物別輸送状況………………・・…・・…・・…・・…・・………・・4417・日本船の輸出入別・船種別運賃収入・…・・………・…・一…一………・・……4418・内航船の船腹量……・・…・・…・…一……………・・一……………・・…・・…・・…4519。国内輸送機関別輸送状況……………・…・………………・……………・……・・4520。内航海運の主要品目別輸送実績……………・………・・………………・…・・…45主要国保有船腹量の推移（単位；万G／T）90008DOD700D6000500G40003号go20001000りベリア日本、　、　ノf　　　、Mllシャ@　一　一C’、　　》く一　　一，　’A　　、ソ遵、、一、＿　＿　　　　　一　　一　　一一一一f曽一一一一謡’一　一　　くここ＿ノルウェー@　　　　〜磧一眠イギllス@　　　　　　　　＼でト、／’’鮨、Q74ニー一〜　　　　　　　　　　　　　、一且9呂1（年〕　　　　，82’83’84，85’86，s7脚88189’909000，918000700060005000400039GO20001000船協月報　平成4年12月号33＝船腹＝1。世界船腹量の推移世界　合計タン　カ　一オア・バルクキャリアその　　他年隻数千G／T対前年Lび率隻数千GIT葎籐隻数千G／T葎藏隻数千GIT対前年Lび率196541，865160，392　5，30ア55，046　　一1，40318，757一35，15586，589『197G52，444227，490一6，10386，140　　一2，52846，65三一43，81394，699一197563，724342，162一7，024150，057　　一3，71185，548　52，989106，557一198073β32419，9111．77，112175，004　0．54，706109，5961．262，014135β113．7198576，395416，269▲0．66，59D138，448▲4ユ5，391133，9834．464，414143β370．7198675，266404，910医2．76，49D／28，426▲7．25，274132，908▲D．863，502143，576▲0．2198775240403，498▲0．36，49D127，660▲0．65，099131，028▲1．463，651144β100．9198875，680403，406▲0．06565127，843　0，14，980129，635▲L164，135145，9280．8198976，100410，481L86β83129，578　1．45，061129，482▲oユ64，656151，4213．8199078β36423，6273．26，60913窪，836　4．15，156133，1902．966，57王155，6012．8199180，030436，0272．96，76B／38，897　3，05，201135，8852．068，061161，2453．6（注）�@ロイド船腹統計による100G／T以上の鋼船で　　　リアには兼用船を含む。漁船および川船を含む。�A毎年7月1日現在。�Bオア・バルクキャ（2・日本商船船腹量の推移合　　　計タンカ一貨物　船その　他年隻数千G／T鱒睾隻　数千GIT対前年Lび率隻　数千G／T瀞塞隻数千G／T対前年Lび率19707，867　　23，715　　　　　　一2，1138，883一5，28214563　　　一一19758，832　　　38，198　　　　　　　一1，89317，414一6，22319，752　　　一一19808．825　　39，015　　　　　　一1，72817，099一6，38620．819　　　一』19858，225　　　38，141　　　　　　　一1，39213，6工0一6，12323，360　　　一7101，171一19868，024　　35，619　　▲　　6．61，33311，611▲14．75，98322，832　▲2．37081，1760．419878．250　　32，831　　▲　　7．81，28810，416▲10．36，24921，156　▲7．7713L2597．119887、939　　　29．L93　　　▲　11．11，2779，275▲1LQ5，96118，682　ム1L77Gl1，236　▲1．819897，777　　26，367　　▲　　9．71，2447，951▲14．35，84517，134　▲8．36881，2833．819907，668　　　25，186　　　▲　　4．51，2097，586▲　4．65，745工6，240　▲5．27141，3606．019917．5闘　　　24，740　　　▲　　1，81，ユ647，244▲　4．55，69416，046　ム1．27101，4506．6（注）�@1970年まで運輸省発表1975年以降は日本船主協会発表のそれぞれ100GIT以上の鋼船で官庁船　その他の特　　　殊船は含まない。　　�A1960〜1970年は毎年3月末　1975年以降は7月1日現在。　　�B1970年以降貨客船は3，000G／T以上のものは貨物船に　3，000G／T未満のものは客船に含む。3・わが国外航船電量の推移合計日本　　船外　国用　船年隻　数千G〆T千DIW対前年Lび率隻　数千G／T千DIW対前年Lび率隻　数千GIT千D／W対前年Lび率19752，46959，489105，100』1，3ユ733，48658，040一1，15226，00347，060一19802，50565，227115，205　1，17634，24059，073一1，32930，98756，132　19842，13557，01597，756▲　1．71，05533，24955，350▲　4．11，08023，76642，4091．719852，43562，161105，6528．11，D2833，47055，5120．3L40728，69150，14018．219862，24955，4749L690▲13．295730，80950，377▲　9．3工，29224，66541，314▲17．619872，08254，51488，736▲　3．281628，20045，528▲　9．6正，26626，31443，2084．619882，12755，36989，0540．464024，58239，768▲ユ2．7L48730，78749，28614．119892，00255，16887，937▲　1．353221，69135，260▲11．3L47033，47752，6776．9199D1，99257，31691，2003．744920，40633，163▲　5．91，54336，91058，03610．2（注）　�@運輸省海上交通局による2000GIT以上の外航船。　　�A対前年伸び率はD／Wによる。34船協月報　平成4年12月号＝造船＝4・世界造船状況（進水。建造中・未着工）．）区分合　　　計タンカーノミルクキャリア一般貨物船漁船・その他期間・時点隻数　千GIT伸び率隻数　千GIT隻数　千G／T隻数　千G／T隻数　千G／T進水船舶1987?９88P989P990P991P991　1@　　　　11@　　　　m@　　　　Iv1，438　　　　9，621　　▲　34．7?，5訪　　　ユ1，802　　　　22．7P，450　　　12，721　　　　　7，8P，472　　　14，680　　　　15．4P，521　　　16，678　　　　13．6@　376　4，038　玉8，1@　423　4863　20，4　　　　　　　　，@　350　4，138▲14．9@　372　3，639▲12．1144　3083Pδ2　4：542159　5，362134　　4583187　7：653R1　　1272T3　2：49444　　213959　1：748101　2546　　　　　　，U5　2，784X2　3624P145：16078　3152　　　　　　，Q9　　1305　　　　　　，P4　　　545P6　　708P9　　594146　2548　　　　　　　，P78　2，819P89　1．986Q82　2967　　　　　　　，R26　3，774W3　　　891W6　　1，166W6　　　922V1　　7951088　1444　，　　　　　　　　　　　　　　，P130　1657　7　　　　　　　　　　　　　　，P，010　1，749@　9窪2　1，970@　930　　2099　　　　　　　　髄@　233　　　570@　270　　　658@　204　　　369@　223　　　502建造中船舶1987P988P989P9goP991P991　1@　　　　11@　　　　m@　　　　Iv1，210　　　　9，694　　▲　12．3^，288　　　11，622　　　　19，9P，275　　　12，452　　　　　7．1P，291　　　13，569　　　　　9．D戟C355　　　15，896　　　　17．1P，268　　　13，657　　　　　0．6P，222　　　14，／91　　　　　3．91，264　　　15，247　　　　　7．4P，355　　　15，896　　　　　4，3123　　3493P25　4：461133　4338　　　　　　　，148　5，617206　7，596P49　5775P62　6：623184　7，40窪206　7，59662　2204W3　2：88784　3，55278　3，08167　2．341U5　2422T9　2：09057　205967　2：341147　2469P61　1：865207　　2D262312：133305　　3196　　　　　　　7252　2665228　2：730274　3124305　3：196878　1528　　　　　　　，X19　2，409W51　2536　　　　　　　，W34　2，738V77　　2763　　　　　　　，W02　2，795V73　　2748　　　　　　　，V49　2，660V77　　2763　　　　　　　，未着工船舶1987P988P989P990P991H99工　I@　　　　II@　　　　m@　　　　IV　　827　／2848　24，6X4012：931　0．61，177　　　18，603　　　　43，91，342　　　26，221　　　　41．Ol，175　　　27，267　　　　　4．0､，247　　24，139　▲　　7．9P，202　　　25，38G　　　　　5．1P，169　　25，30／　▲　　0．3P，175　　　27，267　　　　　7．8120　6，236P23　　4778G60　7：495234　15，039230　14β31．Q18　13413Q2714：077214　1328423014：33158　　2、229W8　4241P23　4：8419D　3454129　5：862V7　3079V73：523103　4536　　　　　　，王29　5，862174　2345R78　4869R67　4：574303　　4043260　3：934475　2，038T26　　1678T52　2：054601　　2397　　　　　　　髄556　3，140T74　2778T31　3：306549　3，438556　　3140　　　　　　　，（注）�@ロイド造船統計による100GIT以上の鋼船（進水船舶の年別は年報　その他は四半期報による）。　　　�A進水船舶は年間　建造中および末着工の年別は12月末　期別は四半期旧すなわち3　6　9　12月末。　　　�Bバルクキャリアには兼用船を含む。一般貨物船は2，000GIT以上の船舶。　　　�C四捨五入の閲係で末尾の計が合わない場合がある。5・わが国造船所の工事状況）進　　水　　量工事中船舶未着工船舶手持ち工事量年　度計うち国内船計うち国内船計うち国内船計うち国内船隻数千G／T隻数千GIT隻数千G／T隻数千GIT隻数千G／T隻数千G／T隻数千G／T隻数千GIT1981P982P983P984．P985P986P987P988P989P9902307，548Q366，944Q54　6，134Q78　7，305Q16　7，558P455β69X6　4，047P304，186P565，759P49　5，93064　2，475T4　2，270T4　1，408T7　2，026T4　2，618T2　2，820R0　L700Q3　　773Q4　　955P8　　788132　4．578P30　4，775P41　4，134P78　5．079P66　5β07P50　5，836P12　4，93GT8　2，488V3　2．829W3　3，49333　1，323R7　2，082Q7　1，317R8　1，679R2　1，679S2　2，487R1　2，171P4　　768P3　　613P3　　52119G　6，102Q105，573P36　3，606R22　7，555P69　5，231X4　2，836S0　1，705S1　2、138U6　2，385P03　4．41211　　473P0　　331P2　　321Q6　　554P2　　493P0　　330T　　405Q　　111R　　187O　　　032210，680R4010β48Q77　7，740T0012，635R3510，268Q448，671P52　6，635X9　4，625P39　5，214P86　7．90544　1，796S7　2．413R9　1．638U4　2，233S4　2，王71T2　2，817R6　2．577P6　　879P6　　800P3　　521（注）　�@運輸省海上技術安全局発表の主要工場における2．500GIT以上の船舶。　　　�A進水量は年度間の実績。　　　�B工事中・未着工船舶は年度末の状況で建造許可船舶を対象とする。　　　�C手持ち工事量は工事中・未着工船舶の合計。船協月報　平成4年12月号35海上荷動き量＝6・世界の主要品目別海上荷動き量198519861987198819891990／991　　　年i目10D万対前年gン　伸び率lOO万対前年gン　伸び率100万　対前年gン　伸び率100万対前年gン　伸び率10D万　対前年トン　伸び率100万対前年トン伸び率100万　対前年gン　伸び率石　油原　　油ﾎ油製品871▲　6．3Q88▲　3．0958　10．0R05　　5，9970　　1．3R13　　2．61，042　　7，4@325　　3．81，12D　　7．5@340　　4，6L190　6．3@336▲　1，21，200　0．8@323▲　3．9計1，159△5．51，263　　9．01，283　　1．61，367　　6，51，460　　6．81526　4．51，523▲0．2乾　貨　物鉄鉱石ﾎ　　炭秩@　物ｻの他　321　　4，9@272　17．2@181▲12．6P，360　　3．0　311▲　3．1@276　　1．5@165▲　8．8Pβ70　　0．7　319　　2．6@283　　2．5@186　12，7P，390　　1．5　348　　9．1@304　　7．4@196　　5，4P，460　　5．0　362　　4．0@321　　5，6@192▲　2．0P525　　4．5　347▲　4．1@342　　6，5@192　　0．0P．570　3．0　352　　1．4@360　　5．3@180▲　6，3P，610　2．5計2，134　　3．32，122▲0．62」78　2．62，308　　6．02，400　　4，02，45／　　2．12，502　2．／合　　計3，293　　0，03，385　　2．83，461　2．23，675　　6，23，860　　5，03，977　3，04，025　1．2（注）　�@Fearnleys「REVIEW　1991」による．�A1991年の値は推計値である。7・わが国の主要晶目別海上荷動き量年1987年1988年1989年工ggo年品目loo万gン対前年世界にLび率　占める％10D万g　ン対前年　世界にLび率占める％lDO万　対前年世界にgン　伸び率　占める％100万gン対前年世界にLび率　占める％石原　　油ﾎ油製品160．5S1．8▲　2．1@2S．216．7P3．4166．9S5．84，0　　16，0X．6　　U．1178．0　　　　　　6、6　　　　　15．7S9，2　　7．2　　14．7195．5S7．5　9．8　　16．6｣　3．5　　13，6油計202．32．915．8212．85．1　　15．6227，2　　　　　　6．8　　　　　15．5243．17．O　　l5，9乾貨鉄鉱石ﾎ　　炭秩@　物ｻの他112．DX2．6R2．6Q35．7▲　2．8@L4@2．2@4，836．2R4．GP7．9P7．0123．4P04．2R2．7Q58．310．2　　35．5P2，5　　34，3O．3　　16．7X，6　　17．7127，6　　　　　　3．4　　　　　35．7P04．9　　　　　0．7　　　　33，3R1，7　▲　3．0　　16．3Q62．4　　　　　　1．6　　　　　17，0124．8PD7．5R1．7Q62．4▲　2．2　　35．7@2．5　　32．1@0，0　　16．3@0．0　　16．7物計472．92ユ21．7518．6g，7　　22，5526．7　　　　　　1．6　　　　　21，9526．5▲　0．0　　2L5合　　計675．12．319．5731．48，3　　19，9753．8　　　　　　3．1　　　　　19，5769．52．1　　19．4（注）�@運輸省海上交通局調べによる。�A各品目とも輸出入の合計である。�BLPG　LNGはその他に含まれる。B・不定期船自由市場の成約状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位＝千M／T＞区分航海用船用船シングル品　目別内　訳定期ム連続航海口　計年次航　　海穀物石炭鉱石屑鉄砂糖肥料その他TripPeriod1987148954　　　，10515　　7159，46960398　　，34011　　，43844　　71G91　，4463　，5040　110799710　　，23321　　，1988133652　　　，4559　，138211　　　，53027　　，26794　　，43909　　，5293694　，5369　P33093307　　，25258　　，1989116335　　　P3373　，119708　　　脚44629　　髄21936　　，38448　　，1018　，3326　，6814　7164103815　　　，24161　　，1990129174　　　，3091　7132265　　　，43613　　，32043　　，43626　　，8054716　，4173　P19890980　　，14326　　，1991125502　　　，2462　，123040　　　P35022　　冒34538　　，44554　　，7613519　，5043　，1196　，102775　　　，25131　　，1992　112888　　，42G13308　　，4108　，4842　，3850　，7436532377274　，1089　，214G75　　P1502　，15577　　P3348　，5518　，4668　，484961387　，l126514　，1373　，320979　　，1255　，22234　　，5，8636975　冒8585　，322963421418813　71696　髄411342　　，21411556　　，3，2993881　，3825　，81219241106992　，1380　，511826　　72940　，14766　　P3004　，6686　，4093　，59323589126851　，1203　，615719　　，015719　　，5415　，2721　，6641　，48338502548733　，1404　，7U794　　，39Q12184　　，4，4253，2674135　，22198／G6315924　7720811229　　，27411503　　，5704　，2768　P2367　，01632342672953　，1583　，914732　　76366　，21098　　76178　，3463　野10822　　，114165303537454　，1164　髄1012698　　，1370　，14068　　，4676　73188　，4，596015571127804　，1262　，（注）�@マリタイム・リサーチ社資料による。�A品目別はシングルものの合計。�B年別は暦年。36船協月報　平成4年12月号＝主要航路の成約運賃＝ワールドスケール）「25020015010050011．　▽！1　，’寸　　（　　　ノv躰／構融ぺ、、rーー　　謬ノ　、＼　　　’米欧》、、レレノ　，’　　〆1987（年）198819891990199119922502001501005009。原油（ペルシャ湾／日本・ペルシャ湾／欧米））ペルシャ湾．／日本ペルシヤ湾／欧米月次199019911992199019911992最高最低最高最低最高最低最高最低最高最低最高最低180．0046．50140．0080．0062．5037．5065，1）047．2590．0059．5054．0033．00260．5055．00129．0085．0056．5035．0060，1〕046．0087．5061．0055．0032．50385．0075．0095．0062．5037．5031．0085．DO70．0061．0052．5036．0032．00485．0057．5047．5037．7545．OD33．5082．δ0廷9．5052．5035．0045．0031．00552．5Q亟8．5087．5035．0045．OQ42．oo56．30窪5．0073．7545．OO44．5035．00655．0051．0090．0082．5041．5033．0052」047．5090．0069．5038．OO32．00782．5052．5080．0052．5050．0039．5055．DO50．0062．5049．0045．0037．50870．5047．5071．0062．7552．0045．5067．5050．0062．5052．0045．0042．50979．OO54．5066．0046．5049．0041．6067．5052．5055．0045．0046．2538．001078．0051．0068．0057．5054．5047．0060．0046．5D66．2549．0050．0040．001188．0065．OD67．5052．5065．0051．7577．5048．OO64．0049．5062．5050．0012100．0087．5049．5039．0087．5070．0050．OO38．00（注）�@日本郵船調査部資料による。�A単位はワールドスケールレート。1989年1月以降　新ワールドスケールレート。　　　�Bいずれも20万D／W以上の船舶によるもの。�Cグラフの値はいずれも最高値。船協月報　平成4年12月号3735（ドル）30252015105　o　　　　「987（年）　　　　　　　　　1988　　　　　　　　　　　［989　　　　　　　　　　　199010・穀物（ガルフ／日本・北米西岸／日本・ガルフ／西欧）穀物（ガルフ／日本・北米西岸／日本・ガルフ／西欧）ガルフ／日本北米西岸／日本`　、　　　　が，　　　　　／「、　　　「鴨@　1ハ、、ブ　’へ、、　　　　’ｵ野1（�d，　、＼＼　、vA　　〆＼」ガルフ／西欧199135（ドルV30252015105　　　　　OI992（単位：ドル）ガルフ／日本北米西岸／日本ガルフ／西欧月次199119921991199219911992最高　　最低最高　　最低最高　　最低最高　　最低最高　　最低最高　　最低125、50　25．0026．OO　23．OO玉3，65　12．9014．25　13．7514．20　13．00！3，00　11．89227．25　25，0023、50　20．5014．80　14．4013．25　12．2518．25　14，0011．75　　9．00329．00　23，252L50　19．0014．6012，25　11，7516．32　15．929．50　　8．00425．50　22．0020．00　18，9014．00　12．75／0．9015．76　13，0010．25　　9．00528，25　23．OO24．5G　20．75一lL5G玉6．GG　13．5311．GI　IG．5G628．00　24．0023．40　18．2514．25一15．79　13．9910．48　10．00726．00　23．0020．50　17．00一9．7513，82　／1，1510，59　　9，24824，75　23，5019，00　17，5014．50　12．009．4011．51　10．2510．50　　8．39926．25　25，0020．1D　17．90｝10．75　　9．7512，00　10，0010，00　　8，521027．50　25，752025　18．2514．0011．10　10．2515．6／　11．749、97　　8．651127，25　24．0024，50　20，2514．35　14．25一14．76　13，5013，00　　9，301225．75　24．2513．7513．50　11．34　（注）�@日本郵船調査部資料による。�Aいずれも5万D／W以上8万DIW未満の船舶によるもの。　　　　�Bグラフの値はいずれも最高値。38　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船協月報平成4年12月号35（ド石炭（ハンプトンローズ／日本）・鉄鉱石（ッバロン／日本・ツバロン／西欧）災、じと）303025石炭（ハンプトンローズ／日本）252020A1515，、　　　’！　、　　　へ’�`＿@、鉄鉱石iツバロン／日本）　　　　，＿’　　　　一Iへ　　r！　　　　’　／　寸、�d／、　　　　！！P　ハ！亀、　，　V　−　　一〜w＼！　、　　　　＼　　　　＼IoIo〆、’＼！）＼〆／▼、，！ノ^v！55鉄鉱石（ツバロン／西欧）D01987（年）198819891990199［11・石炭（ハンプトンローズ／日本）・鉄鉱石（ツバロン／日本・ツバロン／西欧）1992（単位：ドル）ハンプトンローズ／日本（石炭）ツバロンノ日本（鉄鉱石）ッバロンノ西欧（鉄鉱石）月次199119921991199219911992最高　　最低最高　　最低最高　　最低最高　　最低最高　　最低最高　　最低115．OG　14．2514．0013，00　12．50一7．75　　7．506，35　　5．60216．25｝一　7．90　　7．605．75　　4．453一一一一1025　　7．505．00　　4．854一9．90　　9．8512．90　12．308．757．65　　7，504．75　　4，005一一12．508．007．554．30615．50一13．25　12．007．908．20　　7．254．75　　4．107一8．2513．25　12．008．00　　7．257．25　　7．104．20　　4．008一8．80一一7．25　　6．25一9｝9．2013．15一一4．00　　3．7510一一13．10一6．85　1115．95　13．50一12．OD一8．15　　6．754．3012『『7．00　（注）�@日本郵船調査部資料による。�Aいずれも10万DIW以上15万D／W未満の船舶によるもの。　　　　�Bグラフの値はいずれも最高値。船協月報　平成4年12月号39400＝運賃指数＝Aバnへ30D童し1、’41　　覧P　　竃戟@　　l1　噛@1@1ε1巳「1191i250「1’1、■�j’’臨■■　　一“nンアイNリーン　　’oノ■9［200ハンディ、聖　’巳150　　　　ノ、A　A　’Aバ！ダーティー@A@ハ　　　置玩1j　》l　rk1　　　　　’A　　1、、　1亀、、ノし’’竃　，》1’！00小型A　　　　／鞠@　　　！ﾖ〉ノノll博’へ／＾／〉・中型　1ﾖ／V〉k　v、、、　、　　へ，　、VLCC5001987（年）1988198919901991199212・タンカー運賃指数400300250200150100500タ　　ン　　カ　　一　　運　　賃　　指　　数月次199019911992VLCC中型小型H・DH・CVLCC中型小型H・DH・CVLCC中型小型H・DH・C12345678910111260．5U3．2V9．3U2．1T7．3T3ユU4．2T7．2U6．3T3．8U9．2V2．3132．0P08．3P13．4P06．5P08．5X5．2X8．6X5．5X9．2P05．6P10．7P25．2190．3P53．0P52．0P43．0P59．4P39．4P39．9P44．2P50．8P58．0P70．2P76．5279．6Q06．5Q03．6Q13．4Q14．1Q05．6P88．8Q04．3Q40．3Q51．6Q68．5R37．5292．3Q09．3P82．3P83．0Q04．5Q03．5Q02．0Q20．5Q96．5R58．2R02．7Q98．798．2X3．3U1．4S5．9V5．3W5．9U0．8U03T3．0T8．6T3．0R7．9137．2P5LO撃撃n．王P022t2．2P08．9P03．8X3．6X1．7W5．4W7．2W6．6182．6Q05．8P65．5P04．4P56．2P49．1P3王．3P24．2P14．7P29．6P19．1P20．6290．8Q50．2P94．6P76．3Q12．5P78．6P84．5P64．5P52．0P62．6P73．1P52．127LOR37．3Q54．0P83．9P77．8P6L5P34．8P40．0P41．7P72．1P65．1P83．748．9SL1R3．9S0．6R9．4R6．0S3．5S4．6S3．491．2W3．8W1．3V1．6V0．1U8．9V4．6V1．7V2．9133．9P40．7P15．5P10．2P04．7P03．9P10．4P13．6P132184．7Q08．5P58．3P60．8P55．4P71．8P78．1P65．0P56．4194．7P68．1P53．6P47．4P60．0P53．6P54．7P62．3P6L7平均63．2108．2156．4234．5246．165．3105．8141．9191．0193．6（注）�@ロイズ・オブ・ロンドンプレス発行のロイズ・シップマネジャーによる。（シツビング・ニュ＿ズ．インタ＿ナショナルはロイズ　オブ　ロンドンプレスと1987年11月に合併）�Aタンカー運賃はワールドスケールレート。�Bタンカー運賃指数の発表様式が87年10月より次の5区分に変更された。カッコ内は旧区分　�CVLCC：15万1000トン（15万トン）以上＿◎中型：7万1000〜15万トン（6万〜15万トン）◎小型：3万6DOO〜7万トン（3万〜6万トン）eH・D＝ハンァィ・ダーティ：3万5000トン（3万トン）未満　�羽・C≡ハンディ・クリーン：5万トン（3万トン）未満。40船協月報　平成4年12月号（）．）．40035030020G10Do＝用船料指数＝貨物船定期用船料指数i1965，7−1966．6＝1001972年以降は1971二100）、、　　　　　　　　　！、A　，へ’〉、，ノ・・ハ八　　　　　へ’、　　　　　　　　　＿〆一　　　　　　’@　　　　’へ》’@　　，曽ノ！mへ、，’、　　　　　■　一撃`_　　　　ノ　、、ノﾝ物船航海用船料指数i1965．7〜1966，6≡100）、r　、！1’＼ノb’一u、一’A一一＿1987（年）　　　　　1988　　　　　　1989　　　　　　　1990　　　　　　1991199213・貨物船用船料指数400350300200【00o月次貨物船航海用船料指数貨物船定期用船料指数1987198819891990199119921987198819891990199119921164．3193．4204．9208．3198．0202．0162．5292．8334．0356．5318．0326．02166．3203．5202．4203．3199．0195．0191．4312．0363．7357．6325．0320．03／67．2207．1212．1176．4207．0192．0195．4328．0329．8288．7335．0300．04174．9203．0202．7202．9205．0191．0219．8338．6336．9343．3344．0302．05172ユ189．3221．5197．9205．D195．0224．6344．3346．2353．5342．D30LO6166．4193．620L8191．4205．0190．0219．7333．8318．7343．7342．0295．07169．2184．1189．3190．G2D6．0191．0213．7320．6336．8325．0342．0288．08177．4．186．6204．1197．0206．0191．0223．6318．2324．3328．3318．0293．09177．7185．1193．0195．0205．0191．0223．0314．0327．5329．5325．�J301．010182．1196．3197．8197．0206．0232．4317．2327．6322．8．335．011189．2199．0208．4199．0208．0242．9333．0338．031L4349．012184．2197．8204．3215．0208．0277．0312．0349．1306．4343．0平均174．3194．9203．5197．8204．8218．8322．0336．1330．6334．8（注）�@ロイズ・オブ・ロンドンプレス発行のロイズ・シップマネジャーによる。（シッビング・ニューズ・インターナショナル　　はロイズ　オブ　ロンドンプレスと1987年11月に合併）�A航海用船料指数は1965．7〜1966．6＝10D定期用船料指数は　　1971＝1000船協月報　平成4年12月号41＝係船船腹＝600016000万D／W係船舶腹旦の推移里万D／W5000500040004000300030002000タンカー20GO’AA　　　、@　　　、@　　　�dハ＼，∠1000ヒ11000、4800800、’／一A！、’、ノ600、1600、r、’貨物船＼∫400400ノ＼　　　1一＼一@、、＼ノ　　　　賢、　　／、@v　、　，ノ　　　レー、　　　　　！�d、A　！、｝！’’200200o0　　　　1987（年）　　　　　　　　　198814・係船舶腹量の推移旧89199019911992199019911992月次貨物船タンカー貨物船タンカー貨物船タンカー隻数千GIT千DIW隻数千GIT千D／w隻数千G〆T千DIW隻数千G〆T千DIW隻数千G〆T千DIW隻数千G〆T千DIW1234567891Dl112238　1，093Q26　　973Q25　1023　　　　　，Q28　1，062Q12　　994Q24　1014　　　　　，Q31　ユ064　　　　　　PQ32　1，070Q39　1、112Q43　12D2Q621：341257　1，3221453　，1，264P325P：3611β681，33514331：47515321：62717711：71057T7T5T6T6U0T6T3T8T7T6T31，798H800P：7681，7401，7761，8961461　P1，46614851156。1，5841563　，3，127R130　，3，058Q994　，3，072R，263Q498Q：50525392171828032：764250　1，291Q581，47工Q88　1705　　　　　，Q881，665Q83　1603　　　　　，Q641，485Q58ユ451　　　　　，Q621，477Q651，467Q831733　　　　　PQ761，618Q88　1706　　　　　，1708Q：鵬2，2902155　，2，0411，946ユ9702：02120252：39522152：26450T1T0S7S6S7S6S5S7T2T2S71654　脚1，557P178　，1，193P191　，1，445P405　，1，340P358P：7171，6311522　，3，078Q867Q：11021352：1302，68526132：4782，5173，07928892：807292　1S52　　　　　PQB41，750Q88　1823Q971：825292　18683。21：937R05　1926　　　　　，R22　2，144R35　2180　　　　　，R36　2，216R32　2241　　　　　　，2，423Q332Q：4272，43225692：65226ユ32：9712，99330113：03946S6S8T5T7U8V4V4V5V4W515312，807　，1，4902，729P536　2280　P　　　　　　　　　　脚P，9D33，538P981　3763　，　　　　　　　　　　，R，1116，180R524　6，932　，3，5907，132R621　7，203R：5406，9893，9477，789　（注）　ロイズ・オブ・ロンドンプレス発行のロイズ・マンスリーリスト・オブ・レイドアップベッセルズによる。42　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船協月報　平成4年12月号（．（＝スクラップ船腹＝）「50DcIWS00R00500怩cS00RDO200P00ll�悼ﾝ物船タンカー’ll昌昌11▽脳，ハ1卜1A　し　　v　し　　ノ1　ハ／＼’蝋・〈　レ　　1ｾ　1^　1200PDOno1987（年）　　　　　「988　　　　　　1989　　　　　　旧90　　　　　　1991．　　　　　　199215・スクラップ船腹量の推移199019911992月次貨物船タンカー貨物船タンカー貨物船タンカー隻数千G／T千DIW隻数千GIT千DIW隻数千G／T千DIW隻数千G／T千DIW隻数千GIT千DIW隻数千GIT千DIW1351321926233423　　2704462　　6311844　　289　　4069　　140　　25822016712524220　　183278　　　一一53　　489　　7866　　114　　23836936256896511738　　2914798　　12923362　　578　　94418　　280　　50843920528410365553　　6141，0066　　22844734　　299　　54210　　240　　487537255391391439　　18727611　　6210344　　587　　98018　503　1，0106231051494619730　　2574045　　！7134838　　375　　63723　7551，53D723198347712223222　　2163415　　27553629　　491　　8598　　167　　298830120152718639521　　72994　　11320992819234224753　　2596108　　33640110635048504275135　　3425514　　L4930111241792716294326　　2133218　　L3823612242433934741512D　　10115010　　294560計4152，6624，064646401，1983803，0054，9617工　1，9583，492（注）�@ブレーメン海運経済研究所発表による。�A300G／T　300D／w以上の船舶。�B貨物船には兼用船客船を含む。　　　�CタンカーにはLNG／LPG船および化学薬品船を含む。�D四捨五入の関係で末尾の計が合わない場合がある。船協月報　平成4年12月号43（（（単位二千KIT　％）　　　　　　　　　　　　　＝日本海運の輸送状況＝16・わが国貿易の主要貨物別輸送状況1991区　　　分／9851986工98719881989199Q1〜34〜67〜910〜12輸貿　易　量81β0375，74671，19170，71170，67570，40417，133日本船輸送量14，9731L9489，8567，畦G75，9584β491，035外国用船輸送量25，47725，09624，67727，00627，14028，1147，044出日本船積取比率／8．315．8工3．810．58．46．96．0輸貿　易　量592，999590，606617，144660，656683，167699，099189，529日本船輸送量242，944250，679232，34759，977223，481199，94450β31外国用船輸送量157，687152，671162，11355，433236，388269，66878β68入日本船積取比率41．042．437．635．632．7．28．626．6貨貿　易　量356，351354，092374，／49404β71411，468409，485103，785物日本船輸送量140，928工42，22工129，工44122，4Q7U6．891108，18425，S99船外国用船輸送量97，36793，455106β26142，284156，423165，33747，762積日本船積取比率39．540．234．530．328．426．425．0う鉄貿　易　量124，513115，231U2，035ユ23，377127，607124，84031，094ち鉱日本船輸送量O国用船輸送量62，502Q3，44664，632P8，41458，679P9，76S57，136R1，98156β59R4，94952，258R7，36812，719P2，826石日本船積取比率50．256．152．446．344．24L940．9う石貿　易　量92，99G91β4692，554104，／81104，939107，49227，277ち日本船輸送量50，06752，922窪9，31346，48744，26243，83910，471外国用船輸送量26，28322，95826，55842，66444，46工45，98813，535炭日本船積取比率53．857．953．344．642．240．838．4う木貿　易　量31，75G32β6036，95142，04G41，29539，5159，708ち日本船輸送量10，3728，9888，0406，8936，0265，0331』59外国用船輸送量14，40215，84220，窪0921，01725，37827，8077，064材日本船積取比率32．727．821．816．414．612．7LQ．9油貿　易　量236，647236，514242，995256，28527L699289，61485，744送日本船輸送量102，015108，457103，203111，723106，59091，75924，432船外国用船輸送量60，32059，21655，78764β娃479，965lO4，33231，ユD6積日本船積取比率43．145．942．543．639．231．728．5う原貿易　量170，217164，044160，460166，936178，QO9195，51763，L89ち日本船輸送量86，22093，68586β3094β709057675，54720，621外国用船輸送量52，80351，94447，88452，99864，86789，24027，378油日本船積取比率39．557．154．156．550．938．632．6�@運輸省資料による。�A年別は暦年。�B石油製品にはLPG　LNGを含む。（注）（単位：百万円）17・日本船の輸出入別・船種別運賃収入1990区　　分1985198619871988198919901〜34〜67〜910〜12輸定期船195，50D1D3，6336929951，45645，32638998　　，9，83610，21910205　　，8738　，7不定期船219，224158，080126，59489277　　，76，57669，31816055　　，16，73016，98119552　　，油送船6848　74，0023，3742，5992520　，2，433606564586678出計421，573265，714199，267143，332124，421110，74926，49727，51327，77128，968輸定期船90，85258，72050，94250，29949，35346，59811，86513685　　，10745　　，10，303不定期船342，784258，497219301　　　，198，690200，600183899　　　冒47，9144555246，22544，208油送船235，966201，577177，088171，758164，807162382　　　，46，45936930　　P38234　　，40，758入計669，603518，794447，331420748　　　，414760　　　，392，879106，23896，16895205　　，95268　　，三定期船46，68343，6016L48G53，13949，09849，83011，79813，04412，76112，227不定期船74，44153，04043，98231，87929，30423，8015198　，7，7825，7175105　P国油送船37，48229842　　，19，41313，0358747　，8504　，1，8372425　，2，1042139　P間計158，607126485　　　9124，87598，05387，05982135　　，18β3223，25120581　　，1947Q　　，△口定期船333，036205，954181，721154894　　　，143，687135426　　　，33，49936，94833711　　，31268　　，不定期船636，450469，617389，878319，848306，480277018　　　「69，16670，06468923　　768865　　，油送船280，297235，420199，875187，392176，074173，31948，9D239，91940924　　，43，574計計1，249，783910，993771，473662132　　　P626，240585，763151568　　　，146，931143，557143707　　　，�@運輸省資料による。�A年別は暦年。�B外国船は含まない。（注）平成4年12月号船協月報44＝内航海運＝18。内航船の船腹量年船　種　別鋼　　　　船木　　　　船合　　　　　　計隻数轡麗瀦隻数轡謡講隻数轡糎灘翻1980貨　　物　　船油　　送　　船　計67013　　　　2，400　　　　　　2．0Q，787　　　　1，338　　　　　　2，4W，800　　　　3．738　　　　　　2，22、241　　　　　エ57　　▲　　8．7120　　　11　　　−Q，361　　　　　168　　▲　　8．28，254　　　2，557　　　　　1．3　　　　93，92．907　　　1，349　　　　　2．4　　　　99，211、161　　　3，906　　　　　1．7　　　　95，71985貨　　物　　船油　　送　　船　計6，074　　　2，485　　　　　1．3Q，447　　　1，225　　▲　　0．3W，521　　　3，71G　　　　　O．71，476　　　　　　88　　▲　　6．465　　　　6　　20，01，541　　　　　94　　▲　　5．17，550　　　2，573　　　　　1．0　　　　96．62，512　　　　1，231　　　▲　　0．2　　　　　99，510，062　　　　3，804　　　　　　0．6　　　　　97，5／989貨　　物　　船油　　送　　船　計5，891　　　2．469　　　　　1．02，359　　　　1，141　　　▲　　1，98．250　　　　3，610　　　　　　0．11，1ア6　　　　　　57　　▲工2．342　　　3　▲25．Ol，218　　　　　　60　　▲13．07，067　　　2，526　　　　　0．6　　　　97．72，401　　　　1、144　　　▲　　1．9　　　　　99．79，468　　　3．670　　▲　　0．2　　　　98，41990貨　　物　　船�　　送　　船　計5，881　　　2，507　　　　　1，52，298　　　　1，135　　　▲　　0．5W，179　　　　3，642　　　　　　0．91，627　　　　　　50　　▲12．3R6　　　　3　　　−P，663　　　　　　　53　　　▲　11，77，508　　　2，558　　　　　工．3　　　　98．02，334　　　1，138　　▲　　0，5　　　　99，79，842　　　3，696　　　　　0．7　　　　98．51991貨　　物　　船油　　送　　船　計4．515　　　1，554　　▲38．02，308　　　　1，146　　　　　　1，0U，823　　　2，700　　▲25，91，G60　　　　　　　45　　　▲　10．0R1　　　2　▲33．31，091　　　47　▲11．35，575　　　L599　　▲37．5　　　　97．22，339　　　1，148　　　　　0．9　　　　99．87，914　　　2，747　　▲25．7　　　　98，3姓1｢昌盛翻灘耀誓町中驚粧纒篇禦憎悪饒騨蝶騨19・国内輸送機関別輸送状況年　月輸　送量（百万トン）輸送トンキロ（億万トンキロ）内航海運鉄　　道自動車国内航空計内航海運鉄　　道自動車国内航空計上983年度438工215，1230．445，6832，0072761，93544，2231984年度4391095，1400．495，6902，0692341，99844，3061985年度452995，0480．545，6002，0582212，05954β441986年度441904，969O．605，5001，9802062ユ6164，3521987年度463835，0460．705，5932，0142062，24164，4661988年度493825，5790．806，155〜，1262352，46174，8291989年度538835β880．806，510〜，2472512，62985，1351990年度575876，l140．876，7772，4462722，74285，468（注）　運輸省「還輸白書」による。20・内航海運の主要品目別輸送実績輸　　　送　　　量輸送トンキロ品　目　別1989年度1990年度1989年度1990年度千トン構成比千トン構成比百万トンL　　　ロ溝成比百万トンL　　　ロ構成比石　　　　炭金　　　　属非金属鉱物ｻ利・砂・石材セ　メ　ン　トﾎ　油　製　軽@　　　　械15，127U5，912W2，074W5，333T2，923P36，870P2，5753．4P4．6P8．2P8．9t．7R0．4Q．812，414U4，284X0，560X0，965T3，916P43，773P3，7612．6P3．7P9．3P9．4?１．5R0．6Q．97，978R6，188R9，533P0，921Q7β51S9，631V，7064．4Q0．2Q2．0U．1P5．3Q7．7S．37，149R5，205S7，121P1，205Q8，078T4，284Wβ593．7P8．3Q4．6T．8H4．7Q8．3S．6合　　　　計450，814100．σ469，673エGO．e17930810G．019工，901工σ0．0　（注）　運輸省運輸政策局情報管理部「内航船舶輸送統計年報」による。船協月報　平成4年12月号45編　集　後　記　最近、企業のさまざまな社会的貢献活動を指す言葉として「フィランソロピー」が使われている。フィランソロピー（Philanthoropy）とは「博愛」「慈善」と訳されるが、その語源はギリシャ語の“Philanthropia”（人を愛する）にあり、博愛や慈善より広い意味に使われており、一般に社会の問題解決や生活向上のための公益活動を指している。　先日、ある大手旅行会社主催の観光地の清掃活勤に参加した。この催しは社会貢献活動の一環として毎年行われており、今回が8回目で数カ所の観光地を目的地としてそれぞれ400名程度一般から募って開催しているとのことであった。私も小学生の娘と息子にこの催しを通じて何か得ることがあればとこの催しに家族で参加し、われわれは千葉の鴨川海岸へ行ったのだが、そこは事前に清掃されていたのか、極めてきれいな海岸でゴミを捜して収拾するような状況であり、なぜこの海岸をゴミ拾いの対象にするのか疑問に感じた次第であった。またその清掃作業も雨が若干降っていたとの理由で4Q分ほどで切り上げられ、近くのホテルへ移動して昼食となった。昼食中の参加者の話を聞いていると過去に参加している方が多いようであり、目的はボランティア活動というよりも無料のバス旅行に参加している感じであった。食後、ホテル前の海岸に出てみると先程の海岸とは比較にならないほど汚れており、こちらをゴミ拾いの対象にすべきと思われ、何か釈然としないものを感じた。　欧米諸国に比して日本の企業の社会貢献活動の歴史の浅さに起因するのであろうが、広報・宣伝活動の域を出ていないように感ぜられた。また、このような活動をより意義のあるものにしていくにはわれわれの意識も高めていかなければならないのではなかろうか。　さて、今年は不況と政治の混迷に終始し、企業環境に暗い影を落とした1年であったが、来る1993年は明るい年であることを祈りたい。　　　第一中央汽船　　　総務部次長　　　　　　　　宇津野　好男〔船唄月報12月号　No．389（Vol．33　No．12）発　　　行：平成4年12月20日創　　　　刊＝昭和35年8月10日発　行　所：社団法人日本船主協会　　　　　　　〒102東京都千代田区平河町2−6−4（海運ビル）　　　　　　　TEL，（03）3264−7181（調査広報部）編集・発行人＝鈴　木　昭　洋製　　　　作：大洋印刷産業株式会社定価：400円（消費税を含む。会員については会費に含めて購読料を徴収している）46船協月報　平成4年12月号

